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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　　第一話　ランナウェイ！










　バレた。もう駄だ目めだ。人を襲おそったのが知られてしまった。『奴やつら』に知られてしまった。


　他の四人とは連れん絡らくが取れない。無ぶ事じ逃にげ延のびたのか。それとも俺おれが最後の一人か。いずれにしろ大した違ちがいはない。バレてしまったのだ。人を襲い、血を吸ったのが、『奴ら』にバレてしまったのだ。すぐに『奴ら』はやってくる。


『カンパニー』の猟りよう犬けんたちが。
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　日が沈しずもうとしていた。


　寂さびれた繁はん華か街がいの、廃すたれた裏うら通り。その路ろ地じの角を曲がった先に、時代遅おくれのクラブの裏口があった。


　コンクリートの壁かべには幾いく度ども貼はっては剝はがされたポスターの跡あと。アスファルトの路ろ面めんや側そつ溝こうなど、路地そのものに、すえたにおいが染しみついている。


「いかにも連中が身を隠かくしそうな場所ね」


　裏口を見み張はる葛かつら城ぎミミコは、冷たくささやいた。その声がくぐもって聞こえるのは、マスクをしているためだ。


　サングラスを指でずらし、手にした紙に視線を落とす。うすっぺらなＦＡＸ用紙には、西洋人らしき男の顔写真が五つ並んでいた。そのうち三つまでは、大きくバツ印が入っている。


　処置済み、という意味だった。


「……さすがはサキ先せん輩ぱい。仕事が早いわ」


　残るターゲットは二人だ。一いっ刻こくも早く押おさえねばならない。さもなくば、今度は自分の身が危あやうくなる。


　ミミコは『オーダー・コフィン・カンパニー』に属ぞくする調停員コンプロマイザーである。


　その任にん務むは、人間と吸血鬼ブラツク・ブラツドの間に発生する、あらゆるトラブルを解決することだ。


　吸血鬼の存在が確かく認にんされて十年。公こう的てきには絶ぜつ滅めつしたとされる彼ら闇やみの種しゆ族ぞくは、いまなお人類社会の裏側で生せい息そくし続けていた。中でも、特区と呼ばれるこの人工島は、彼らが一部の人間と協定を交かわし、互たがいの存在を認めながら生きることを選んだ都市なのである。


『カンパニー』は、そうした特区の特とく殊しゆな事情を背はい景けいに生まれた、対吸血鬼トラブル処しよ理り組そ織しきだった。吸血鬼の絶ぜつ滅めつを信じる一いつ般ぱん市民と、宿しゅく命めい的てきに血を求める吸血鬼たちの間に立ち、互いの利り益えきを最大限に保ほ証しようするべく秘ひ密みつ裏りに活動を続けている。特に、直接現場に立つ調停員コンプロマイザーは、昼夜の別なく危き険けんな任務に身を置かねばならなかった。


　ミミコは特別な能力を持つ少女ではない。


　黒くろ目め黒くろ髪かみで背も高くなければ、スタイル抜ばつ群ぐんなわけでもない。いたって地じ味みな十七歳さいだ。


　しかし、いま。


　彼女の瞳ひとみはサングラスに隠され、キリリと結ばれたアヒル口はマスクで覆おおわれている。『カンパニー』指定の制服の上にトレンチコートを着き込こみ、スカーフを頭から被かぶるようにして首に巻いていた。


　常つねになく気合の入った姿は、今回の任務にかける彼女の情じよう熱ねつの現れだった。最近失しつ態たいの目立つミミコだが、今回だけは、


「……なんとしてもしくじれない……」


　任務なのだ。


　ミミコはコートの袖そでを捲まくって、腕うで時計を確認した。それから空を見上げる。


「もうじきジローさんも本ほん調ちよう子しになるわね」


　ミミコは難むずかしい顔でもらした。


　望もち月づきジローはミミコの護衛クローザーだ。古血オールド・ブラツドと呼ばれる、強力な吸血鬼の一人である。


　吸血鬼の力は、たとえ転てん化かしたばかりの小物であろうと、人間のそれを遥はるかに凌りよう駕がする。本来なら、こうして吸血鬼を追うときは、彼が傍かたわらで彼女を警けい護ごしていて然しかるべきだった。


　しかし、今回は事情が異ことなった。ジローだけでなく、その弟、コタロウもだ。


　今回の任務に関して、二人の協力を得ることは叶かなわなかった。


　それどころか、あの兄弟はもはや……


「……いいわ。あたし一人だって、やってみせる」


　そう、ミミコが決意を新たにしたときだ。


　不ふ意いに裏うら口ぐちのドアが開いた。


　クラブから出てきたのは、一人の男だった。急いでＦＡＸの顔と見み比くらべる。間違いない。あいつだ。


　ミミコは足あし早ばやに男へ近づいた。マスクにサングラスをしてスカーフを被った少女が歩み寄るのを見て、男はぎょっと足を止めた。


「……ロバート・ブラウンさんですね」


　名を呼ばれ、男――ロバートは色を失った。


「お、お前はっ？」


「ああ、ご心配なく。あなたが吸血鬼ブラツク・ブラツドであることはわかっています」


　そう言って、ミミコは満面にビジネス・スマイルを浮うかべた。もっとも、マスクにサングラスをしているのでは、笑ったかどうかもわからない。


「『カンパニー』の調停員コンプロマイザー、葛城ミミコです。お近づきになれて光栄で――わあっ！」


『カンパニー』と聞いた直後、ロバートはミミコを突つき飛ばして駆かけ出していた。


　――情報がもれてる!?


　早くも誤ご算さんだ。しかしミミコは挫くじけなかった。


「止まりなさいっ！　『カンパニー』から逃げ切れると思ってるのっ？」


　角を曲がる直前で男の足が止まった。振ふり返った顔は、ものの見事に青ざめている。


「あなたが一週間前に、正せい規きの手続きを取らず特区にはいったことは知ってます。人の血を吸ってきたことも！」


「頼たのむっ。見み逃のがしてくれ！」


「そうはいきませんっ。あたしは、一昨日の晩ばん、あなたたちに襲われた女性と会ってきました。彼女はいま入院しています。あなたたちのせいでっ！」


「にゅ、入院だって!?」


　思いも寄らぬ台詞せりふに、男は激はげしい動どう揺ようを示しめした。


「そんな馬ば鹿かな！　眠ねむっている女から、少し血を吸っただけだぞ。彼女は自分が血を吸われたことすら、わからなかったはずだっ」


「……そういう問題ではないんです」


　ミミコは苦にが々にがしく言って立ち上がった。マスクの下で、ぜえはあと息が荒あらい。まるで怪あやしい人だ。


「さあ、大人しく同行して下さい。大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと説明しますし、何も不安がることはありませんから」


　これ以上、相手を刺し激げきしないように。ミミコは優やさしい声をかけ、ゆっくりと近づいていった。


　だが、ロバートは首を振りながらジリジリと後こう退たいした。そして踵きびすを返した。


「あっ、待て！」


　ミミコも同時に駆け出す。


　しかし、路地の角に飛び込んだロバートは、次の瞬しゆん間かん、悲鳴を上げて路上に転ころがった。


　両手で顔をおさえ、悶もだえている。そして、彼が逃にげようとした角の先から、手にしたスプレー缶かんを突き出しながら、一人の少女が現れた。彼女がスプレーを顔に吹ふき付けたのだ。


「詰つめが甘あまいわよ、ミミコ」


「ス、スワン」


　現れたのはミミコの同どう僚りよう、スワン・鍾チエンだった。


　中国人とイギリス人のハーフで、華か僑きようのお嬢じようさま。ミミコと同い年ながら、華か麗れいな美び貌ぼうと高価な装そう飾しよく品ひんをまとうゴージャスな少女である。


　だが、いまの彼女は、長いソバージュにソフト帽ぼうを被り、赤いフレームのサングラスをして、マスクで顔半分を覆っていた。オーダーメイドの制服も、黒のロングコートで隠してしまっている。まるでヒットマンだ。


　スワンは呻うめくロバートを見下ろし、


「ただのガーリック・ガスよ。命に別べつ状じようはないわ」


　と冷たく言い放った。それから、ミミコに向き直り、


「ジロー様は？」


「まだよ。逃げたまま」


「そう、お労いたわしい、ジロー様……」


　スワンはジローに惚ほれていて、常つね日ひ頃ごろからミミコの護衛クローザーなど止やめて自分に雇やとわれるよう勧かん誘ゆうしている。そのため、スワンとミミコは仲が悪かった。


　しかし、顔を合わせるたびに口くち喧げん嘩かをする二人が、なぜかいまは、共ともに神しん妙みような様子で向き合っていた。


「さっきサキ先せん輩ぱいから連れん絡らくがあったわ。逃げてた、もう片方。捕つかまえて処置したそうよ」


「本当っ？　さすが、先輩」


「ええ……でも、そのとき先輩も……」


　言葉を切り、スワンは辛つらそうに顔を伏ふせた。


「そんなっ」とミミコも動どう揺ようを隠せなかった。


「で、でも、先輩はダンピールなのよ!?」


「ええ。だから被ひ害がいは少なかったみたい。でも……半分は人間だもの……」


　二人の先輩に当たる調停員コンプロマイザー、朱と鷺き籐とうサキは、吸血鬼と人間のハーフ――ダンピールなのだ。そのため、吸血鬼には及およばぬまでも、常じよう人じん離ばなれした身体能力を持つ。ましてや、彼女はベテランである。


　その彼女が吸血鬼の魔ま手しゆに倒たおれた。二人の受けたショックは大きかった。


「なんてこと……先輩が。あんなに格かつ好こういい先輩が……」


「落ち込んでいる場合じゃないわよ、ミミコ。先輩は自ら傷きずつきながらも、見み事ごと任務を達たつ成せいしたわ。あとは、わたくしたちが――」


「……そうね。これで残るは一人だけ」


　そう言ってミミコはロバートをにらんだ。サングラス越ごしでも、その視線の冷れい徹てつさがわかる。


　ロバートは、「ひいい」と弱々しい悲鳴を上げながら逃げようとした。しかし、まだニンニク臭しゆうの影えい響きようで足が立たない。動けない彼を二人はゆっくりと追い詰めた。


　が――


「そうはさせない！」


　夕ゆう暮ぐれに沈しずむ裏路地を、幼おさなくも凜り々りしい声が駆け抜ぬけた。


　声と同時に、一人の少年が飛び込んできた。


　まだ十歳前後の子供だが、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、はっとするほど愛らしい顔つきをしている。しかも背中には馬鹿でかいクマのぬいぐるみテデイ・ベアを背負っていた。そんな子供は、特区中を探しても一人しかいない。


「コタロウ君！」


　コタロウは、普ふ段だんの彼からは想像できない機き敏びんさでロバートに駆け寄り、彼の体を担かつぎ上げた。そして、動どう転てんする彼を余よ所そに、そのまま駆け去ろうとした。


　ミミコは飛び出して呼び止めた。


「待って、コタロウ君っ。君がこんなことしても、なんにもならないわ。ジローさんはどこにいるのっ？　二人とも、いい加か減げんに聞き分けてちょうだい！」


　ミミコの呼びかけに、逃げようとしていたコタロウの足が止まった。


　背負ったバウワウ卿ぬいぐるみがミミコと向き合う。つぶらかなボタンの瞳ひとみが、サングラスに隠かくされたミミコの視線と交こう差さした。


「お願い。あたしだって、こんなことはしたくない。でも、これが『カンパニー』の決定なのよ。あなたも護衛クローザーなら従したがって」


　ミミコの懇こん願がんに、コタロウは少しだけ振ふり向いた。その幼い顔に、彼には似合わぬ苦く渋じゆうの色が濃こい。


「だって……だって、こんなの絶対間ま違ちがってるよ！　こんな酷ひどいこと……ぼく、納なつ得とくできないよっ」


　コタロウの声は悲ひ痛つうだった。スワンまでも辛そうに顔を背そむけた。ロバートは混こん乱らんしている。いつの間にか置いてけぼりだ。


　しかしミミコは、


「いーから、言うこと聞けっ」


　と半はん眼がんできっぱりと告げた。


　コタロウの顔がくしゃりと歪ゆがんだ。その大きな青い瞳に涙なみだを一いつ杯ぱいに溜ためて、
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「ミミちゃんの意地悪！」


　そして、ミミコの声を振り払はらうように、ロバートを連れ去っていく。


「あの馬ば鹿か……」


　ミミコは追わなかった。「いいの？」とスワンが尋たずねると、ミミコはフッと息をついて頷うなずいた。


「心配ないわ。あの男がコタロウ君やジローさんと一いつ緒しよにいるなら、むしろ好こう都つ合ごう。すぐに……狩かり出してやるわ」


　そして日は落ち、夜が来た。
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「……大だい丈じょう夫ぶ？」


「ああ。もう、大丈夫だ。ありがとう」


　夜よ更ふけの公園。


　手て洗あらい場の水で顔を洗っていたロバートは、傍かたわらのコタロウに笑え顔がおを返した。


　もっとも、その笑顔にも疲ひ労ろうが滲にじんでいる。付ふ着ちやくしたガスは洗い落としたが、ダメージは残っているのだ。何より、彼らの存在が『カンパニー』に知られてからというもの、気を休める暇ひまもないまま逃とう避ひ行こうを続けているのである。精神的にも追い詰められていた。


　コタロウは気の毒そうに「はい」とハンカチを渡わたした。それを受け取って顔を拭ふきながら、ロバートは小さな少年を見つめた。


「さっきは助かった。礼を言うよ。名前は？」


「望月コタロウ」


「コタロウ、か。俺はロバートだ。君も、その……」


「うん。ロバートさんと同じ。吸血鬼だよ」


「そうか。やはりな」


　大の大人を抱かかえて走り回ったのだ。ただの人間ではありえない。


「しかし……」


　とロバートは疑問を口にした。


「君は、さっきの調停員コンプロマイザーとは顔見知りなのかい？　やけに親しそうな口くち振ぶりだったけど」


　すると、たちまちコタロウの顔が曇くもった。


　二人は取りあえずベンチのある場所まで移動した。並んで腰こしを下ろすと、コタロウはぽつぽつと話し始めた。


「ぼくと兄あに者じやは、ミミちゃんの護衛クローザーなんだ」


「ミミちゃん――というのが、さっきの？」


「うん。スカーフ被かぶってた方」


「そうか。『カンパニー』の調停員コンプロマイザーには腕うでの立つ護ご衛えいが付いているとは聞いたが……まさか吸血鬼なかままでいるとは思わなかったな」


　ロバートがつぶやくと、コタロウは少しだけ自じ慢まんそうな表情を見せた。


「兄者はすごく強いんだ。昔の戦いで武ぶ勲くんを立てた英えい雄ゆうなんだよ？　みんなからは『銀ぎん刀とう』って呼ばれてる」


「なっ。ぎ、『銀刀』!?　君のお兄さんが、あのっ？」


『銀刀』と言えば特区で知らぬ者はいない。かの香ホン港コン聖せい戦せんで人に与くみした吸血鬼。銀でコーティングされた刀を振るう、凄すご腕うでの剣けん士しだ。


　特区に来たばかりのロバートでも、彼の噂うわさは耳にしている。そんな男が『カンパニー』に手を貸かしていると聞き、ロバートは生なま唾つばをのんだ。


　しかし、強こわ張ばるロバートを安心させるようにコタロウが言う。


「心配ないよ。いまは兄者、ミミちゃんのやり方に反対してるんだから」


「え？　ほ、本当か？」


「うんっ。兄者は何か調べものに行ったから、いまはぼく一人だけどさ。もう日も落ちたし、すぐに助けに来てくれるよ。だから安心して。兄者さえいてくれれば、きっとミミちゃんからも逃にげ切れるよ」


　コタロウの保ほ証しように、ロバートの顔が明るくなった。しかし、すぐに気づいたように、


「でも、いいのか？　君たち兄弟は『カンパニー』を裏切ることになる。これからどうやって、特区で暮らしていくんだ？」


「それは……わかんない。兄者は何か考えがあるみたいだったけど」


　再びコタロウは悄しよう然ぜんと肩かたを落とした。背中のクマまで悄しよげているように見える。その様子を見て、ロバートも苦いため息をこぼした。


「……特区に来たことは、間違いだったのかもしれないな。世界で唯ゆい一いつ、吸血鬼が人と共きよう存ぞんして生きる場所だと聞いて、祖そ国こくを捨すてたのだが……」


「あ、いや、それは」


　と、急にコタロウは言い訳めいた口く調ちようになった。


「それは噓うそじゃないよ。うん。特区ここは人と吸血鬼が一緒に暮らしてる街だもん。結けつ構こういいとこだよ？　美お味いしい物、一杯あるし」


「しかし、現にこうして俺たちは追われてるじゃないか。俺だって昔は人間だったんだ。襲おそわれる恐きよう怖ふぐらい理解できる。だが、血を吸うのは俺たちにとって、生きていく上で仕方のないことだろ？　それを責せめられるのでは、共存などできるものか」


「……えーと」


　ぱちくりぱちくりとコタロウは瞬まばたきした。


「血――は吸ってもいいんじゃないかな？」


「そう。君だってそう思うだろう？　くそっ。何が『カンパニー』だ。あんな連中に殺されてたまるか」


「殺される――ってことはないと思うけど」


「じゃあなんだい？　奴ど隷れいとして一生扱こき使われるのか？　それとも実じつ験けん材ざい料りようかな。ふん。いかにもありそうな話だ」


「……いやいや。そんな無む茶ちやな。『カンパニー』がそんなことするわけないよ」


「いや、だが現に――」


　と、そこでロバートは言葉を区切り、隣となりに座すわるコタロウに顔を向けた。コタロウも眉まゆ根ねを寄せてロバートを見上げている。


「……話が少し嚙かみ合ってないな」


「……うん」


「君は『カンパニー』に捕つかまりたくなくて、逃げてるんじゃなかったのか？」


「そうだよ。ロバートさんもでしょ？」


「それは、奴やつらに始末されるのが嫌いやだから――なんだよな？」


「うん。あの処置は、いくらなんでもあんまりだと思うんだ」


　再び二人は黙だまり込む。


　ロバートは怪け訝げんそうに「処置？」と尋ねた。


　そのとき――


「コタロウ」


「あっ、兄者！」


　呼びかけられたコタロウが、満面に笑えみを浮うかべてベンチから飛び降りた。ロバートも慌あわてて立ち上がる。


　夜の公園は薄うす暗ぐらいが、ベンチの脇わきには街がい灯とうがあった。その街灯の光の中に、一人の青年が入ってきた。


　赤いスーツに赤い帽ぼう子しを被った青年だ。肩に届とどく黒くろ髪かみと、切れ長の鋭するどい瞳ひとみを持っている。一見すると細ほそ身みの優やさ男おとこにも見えるが、姿し勢せいが良く、動きにも自然なキレがあった。彼が身にまとう気け配はいは戦士のそれだ。


　初めて見る『銀刀』の姿に、ロバートは息をのんだ。その彼の前で、兄弟は互たがいの無ぶ事じを喜ぶように、しっかりと頷うなずき合った。


「なんとか逃げ延びたようですね。よくやりました、コタロウ」


「兄者こそ。昼の間に捕まったりしないかって、心配してたよ」


「ええ。おかげさまで、こうして無事です。しかし、まだ逃げ続けているということは、ミミコさんは相変わらず……」


「……うん」


「そうですか……」


　ジローが沈ちん痛つうな表情で唇くちびるを嚙んだ。かつての調停員コンプロマイザーと護衛クローザーが、いまや追う者と追われる者である。両者の間に、いったいどのような確かく執しつが生まれたのだろう。


「しかし、おかげで収しゆう穫かくはありました」


　とジローは気を取り直して弟の肩を叩たたいた。


「貴き重ちような情報をつかんだのです。現状を打だ破はする道が見つかりましたよ、コタロウ」


「ほ、ほんと!?」


「ええ。これできっと、ミミコさんとも和わ解かいできるはずです」


　力強く頷く兄に、コタロウは文字通り飛び上がって喜んだ。そしてロバートに振り返り、


「ね。言ったでしょ。兄者さえいれば安心だって！」


　その台詞せりふで、ようやくジローはロバートに目を向けた。いることは当とう然ぜん気付いていたのだろう。ジローは礼れい儀ぎ正しく姿勢を正すと、


「挨あい拶さつが遅おくれましたね。私のことは弟から聞いているようですが？」


「ええ」


　あの『銀刀』から声をかけられている。そう思うと膝ひざが震ふるえそうになった。


「弟さんには、捕まりそうになったところを助けてもらいました。命の恩おん人じんです」


「ハハ。それはまたオーバーな。しかし、こいつがあなたを？　本当ですか？」


　ジローは少しおどけるように驚おどろいてみせた。横目に眺ながめる兄に、コタロウは鼻高々といった感じで胸を反そらしている。


「ともあれ、どうやら私たちは同じ立場にいるようですね。協力して、この苦く難なんを乗り越こえましょう。大だい丈じよう夫ぶ。人と吸血鬼が共存する都市という謳うたい文もん句くは伊だ達てではない。我われら黒の血けつ族ぞくにも、未来はあるのです」


　穏おだやかに、しかし力強い口くち振ぶりで言い、ジローは右手を差し出した。


　ロバートは胸を熱くした。これが『銀刀』。なんと理り知ち的てきで頼たのもしい男だろうか。一方的な噂うわさに怯おびえすら感じていた自分が恥はずかしかった。この男なら任まかせられる。そう心から思い、ロバートは彼の手を取った。


「良かったね、ロバートさん」


　とコタロウ。


「ロバート？」


　とジロー。


　その握あく手しゆする手がぴくりと動いた。


「ああ、申し遅れました。俺はロバート・ブラウンです。まだ転てん化かして三年目の新しん米まいですが、新天地を求めて――」


「一週間前、特区に入った？」


「ええ、よくご存じで――」


「一昨日、就しゆう寝しん中ちゆうの女性から血を吸った？」


「は、はい……」


「仲間は四人。その四人とも、すでに『カンパニー』に処置を受けている？」


「た、たぶん……」


　戸と惑まどうロバート。ジローの顔から、いつしか紳しん士し的てきな様子が消えていた。


「ククク……」


　とジローが笑った。さっきまでの爽さわやかさが微み塵じんもない陰いん湿しつな笑みだ。


　両目を細ほそめ、三日月のように口を開けて、


「でかしました、コタロウ」


　言うが早いか、ジローは握手していた手をねじ上げた。啞あ然ぜんとするロバートを引きずってコタロウに近づくと、ぬいぐるみの口に手を突つっ込んで、中から『銀刀』を引き抜ぬいた。バウワウ卿きようはジローの武器を持ち運ぶキャリアーなのである。


「わっ。何するのさ、兄者！」


「聞きなさい、コタロウっ。こやつがすべての元げん凶きようなのですっ」


「ええっ？」


　混乱するコタロウを余よ所そに、ジローはロバートの後ろから、首くび筋すじに刃やいばを押おし当てた。


「この疫やく病びよう神がみめ！　お前たちのせいで、とんだとばっちりを受けましたっ」


「な、なんの話だ!?」


「黙らっしゃいっ。さあ来い。ミミコさんに突き出してやります！」


　血走った目でロバートを歩かせる。コタロウは兄の豹ひよう変へんに狼狽うろたえるばかりだ。


　だが――


「見つけたわよ、二人とも」


　夜の公園に、スピーカーで拡かく声せいされた声が冷え冷えと響ひびき渡わたった。ジローとコタロウは、ぎくりと顔を強こわ張ばらせた。


　直後、静せい寂じやくを破るサイレンと共に、公園の敷しき地ち内ないに三台のバンが乗り込んできた。猛もうスピードで近寄ったかと思うと、三人の吸血鬼を包ほう囲いして停車する。


「そんなっ。どうしてここが!?」


「バウワウ卿に発はつ信しん機きを入れておいたの」


「なっ、いつの間に！」


「一昨日の晩ばん、あなたに事じ情じようを説明する前よ。役に立って残念だわ」


　前、ということは、その時じ点てんですでに兄弟の離り反はんを見み越こしていたのだろう。


　舌打ちしたジローがロバートを放ほうり出し、コタロウの手を取った。バンを飛び越えて逃とう亡ぼうを図はかろうとしたが、





「主よあわれみたまえキリエ・エレイソン


　キリストよあわれみたまえクリステ・エレイソン


　主よあわれみたまえキリエ・エレイソン――」
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　さっきのスピーカーから大音量の聖せい歌かが流れるや、跳ちよう躍やくしたジローは、コタロウもろとも落下した。まるで、蚊か取とり線せん香こうに突っ込んだ藪やぶ蚊かだ。両耳を押さえ、顔を白くして、「あわわわ」


　と全身を痙けい攣れんさせている。


　いまどきの吸血鬼には珍めずらしいのだが、聖歌はジローの弱点の一つなのだ。


　やがてバンのドアが開き、バラバラと戦せん闘とう服ふく姿すがたの男たちが降りて、三人を取り囲んだ。目には催さい眠みん術じゆつ防ぼう止しバイザーを付け、手には銀弾頭シルバー・チツプ入りのサブマシンガンを構かまえている。完全な対吸血鬼戦装そう備びだ。


「ち、鎮ちん圧あつチーム!?　そんなものまで要よう請せいしていたのですかっ？」


　苦しげな声でジローがもらした。コタロウは顔がん面めん蒼そう白はくになって周囲を見回し、ロバートも、訳もわからず震ふるえ上がった。


　最後に、バンから三人の女性が降り立った。『カンパニー』の調停員コンプロマイザーたち。ミミコとスワン。それにサキだ。


　ミミコとスワンは、さっきと同じ格好をしていた。サキは普ふ段だん通りの制服姿だ。しかし彼女は、なぜか顔を九十度左に向けていた。


　長身で、一いつ見けんすると美び男なん子しのように見える凜々りりしい女性である。右目の瞳どう孔こうが縦たてに長く、カナリア色をしている。その瞳ひとみこそ、彼女がダンピールである証あかしだった。


　サキだけはマスクを外していた。可か憐れんな唇くちびるが無む念ねんそうに固く結むすばれている。


　横を向いたままジローを一いち瞥べつし、


「……まだ抵てい抗こうをしていたのですか。百年生きた古血オールド・ブラツドともあろう方が……往おう生じよう際ぎわが悪いですぞ、ジロー殿どの」


　と、どこか怒おこったような口くち振ぶりで言った。


「サ、サキちゃんっ。お願い、助けて！」


　サキの姿を見つけたコタロウが訴うつたえた。サキは撃うたれたように全身を震わせた。


　スワンがジローに惚ほれているように、可愛かわいいものに目がないサキは、コタロウの愛くるしさにメロメロなのだ。クールでスマートな彼女が、コタロウのこととなると途と端たんにふやけてイチゴシロップのようになるほどである。


　それが、このときは苦しげに顔を伏ふせ、


「……許してくれ、コタロウ。今度ばかりは……どうしようもない！」


「そ、そんな……！」


「スワンさんっ。後ご生しようですから、どうか話をっ」


「ああ、ジロー様……ごめんなさい。あとでうんと、お詫わびしますわ」


　と、スワンの態度も、いつになく冷たい。


　コタロウとサキ、ジローとスワンのやり取りを黙だまって聞いていたミミコは、やがてマスクの下の唇を吊つり上げて、ゆっくりと彼らに歩み寄った。


　しかし、最初に話しかけたのは、彼ら兄弟ではなかった。


「ようやくお話ができますね、ロバートさん」


　落ち着いた態度で、ミミコは話しかけた。もはや諦あきらめたのかロバートは身み動うごきしようともしなかった。


「頼たのむ……どうか……どうか命だけは」


「ああ、やっぱり。どうも誤ご解かいがあったみたいですね。そうだと思いました」


「え？」


　ロバートが顔を上げる。ミミコはにっこりと微笑ほほえんだ。


「人を襲おそったから、追われている――そう思われたんでしょう？　だから、捕つかまったら殺されてしまう、と」


「ち、違ちがうのか？」


「あたしたちの説明が足たりませんでしたね。よろしいですか？　我々『カンパニー』は、相手に危き害がいを加えない範はん囲いでなら、吸血鬼の吸血行こう為いを認めているんです。まあ、あくまで黙もく認にんですけど」


「な、なんだって……ならなぜ？」


「あなたが協定に入っていないからですよ」


　とミミコは説明した。


　彼女が言うのは、特区において人と吸血鬼が交かわした協定のことだった。互たがいの生命を尊そん重ちようするという趣しゆ旨しのもので、『カンパニー』の根こん幹かんをなす契けい約やくだ。特区で暮らす吸血鬼は、この協定に同どう意いして初めて、共存のための保護を受けることができるのである。


「あなたは特区に入ったばかりで、それを知らなかった」


　まだ呆ぼう然ぜんとするロバートに、ミミコは穏おだやかに説明を続けた。


「正せい規きの手続き抜きで特区入りしたためです。この件に関してはペナルティを受けて貰もらいますが、何も命まで取ったりはしませんよ。だってここは『人と吸血鬼が共存する』都市なんですから。あたしたち調停員コンプロマイザーは、その平和を守るために働いているんです。吸血鬼あなたたちを追い詰つめるためじゃない」


「じゃあ、仲間のみんなは？」


「もちろん皆みなさん無事ですよ。いまは、今後の生活について相そう談だんしているところです。皆さん、あなたのこと待ってますから」


　その言葉を耳にし、全身から力が抜けた。


　では、自分たちは勝手に追い詰められた気になって逃にげ回っていたのか？　馬ば鹿かみたいだ。だが、ほっとした。助かった、とロバートは心の底から、そう思った。


「協定に加か入にゆうして下さいますね」


　ミミコがロバートの両手を取って尋たずねる。


　ロバートは頷うなずいた。


　これで何もかも片づいたのだ。祖国を旅立ったときの希望を、久しぶりに思い出す。自分の新あらたな旅立ちは、いまこのときから始まるのだろう。


　しかし……


「騙だまされちゃ駄だ目めだ！　ロバートさん、逃げて！」


　コタロウの警けい告こくに、きょとんとして後ろを向いた。すると、


　カチャン


　と音がした。慌あわてて向き直ると、いつの間にか近づいていたサキが、ミミコの手を握にぎるロバートの両りよう腕うでに、銀ぎん製せいの手て錠じようをかけていた。


「なっ」


　ともらしたところに、今度は反対側からスワンが近づき、ガーリック・ガスを吹ふきかける。思わず咳せき込こむと、ミミコが頭から黒いビニール袋ぶくろを被かぶせて口を絞しばる。


「な、何をするんだっ!?」


「ご心配なく。協定賛さん同どう者しやとして、少し『協力』して頂いただくだけですから」


　冷れい静せいに言って立ち上がり、ミミコはパチンと指を鳴らした。すぐさま控ひかえていた隊員が駆かけ寄り、ガスを浴あびて抵抗できないロバートを、バンの中へと収しゆう容ようしてしまった。


「……さて」


　ミミコはパンパンと手をはたき、地面に横たわるジローと、その隣となりで震えるコタロウの兄弟に視線を移した。


　ニイッと嗤わらう。


「覚かく悟ごはいいわね、ジローさん？」


「待って下さい！　あの男が元げん凶きようだったのでしょう？　ならもう解決したはずだ。違いますか？」


「あいにくだけど――」


　とミミコは破れた紙かみ風ふう船せんほども人情を感じさせない態度で首を振った。


「あなたは一昨日の被ひ害がい者しやに次ついで、発はつ生せい源げんだった彼とまで接せつ触しよくしたわ。わかっているでしょ？　これは吸血鬼を媒ばい体たいに感かん染せんするの。もう手て遅おくれよ」


「くそ……逃げなさい、コタロウっ。せめてお前だけでも！」


「駄目よ。サキさんお願いします！」


　頷いたサキが、逃げようとしたコタロウを素す早ばやく捕まえた。


「頼たのむコタロウ、大人しくしてくれ」


　と懇こん願がんするサキの顔を見上げ、見み逃のがしてくれるよう頼もうとしたコタロウは、


「ぷ」


　と急に吹き出した。


　サキの目元が、恥はずかしさのあまり見る見る赤く染まる。


　彼女が見えないよう反らしていた顔の左半分。その頰ほおがぷっくりと膨ふくれあがっていたのだ。しかもそこには、まるで林りん檎ごのような真っ赤で丸い斑はん点てんが、くっきりと浮うき上がっていた。


　流りゆう行こう性せい耳じ下か腺せん炎えん。


　俗ぞくに言う「おたふく風か邪ぜ」である。


　ただし、今回蔓まん延えんしたウイルスは特とく殊しゆなもので、吸血鬼を媒ばい介かいとして人間に感染し発はつ症しようするタイプのものだった。感染すれば幾いく度どでも発症するうえ、空気感染のみならず、吸血鬼の視線を介してまで感染した例がある、強力、かつ不ふ可か解かい極きわまるウイルスだ。


　この風邪は数年前にも特区で流は行やり、吸血鬼と接する機き会かいの多い調停員コンプロマイザーを中心に『カンパニー』内で猛もう威いを振ふるった。一昨日の被害者が発病したことで発はつ覚かくし、以い後ご調ちよう停てい部ぶは――特に女性 調停員コンプロマイザーたちの間では――第一級の厳げん戒かい態たい勢せいが敷しかれることとなった。


　サキの頰の左半分だけが膨れているのは、彼女が吸血鬼と人間のハーフだからだろう。この病気は性せい質しつ上じよう公にすることができないため、いまだ本格的な研究も行われず、有ゆう効こうな予よ防ぼう策さくも確かく立りつされていないのである。


「でも媒介元からウイルスを駆く除じよするクスリは開発済み」


　そう言って、ミミコは懐ふところから巨きよ大だいな注ちゆう射しや器きを取り出した。


　見るだに恐おそろしいサイズの注射器は、治ち療りよう器き具ぐというよりストレートに凶きよう器きを連れん想そうさせる。その先せん端たんが鈍にぶい光を放っているのは、針が銀ぎん製せいだからだ。しかもやたらと太い。通つう常じようの注射器では吸血鬼の皮ひ膚ふを破って血管まで針を通すことができないため、特別な仕し様ようになっているのである。


「ぐわ……」


　銀の注射器を目にしたジローが、聖歌にも負けず這はいずりながら逃げようとする。ミミコは肩かたを竦すくめ、悠ゆう々ゆうと近づいた。スワンも側そばにより、「ごめんなさい」と言いながらも、一いつ切さい手て加か減げんなしに彼を押おさえつけた。


「話し合いましょう！」


「その段だん階かいは過ぎたわ」


「ただの風邪じゃないですか！」


「ただのですって！　冗じよ談うだんじゃないわ。見なさい、先せん輩ぱいの顔を。可かわ哀い想そうに、恥ずかしくていまにも泣きそうじゃない！」


「その通りです、ジロー様。わたくし、膨れあがった顔を貴方あなたに見られるぐらいなら、死んだ方がマシですわ」


　うら若き二人の乙おと女めは、口を揃そろえて断だん言げんした。視線感染を避さけるため、ミミコがジローに自分のサングラスをかけさせる。現れた彼女の目は、爛らん々らんと怪あやしく光っている。


「さあさあ観かん念ねんしてね、ジローさん。すぐ済みますからねー。ちょーっと我が慢まんすればいいだけなんですからー」


　マスクの下で上うわ唇くちびるを舐なめ、ミミコはジローの頭部をがっちり固定した。


　襟えり元もとをつかみ、タイを抜ぬく。シャツのボタンを外し、首筋を露あらわにする。消しよう毒どく液えきを染しみ込ませた脱だつ脂し綿めんで、はだけた肌はだをキュッキュとぬぐう。


「うふ」


　と楽しげな声がもれ、ジローは全身に鳥とり肌はだを立てた。


「なんだかドキドキしてきちゃった。吸血鬼の気分、みたいな？」


「おおお、落ち着いて、ミミコさんっ。やはりこれは間ま違ちがってます――っていうか、なぜにわざわざ首!?」


「もう。いつも人のこと嚙かんでるくせに、だらしないわよ、ジローさん」


「それとこれとは話が違いますっ。そもそも吸血鬼にとって血は神しん聖せいな物であり、そこに異い物ぶつを注ちゆう入にゆうするなど、到とう底てい耐たえられる仕し打うちでは――」


「へーき、へーき。こんなの吸血鬼の牙きばに比くらべたら、全然痛くなんか――」


　言げん下かに、バンの中から断だん末まつ魔まもかくやというロバートの絶ぜつ叫きようが聞こえてきた。


　処置が施ほどこされたらしい。思わずジローが身を竦めた。


　そこへ、


「えい[image: ]」


　と、やたら可愛かわいらしいかけ声。


　続いて湧わき起こった悲鳴は、ロバートの倍以上、長く長く夜空に木こ霊だました。
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　その翌よく日じつ。


「さあ。とっとと着き替がえて下さい、ミミコさん。仕事ですよ」


　部屋に入ったジローは、冷め切った声でミミコに呼びかけた。


　ミミコらが暮くらす古ビルの二階。寝しん室しつのベッドで頭から毛もう布ふを被かぶっていたミミコは、ジローの呼びかけにびくりと身体からだを震ふるわせた。


「……今日は休む」


「駄だ目めです。あなたの給きゆう料りようが減へると、私の給料まで減る」


「……休むったら休むの」


「駄目ったら駄目です。みんな事じ情じようは承しよう知ちしているんだから、誰だれも笑いやしませんよ」


「噓うそだ。絶対みんな笑うもん。あたし休む」


　ミミコは頑かたくなだった。ジローはため息をつくと、つかつかとベッドに歩み寄った。


　そして、「ああ!?」と狼狽うろたえるミミコを無視して、彼女が被る毛布をひと息に引っ剝ぱがした。


　そのままベッドで体育座ずわりをしていたミミコと目を合わせる。しばらくして急に顔を背そむけたかと思うと、


「……ぷ」


「あーっ。笑った！　いまジローさん、笑ったあ！」


「いいえ？　別に笑ってなんか……クッ、いませんよ？」


「噓だわ、いまだってほら、唇ぶるぶる震ふるわせてるじゃない。きーっ」


　ベッドの上で地じ団だん太だ踏ふむミミコ。彼女の頰は、大たい食しよく漢かんの栗り鼠すと競きそうかのように見み事ごとに膨れあがっていた。しかも絵の具でも塗ぬったように、まん丸い真っ赤な斑はん点てんがある。


「まあ、仕方ないでしょう。事件が終わったといい気になって、浮うかれているからですよ。でなければ、本来感染力は弱いはずのサキさんからうつったりするわけがない」


　ジローの指し摘てきに、ミミコは「ううう」と嗚お咽えつをもらした。


　打ち上げと称しようして夜遊びしたことが、返す返すも悔くやまれる。彼の言うとおり、普ふ段だん通りさっさと暖あたたかくして寝ねてしまえば、こんなことにはならなかったのだ。


　とはいえ、すべて後の祭りである。


「こんなの間違ってるわ。酷ひどすぎる。耐えられない。お願いジローさん。今日は。今日だけは見み逃のがして……」


　真っ赤に膨れあがった頰のまま、ミミコは目を潤うるませてジローに哀あい願がんした。


　ジローはしばしミミコを注ちゆう視ししていたが、


「……ぷ」


　と笑い、猫ねこでもつまむようにミミコの襟を持ち上げた。


「諦あきらめなさい、ミミコさん」


「鬼おに～」


「はい。吸血鬼ですから」


　いつになく楽しげに、ジローは泣き喚わめくミミコを職しよく場ばに追いやるのだった。




インターミッション１







「さあ、どうぞ。熱あついですから気をつけて――」


「あち！」


「ほら。言った側そばから」


　両りよう頰ほおの膨ふくれあがったミミコが、「舌ひた焼いた～」と涙なみだ目めになった。


　ミミコはベッドの上で身体からだを起こし、一人用の土ど鍋なべを抱かかえている。


「くうう。会社でも同どう僚りように馬ば鹿かにされ、仕事先でも吸血鬼に笑われ、家に帰ったら同どう居きよ人にんにイジメられるなんて。病びよう人にんなのに。あたし、病人なのに」


「だからこうして看かん病びようしているじゃありませんか」


　苦く笑しようするジローは珍めずらしくもエプロン姿だ。風か邪ぜの具合はともかく、気分が落ち込んでいる彼女に代わって、今夜の夕食はジローが作ったのである。


「よく冷まして食べて下さい。お代わりもいっぱいありますから」


「ん～……あ」


「里さと芋いもとゴボウでおじやを作ってみました。味付けは味み噌そです」


「うん。美お味いしいかも……」


　ミミコはレンゲでおじやを頰ほお張ばりながら、はふはふと相そう好ごうを崩くずした。ほんとに栗り鼠すみたいだが、ジローは必死に笑うのを堪こらえた。その程てい度どのデリカシーはあるのである。


　ミミコがレンゲでおじやをすくい、唇くちびるをすぼめてふうふう冷ます。


　と、急にその動きが止まり、何かを思いついた様よう子すで隣となりに座すわるジローを見た。


「どうしました？」


「……あのさ。こういうときってさ」


「はい？」


「……なんでもないです」


　そう言いつつも、ミミコは横目でジローを見ながら、「……あーん」とつぶやいてレンゲをくわえた。ジローはよくわからず、困こまったような顔をした。


「ま、まあいいや。ほんとにやったら恥はずかしいだけだし……」


「なんです、さっきから」


「んー。なんでもな――あち！」









　　第二話　聖夜と金貨とミミコのワイ










「この、軟なん弱じやく者ものがぁっ！　何がクリスマスですっ。何がお祝いわいですか！　誇ほこり高き黒い血けつ族ぞくともあろう者が嘆なげかわしいっ。いいですか、コタロウっ？　聖せい夜やとはイエスの生せい誕たんに他ほかなりませんっ。闇やみに生きる咎とが人びととして、厳げん粛しゆくに受け止めるなら、まだよろしい。それを、浮うかれ騒さわぐとは何なに事ごと……え、テレビのＣＭ？　新聞の広告？　えーと『カップルからファミリーまで、聖夜を演出するパーティーグッズで、熱いホツトスウィート・ナイトを貴方あなたに』って阿あ呆ほうかあっ！　何が哀かなしくて吸血鬼ブラツク・ブラツドがホットでスウィートにせにゃならんのです？　『でも』ではありません！　ええい、『だって』でもない！　サンタクロース？　あんな世界的不ふ法ほう侵しん入にゆう者しやなど知ったことですか！　クリスマス・プレゼントぉ？　寝ねぼけるのもたいがいにしておきなさい！　とにかく、今後この話題は一いつ切さい禁きん止しです。……『えー』じゃない――って、なんですか、その惨みじめったらしい顔は！　ああもう勘かん弁べんなりません。来なさい、コタロウっ。その腑ふ抜ぬけた根こん性じようを叩たたき直なおしてやります！」


　と、


　それがまだ十一月も半ばのことだった。
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　葛かつら城ぎミミコが住まいである倉そう庫こ街がいの古ビルに戻もどると、一階資し材ざい置おき場ばは「クリスマス」で埋うめ尽つくされていた。


　まず目に付くのは、天てん井じように届くクリスマス・ツリー。そして壁かべから垂たれ下さがる赤や緑のリボン。金銀のモールに飾かざられたクリスマス・リースなどだ。


　他にも、山積みにされた段ボールはモスグリーンのフェルトで覆おおわれ、その上に色紙で作ったサンタクロースやトナカイが糊のり付づけされている。そして、それらコテコテのデコレーションが、大音おん量りようで流される「ジングル・ベル」のバイブレーションに揺ゆれ動いていた。


　朝よりひどくなっている。ミミコがやれやれと首を振ふると、段ボールの向こうから子供の歌声が聞こえてきた。


「ジングっ・ベーっ、ジングっ・ベーっ、すっずっがー鳴るぅーっ。イェィッ」


　ほとんど絶ぜつ叫きようである。


　奥おくをのぞいたミミコが、


「ただいま」


　と声をかけると、画用紙の工作をしていたコタロウが、すごい勢いで顔を上げた。


「あ、ミミちゃんっ。お帰り！　そしてメリー・クリスマス・イブイブ！」


「……イブは明日でしょ？」


「だからイブイブ！　ちぇきらっ！」


　絶ぜつ好こう調ちようだ。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの上、天使のような容よう貌ぼうのため、いるだけでクリスマス・ムードのコタロウである。しかもいまは、手て製せいの三角帽ぼう子しを被かぶり、ぶかぶかの赤ローブを着ている。サンタ・ルックらしい。裾すそを踏ふんづけること日に二度、三度ではきかないのだが、少しも脱ぬごうとしなかった。


「ミミちゃん知ってるっ？　トナカイの鼻が赤いのは、夜よ道みちを照てらしてサンタさんの安全を確かく保ほするためなんだよっ。つまりトナカイは、ぼくと同じ護衛クローザーだったんだよ！」


「はいはい。そうねえ。偉えらいわねえ、動物なのに」


「よしっ。ミミちゃんも一いつ緒しよに歌おう。そしてお祝いしよう。清きよしこの夜は星も歌うのさ。ハレルヤ！　アーメン！　ジーザス・クライスト！」


「……落ち着きなさい。吸血鬼少年」


　ミミコが呆あきれるが、舞まい上がるコタロウは気にも留とめない。瞳ひとみはガンガンに燃えていて、下へ手たをすると瞳どう孔こうとか開いていそうだ。


　何しろ、丸一か月にわたる、目を覆おおうが如ごとき熾し烈れつな折せつ檻かんにも、ついに屈くつ服ぷくすることのなかったボルテージである。いまさら落ち着けと言われて落ち着くはずもなかった。


　コタロウは特区に来るまで、ロシアの奥地で潜ひそむように暮らしていたらしい。だもので、街全体が一いつ斉せいに盛り上がりを見せる都会のクリスマスに接し、物の見み事ごとに当てられてしまったのだ。


　ひと月以上も前からにやけ笑いが止まらなくなり、この一週間ときたら、起きた瞬しゆん間かんからトップ・ギア状じよう態たいが続いている。


「若いなあ……」


　と乙おと女めなミミコが思わずもらしてしまうほどのウルトラ・ハイテンションだった。


　そしてミミコは思い出したように、肩かたから下げたバッグに手を入れた。


「あ、そうそう。コタロウ君さあ。このあと荷物持ちにつき合ってくれない？　明日の晩ばんご飯で――」


「……明日が何か？」


　のそりと肩口から声がかかり、ミミコは飛び上がって振り向いた。


「うわあっ、いたのジローさん!?　お帰りなさい、っていうか、ただいま！」


「……お帰りなさい、ミミコさん」


　ぼそぼそとジローは返事をした。


　弟とは似ていない、黒くろ髪かみ黒目の兄である。長身をいつもの赤スーツに包んでいる。


　だが、その雰ふん囲い気きは普ふ段だんと一変していた。


　多少皮肉屋ではあっても、基本的に礼れい儀ぎ正しく、優やさしげな青年である。それが今日は、口く調ちようこそ静かなものの、全身からピリピリと近ちか寄よりがたいオーラを放ほう出しゆつしていた。人にん相そうが変わっている。


「あー……と」


　と、ミミコは慌あわててラジカセのボリュームを下げた。


　ジローの神しん経けいがささくれ立っているのには理由があった。彼は十じゆう字じ架かや聖せい書しよといった、神聖な物に弱いのである。当然ながら、街まち中じゆうに聖歌が流れ、意味もなく十字架が飾られるこの時期が楽しいはずもない。世界中からいじめられているようなものだろう。


　本人も、


「むかつく……」


　と公こう言げんしてはばからない。


　しかも、家に帰ればこの有あり様さまだ。


「あ、兄あに者じや、お帰り……えへ。えへへ」


　と、さすがのコタロウも気を遣つかうような愛あい想そ笑わらいを向けた。


　一方ジローは、死んだ秋刀魚さんまのように生せい気きがないくせに、水みず鉄でつ砲ぽうに入ったニトログリセンの如く剣けん呑のんな目つきで室内を見回していた。


　やがて、つかつかと壁かべ際ぎわに歩み寄る。


　そこには、十日も前から綿わた毛げの白しろ髭ひげを付けられた、巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベア、バウワウ卿きようが座すわっていた。ジローはその口に無む造ぞう作さに手を入れて中から一振りの日本刀を取り出すと、ミミコとコタロウが息を凝こらす前で、


　ヒュッ、ヒュッ


　と振り回した。


　すると、こってり盛もりつけられた飾りの中から、十字架や聖書の文もん句くがプリントアウトされたリボンだけが床ゆかに落ちてきた。


　切った物を確かく認にんすらせず、無む言ごんのジローが刀をバウワウ卿にしまう。何も言わないのが余よ計けいに不ぶ気き味みだ。


「……ちょっと出てきます」


「あ、うん……でもいいの？　たぶんいまは、どこに行ってもクリスマスのことばっかりだと思うけど……」


「ええ。ですから、ちょっと墓ぼ地ちまで」


「ぼ、墓地……ですか？」


「ミミコさんもご一いつ緒しよしませんか？　とても気持ちが落ち着きますよ」


　クククと暗く笑うジローに、


「……ごめん。ほら。外寒いし」


　硬かたい表情で辞じ退たいすると、ジローは「そうですか」とつぶやいて、低く笑ったまま部屋を出て行った。


　ミミコはため息を落とした。


「ったく……どう思う、あの態度？」


「仕し方かたないよ。兄者、こういうの苦にが手てだもん。怒おこられなくなっただけでも、ぼくよかった」


　ジローも、はじめの半月は、弟がはしゃぐたびにキャメルクラッチやスリーパーホールドで懲こらしめていたのだ。しかし十二月に入り、街中がクリスマス・ムード一色に染まりだすと旗はた色いろが悪くなってきた。


　特区は商しよう業ぎよう都と市しであり、クリスマス商戦ともなれば、その喧けん伝でんたるや容よう赦しやがない。どれだけ厳きびしく吸血鬼の生いき様ざまを説といてみても、チャンネルを回せばクリスマス賛さん歌かの嵐あらしなのだ。コタロウのテンションは右肩上がりで、とうとう兄の黙もく認にんを勝ち取ってしまった。


　ただ、ジローとしてはまだ納なつ得とくしていないらしく、あんな風に陰いん気きに振ふる舞まっているのである。


「ふん。どうせ認めたなら、一緒につき合うぐらいの甲か斐い性しよう見せればいいのにさ。だいたい、特区のクリスマスなんて宗しゆう教きよう色しよくは皆かい無むに近いじゃない。吸血鬼がどうとかって以前に単に意い地じ張はってるだけじゃないの、あれ」


　ミミコはぐちぐちと文もん句くを言ったが、その口振りはどこか寂さびしげだ。


　さっき出し損そこねた物を、バッグから取り出す。それは、クリスマス・セール中の酒屋の広告だった。


　ワインとシャンパンのセットが、半ダースで半はん額がく。とはいえ、いくらセール品でも二人で飲むには多過ぎる。


　ミミコはもう一度ため息をついて、くしゃりと広告を丸め、


「……そんなに嫌きらいなのかなあ。クリスマス」


　と、未み練れんそうにゴミ箱に捨てた。
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　ミミコの勤つとめる『カンパニー』は対吸血鬼トラブル処しよ理り組そ織しきである。


　吸血鬼が大おお勢ぜい暮らす特区において、その仕事は激げき務むといえる。相手が相手であるから、常つねに危き険けんが付きまとい、気の休まる暇ひまとてない過か酷こくな仕事なのだ。


　しかしその日、終業後の『カンパニー』事務所には、どこか浮うわついた、楽しげな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。誰だれもが仕事のことを忘れて、今日これからのディナーやパーティーの話題に花を咲さかせている。


　十二月二十四日。クリスマス・イブ当日だ。


「いやー。やっぱり今日は浮き浮きしちゃいますねえ」


　と楽しげに笑うのは、ミミコの後こう輩はい、楠くすのきヒバリだった。


　十五歳さいとミミコより二つ年下で、団だん子ごにした髪かみがぴょこぴょこ弾はずんでいた。元気とやる気と空回りが自じ慢まんの新しん米まいで、お茶を書しよ類るいにひっくり返させたら右に出る者はいない。


「ほら街中がお祭り気分だから、外歩いてるだけでも、なんか楽しい気分になるじゃないですか？　先せん輩ぱいはそんなことありません？」


「まあ、あたしはね……」


「駄だ目めよー、ヒバリちゃん。可かわ哀い想そうなシングルに、そんなこと聞いちゃあ。どうせ毎年恒こう例れいの、惨みじめなクリスマスが待ってるだけなんだから」


　と、後ろの座席から嫌いやみな声がかかった。


　誰の発言か見るまでもないが、ミミコはジロッと後ろの座席をにらむ。


　案あんの定じよう、同どう僚りようのスワン・鐘チエンが小こ馬ば鹿かにする目でミミコを見ていた。


「ま、街のイルミネーションはタダだから、風か邪ぜ引くまで拝おがんでなさいな。誰も文句は言わないわ」


　彼女はミミコと同い年ながら、艶つややかな美人である。長いソバージュをさらりとゆらす仕し草ぐさまで様になっている。おまけに実家が華か僑きようの金持ちで、ミミコにすれば天てん敵てきだった。


「ふん。独り身はお互たがい様でしょう。偉えらそうに」


「あら。わたくしはジロー様一ひと筋すじですもの。ああ、叶かなうことなら今こん晩ばんの社しや交こうパーティーなんかキャンセルして、ジロー様と二人っきりの熱いスウィート・ナイトを満まん喫きつしたい……っ」


「……阿あ呆ほう」


　ぎゅっ、と自分で自分を抱だきしめるスワンに、ミミコは冷たい視線を投げた。


「でもいいんでしょうか？　今日って本当は、いつも以上に警けい戒かいしなきゃいけない日ですよね？　吸血鬼の皆みなさんも浮かれ気ぎ味みだし」


「大だい丈じよう夫ぶよ。その点は血族の長おさも心得てるから、羽は目めを外はずす馬ば鹿かが出ないよう、特に目を光らせてるもの。ま、相手の同どう意いがある吸血鬼は別でしょうけど」


　スワンが気楽そうに手を振ると、「ふむ」とヒバリは頰ほおに指を当てた。


　そして、


「じゃ、明日貧ひん血けつの人は、協定の理り解かい者しやって一発でわかっちゃいますね」


　と朗ほがらかに笑った。


　ミミコとスワンが思わず頰を赤らめる。


　吸血行こう為いは、血を吸う吸血鬼だけでなく、人間にも非常な快かい感かんをもたらすのだ。それも性せい的てき快感に近い感かん覚かくである。となれば当然、クリスマス・イブには、そういうことが多かったりする。


　年長の二人が赤面しているところへ、


「みんな。これ、大した物じゃないけど、よかったら食べてくれ。私からのクリスマス・プレゼントだ」


　そう言って、長身の女性が小さな袋ふくろを三人に手て渡わたした。


　先輩の朱と鷺き籐とうサキだ。美青年に見み間ま違ちがえそうな凜りんとした美び貌ぼうに、少し照てれくさそうな笑みが浮かんでいる。


　ちなみに彼女は人間と吸血鬼のハーフだ。そのために右目がカナリア色をしている。


「うわあ、ありがとうございます。サキ先輩。あ、クッキー。ひょっとして先輩の手作りなんですかあ？」


「うん。実はこのあと、近所の孤こ児じ院いんでクリスマス・パーティーがあってね。サンタ役で参加することになってるんだが、そのとき配る物の余りなんだ」


「例のボランティアですね。偉いなあ、サキさん」


「ん、まあ、みんな良い子で懐なつかれてるし。第一可愛かわいいから」


　ヒバリが真しん剣けんに感心すると、サキは一いつ層そう照れくさそうに頰を赤くした。


　仕事に臨のぞんでは冷れい静せい沈ちん着ちやくな彼女だが、可愛いものには目がない、大の子供好きなのだ。特にコタロウにはメロメロだったりする。


「ヒバリは確か、お父上が本ほん土どから戻もどられるんだったな」


「はい。半年ぶりなんですよ。今日は家族で鍋なべパーティーです」


「あら？　チーズフォンデュでもするの？」


「いえいえ。わたしの家はみんな和食好きですから。クリスマスにはキムチ鍋って決まってるんです」


「……それは和食じゃないぞ」


　サキの指し摘てきに、ヒバリが「え？」と真ま顔がおで反応し、スワンがクスクスと笑う。


　と、ミミコが席を立った。


「あれ？　先輩、もう帰っちゃうんですか？」


「う、うん。お先にね」


「まだいいじゃないですか。珍めずらしく、皆みなさん揃そろって仕事も早く終わったのに……あ、そうだ。せっかくサキさんのクッキーがあるんだし、いまわたしがお茶を淹いれて来ますから」


　え、と後ろで聞いていたサキとスワンが引きつった顔になっている。ヒバリの淹れたお茶は、口より制服や書類で吸う確かく率りつの方が高いのだ。


　ミミコも苦く笑しようして、


「また今度ね。それじゃ」


　と事務所を出て行った。


「あらー。どうしちゃったんだろう、先輩。今日、なんか変じゃありませんでした？」


　首を傾かしげるヒバリの後ろで、サキとスワンは顔を見合わせていた。


「サキさん、これはやはり……」


「うむ。予定通り、一ひと肌はだ脱ぬぐか」


　何やら言い合って頷うなずき合った。


　ヒバリはきょとんとして、怪あやしげな先せん輩ぱい二人を見つめていた。
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　事務所を出たミミコは、


「……ふう」


　と大きくため息をついた。


　吐はいた息が白く、濃こい。ミミコはマフラーを巻まくと、バッグをコートの肩かたにかけなおして、とぼとぼと歩き出した。


　事務所の前には銀杏いちよう並なみ木きが続いている。葉の落ちた枝が、冷たい空に伸のびていた。


　舗ほ道どうの枯かれ葉は、靴くつで踏ふむとパリパリと音を立てた。軽かろやかで少し寂さびしい、冬の音だ。


「……みんな予定あるんだなあ」


　ミミコはぼんやりとつぶやいた。


　まあクリスマスなのだから無む理りもない。しかし、いけないことだと思いつつも、


「ちぇ」


　と、つまらなそうなつぶやきが、こぼれてしまう。


　クリスマスを待ち望んでいたのは、何もコタロウだけではない。彼がはしゃぎ過ぎたので目立たなかったが、実はミミコだって今日を楽しみにしていたのだ。


　街にクリスマス・ソングが流れ出したころは、七しち面めん鳥ちように挑ちよう戦せんしようか、プレゼントは何が良いだろうかと、あれこれ考えたりもした。ささやかながら、こっそりとパーティーの準じゆん備びだってしていたのである。


　しかし、ジローの態度を見ると、それも難むずかしいようだった。コタロウは張り切っているものの、一いつ緒しよに暮らしているうちの一人が参加しない晩ばん餐さんというのは、どれほど頑がん張ばっても、どこか味あじ気けないものだろう。


　ミミコは孤こ児じだ。これまでに、楽しいクリスマス・パーティーというものを体たい験けんしたことがなかった。だから余よ計けいに、アットホームな雰ふん囲い気きのクリスマスに憧あこがれを持っている。


　――今年は……って思ったのになあ。


　この辺りは人通りも少ないはずなのに、道行く人はみんなカップルか家族連れだ。どの顔も幸せそうで、寒さを気にする様子もない。


「……ちぇっ」


　肩を落とし、マフラーに顔を埋うめるようにして、ミミコは洟はなをすすった。


　――それにしても。


　改めて思うのだが、ジローの態度はどうにもおかしい気がしてならない。


　クリスマスを毛け嫌ぎらいしているのはよくわかる。最初に彼がコタロウを叱しかりつけたときなど、この偏へん屈くつ者ものめと思う一方で、いかにもジローらしいと感じたのだ。


　嫌いだから怒おこる、というのは、彼の反応として特に違い和わ感かんがないのである。


　それが、実際にクリスマス当日が近づくにつれ、少しずつ普ふ段だんの彼らしからぬ様子を見せ始めた。


　苛いら立だっているのは間ま違ちがいないが、腹を立てるというより、元気がないのだ。もっというと、憂ゆう鬱うつそうなのである。ひょっとすると、コタロウに言い聞かせていた理由以外で、何か気にくわないことでもあるのかもしれない。


　しかし。


　――それならそれで、何が嫌いやなのかはっきり言えばいいじゃない。それを、妙みようにうじうじしちゃってさ。


　しかも、その理由がわからない。そして、ジローも理由を話そうとしない。それでは解決するはずがなかった。


「……ジローさんの馬ば鹿か」


「誰が馬鹿ですって？」


　ぬうっと頭ず上じようから声がかかり、ミミコは後あと退ずさって顔を上げた。


「うわあっ、いたのジローさん!?　こんばんは、っていうか、何してるのよ、ここで！」


「……ミミコさんの仕事が終わるのを待ってたんです」


　むっつりとジローは返事をした。


　いつもの赤スーツに赤い帽ぼう子しで、長いマフラーだけ適てき当とうに巻き付けている。吸血鬼だけあって寒さは平気なのだろう。


「もうっ。なんなの急に？　ここんとこ、家に帰ってもろくに顔見せなかったくせに」


　びっくりさせられたこともあり、ミミコは刺とげ々とげしい口く調ちようになった。


　するとジローは言いにくそうに、


「実はお願いがあって来ました」


「お願い？　まさか、いまさらクリスマスを祝うのは止やめてくれ、なんて言うんじゃないでしょうね？　駄だ目めよ、そんなの。コタロウ君、やる気満々なんだし。それに、いくらジローさんだって、そんなことまで指さし図ずする権けん利りはないでしょ」


　怒ったように言ってから、「まったく」と息をつく。


「ねえ、ジローさん。あたしも嫌がってるジローさんに無む理り矢や理りつき合えなんて言わないからさ。せめて、コタロウ君が今こん晩ばん騒さわぐのくらい大目にみてあげてよ、ね？」


　疲つかれた声でミミコが頼たのむと、ジローは憮ぶ然ぜんとした顔で、


「……私のお願いというのは、そういうことではありません」


「じゃ、何？　言いたいことがあるなら、はっきりと口に出して言ってちょうだい。そんなんじゃコタロウ君にだって示しめしがつかないでしょうに」


　ミミコの台詞せりふに、ジローは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。


　それから、気まずそうに目を逸そらしたまま、一枚の紙をミミコに見せた。


　ミミコの目が丸くなる。


　それは、くしゃくしゃに丸めて捨ててしまったはずの、酒屋の広告だった。
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　その日の夕食は、コタロウにとって有う頂ちよう天てんな晩ばん餐さんになった。


　ジローとコタロウが暮らす、古ビルの一階。いつもは段ボールに囲かこまれたみすぼらしい寝ね床どこが、その夜ばかりは華はなやかなディナー・ホールに変身していた


　献こん立だては、デパートで買ってきたロースト・ビーフに照てり焼きチキン。他ほかにも、ミミコが大急ぎで作ったパスタサラダ。茹ゆでたソーセージに焼きたてのパンとバター。もちろん、セールに飛び込んで買い付けた、シャンパンとワインも並んでいる。


　そして、とどめはクリスマス・ケーキだ。


　テーブルに置かれたデコレーション・ケーキを見て、コタロウは感かん極きわまったような歓かん声せいを上げた。鼻とほっぺとおでこ――つまり顔中にクリームを付けながら、恍こう惚こつとした表情を浮うかべていたものだ。


　そのコタロウも、いまはテーブルに突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てている。昨日の晩、飾かざり付けのために夜よ更ふかししたのが原因だろう。しかし、その寝顔は幸せそのものといった表情だった。


「寝ているときは、ほんと、天使みたいね」


　と、うるさいほどだったコタロウを眺ながめながらミミコが苦く笑しようした。


「調子に乗ってシャンパンをガパガパ飲むからです。節せつ度どのない」


「ジローさんがつき合ってくれたことが、よっぽど嬉うれしかったんじゃない？　ケーキの箱抱かかえて家に帰ってきたとき、コタロウ君てば、すごいびっくりしてたもん」


　と思い出して、またクスクス肩かたを揺ゆらす。ジローはいよいよ仏ぶつ頂ちよう面づらになり、グラスのワインを飲み干した。


　ジローはときどき時計に目をやっている。


　そういえば、食事のときからずっと時間を気にしていた。しかも段々そわそわして落ち着かなくなっているようだ。


　――何か気になることでもあるのかな？


　ミミコは思ったが、なんとなく尋たずねにくい雰ふん囲い気きだった。


「……にしても、よく気が変わったものね。まさかジローさんの方からクリスマスの買い物を提てい案あんしてくるとは思わなかったわ」


「こうでもしないと、こやつが収おさまらないでしょう。一度きちんと浮かれた気分に区切りをつけて、明日からはビシバシ教育します」


　ふん、とジローが鼻を鳴らす。


「……それに」


「ん？」


「私だって、別に、弟が笑うのが嬉しくないわけではありません」


　言い訳のように言って、ジローは口をへの字に結むすんだ。


　ミミコは、笑っちゃ悪いと思いつつも、おかしくて仕方なかった。


「捻ひねくれ者め」


　と口の中でつぶやく。それは、とてもいい気分だった。


　ＢＧＭはクリスマス・ソングではなく、ミミコの配はい慮りよでクラシックとジャズを交こう互ごにかけていた。


　可か憐れんなピアノ・ソロが、板いた張ばりの床ゆかで跳はねている。


　ジローがまたグラスを空あけて次を注ついだ。時計をちらりと眺ながめる。それから憂ゆう鬱うつそうなため息をついた。やけに不ふ自し然ぜんな仕草だ。


「そういえば、コタロウ君にプレゼント買ってたみたいだけど。結局何を買ったの？」


「え？　ああ。マントとシルクハットです。さすが特区だけあって、吸血鬼われわれの正せい装そうもひと揃そろい売っていました」


　真ま面じ目め腐くさってジローは言った。


　それって、仮か装そう用のパーティーグッズなんじゃ、とミミコは思ったが、黙だまっていることにした。少なくとも、コタロウは喜ぶはずだ。


「そうだ。これ、ミミコさんに」


「えっ。あ、あたしに？」


「はい。ささやかな物ですが」


　ジローがテーブルに置いた封ふう筒とうを、ミミコは驚おどろきながら受け取った。


　封を開けると、中から、一枚のコインが滑すべり落ちて、手のひらに収まった。


　思わず息をのむ。


「金きん貨かじゃないっ!?　うそ。これって本物なの？」


「イギリスのソブリン金貨です。――ミミコさん、どうしてサンタクロースが靴くつ下したにプレゼントを入れるのかご存じですか？」


　知らない。ミミコは素す直なおに首を横に振ふった。


　ジローはワインを飲みながら、


「昔、ニクラウスという聖せい人じんが、ある貧まずしい家を哀あわれに思い、夜中に煙えん突とつから金貨を投げ入れたのです。それが、暖だん炉ろに干ほしていた靴下に入った。そういう逸いつ話わがあるんですよ。だからその金貨も、幸運のお守りにでもして下さい」


　金運が上がるかもしれませんよ、とジローは冗じよう談だんのように言った。


　ミミコはじっと手の中の金貨を眺めた。


　テーブルの蠟ろう燭そくが、金色のコインをきらきらと照てらしている。実じつ際さいに使用されていた物なのだろう。よく見れば細かい傷がある。飾り物ではない、本物の手て応ごたえだ。


　ずっと昔のお金。ジローと同じほども長く生きてきたコインである。


「……ありがとう。嬉しい」


　ミミコはぽつんと言った。


　それから慌あわてて、
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「あっ。ごめんなさい。あたし、ジローさんに何も用意してなかった」


「いりませんよ、そんなの。忘れたんですか？　私、クリスマス嫌きらいなんです」


　素そっ気けなく言う。


　せっかくの感動に水を差されて、ミミコは思わずむっとした。


「またそんな言い方……それに、嫌いって割りに詳くわしいじゃないの。さっきの話とか」


「昔聞いたことがあったんです。それだけですよ」


　またジローがグラスを空けた。


　次を注ごうとするが、もう瓶びんは空だ。ジローは苛いら立だたしそうに舌打ちした。


　ジローはさっきから水のようにワインのグラスを空けている。いつもはちびちび舐なめるだけなのに、明らかにおかしかった。


　――むう……


　もう我が慢まんできず、ミミコはテーブルに身を乗り出した。


「ジローさんっ」


「は？　なんですか？」


「あなた最近おかしいわよ？　なんなのよ。さっきから、おろおろと狼狽うろたえちゃって」


「わ、私は別に狼狽えてなどいません」


　言い訳しつつも目が泳いでいる。ミミコは声を鋭するどくして、


「この際、はっきりさせましょう。あなた、クリスマスの何がそんなに気にくわないのよ？　そりゃ、吸血鬼がクリスマス大好きなんて、ほんとは変なのかもしれないけどさ。聖歌や十じゆう字じ架かさえなければ、体たい質しつ的てきには問題ないんでしょ？　ジローさん、流れる水とか太陽だって、ちゃんと我が慢まんして生活してるじゃない。なんだってクリスマスだけ、そんなに変にいじけてるのよっ」


「いじけてって、そんな……」


「いじけてるのっ。もう。ジローさんらしくないわよ、そんなの」


　言いたいことを言い、ミミコは鼻はな息いきを荒あらくして、椅い子すに座すわり直した。


　ジローは口を曲げて難むずかしい顔をしている。


　しばらくどちらも無言だった。


　が、やがて観かん念ねんしたように、ジローが深ふか々ぶかと息をついた。


「……怖こわいんですよ」


「……へ？」


「怖いのです。私は。クリスマスが」


　そう、ぶっきらぼうに言い放ち、またしてもジローは時計に目をやった。もうすぐ二十四時を回る。


「な、なんで？　だって、クリスマスは別に、弱点ってことないんでしょ？　他の吸血鬼だってそうよ。好きじゃないにしろ、怖いだなんて」


　ミミコが尋ねると、ジローは陰いん鬱うつそうな顔で、


「わかってます。知り合いの同族からも、さんざんからかわれましたよ。お前は迷めい信しん深ぶかいんだって。でも、仕方ないんです。どうしようもないんです」


　と、八つ当たりのように怒おこった口調で続けた。


「ねえ、ミミコさん。さっき差し上げた金貨が使われていた時代、人々の信しん仰こうはいまとは比べ物にならないくらい真しん摯しなものでした。特に毎年この時期になると、世の中がいかに神を愛しているか、思い知らされたものです。正直、転てん化かしたばかりのころなど、この聖なる夜に邪よこしまな自分が神の裁さばきを受けやしないかと、一ひと晩ばん中じゆう気が気ではありませんでした」


　当時を思い出したのか、ジローは小さく身を震ふるわせた。


　吸血鬼は成長しない。


　肉体が成長しないため、その肉体に宿やどる精せい神しんも、成長することが難しいのだ。


　だから、長い歳さい月げつを生きた者であろうと、たいていは、その外がい見けんに見合った未み熟じゆくさを残している。最新の科学知ち識しきに触ふれ、頭では理解していても、人間だったころの――前世紀の迷めい信しんから完全に逃のがれることはできないのだ。


　それが「不老」ということなのである。


　まるで叱しかられるのを待つ子供のように、ジローは何度も時計を確かく認にんしては、ため息をもらした。これまで不ふ機き嫌げんを装よそおって誤ご魔ま化かしていた恐きよう怖ふが、弟も眠ねむり、クリスマスまであと十数分というところに来て、とうとう抑おさえきれなくなったらしい。


　と、そこで、


「あは」


「え？」


「あははっ。何？　ジローさん、自分が神様に怒られないかって、そんなことが不安で、ずっと苛いら々いらしてたの？　あはは」


　コロコロとミミコが笑った。


　恥はじを忍しのんで告白したジローは、始め啞あ然ぜんとし、それから眉まゆを吊つり上げた。


「な、何も笑うことはないでしょうっ。ミミコさんには吸血鬼の悲ひ哀あいなどわかりはしません」


「悲哀って……『ジングル・ベル』に怯おびえてたくせに、何を格かつ好こう付つけてるのよ」


　おかしそうに、楽しそうに、ミミコは笑った。ジローはそんなミミコをにらんでいたが、結けつ局きよく悔くやしそうにそっぽを向いた。大人気なかったという自じ覚かくはあるらしい。


「ふふふっ。ジローさんってば、案あん外がい怖こわがり」


「ふん。粗そ野やな現代人に、古い時代の豊かな情じよう感かんなど理解できるものですか」


「あら。あたしだって神様のことは信じてるわよ？　こんな商売してるわけだし」


「なら、もう少し信しん仰こうというものを真しん剣けんに受け止めなさい。バチが当たりますよ」


「バチ、だって。ああ、おかし」


「ほらっ。そう言う態度が文明社会に冒おかされた証しよう拠こなのですよ。先せん人じんの警けい句くを軽かろんずると、ろくな目に遭あいませんからねっ」


「平気よ。神様はもっと心が広いって」


「傲ごう慢まんな」


「フレンドリーなだけだもん」


　どんどんふくれ面つらになるジローが、ミミコにはなんともおかしい。


　――ああ酔よってるなあ。


　と思いつつも、意い地じ悪わるな微び笑しようを浮うかべて、ちくりちくりとジローをからかった。


「安心なさいな。もし神様がジローさんに天てん罰ばつを下くだそうとしたら、敬けい虔けんなあたしがお願いして、見み逃のがしてもらってあげるから」


「……結構です。そのときは華はなと散って、黒い血族の誇ほこりを守るまで。兄の死しに様ざまをその目に刻きざめば、きっとコタロウも立りつ派ぱな吸血鬼として――」


「ジングル・ベ～ル――」


「だああっ。だからっ。止やめて下さい、そういう冗じよう談だんは！」


　真っ赤になってジローが唸うなる。ミミコは椅子の上で転がるように笑った。


　ふと、手の中の金貨に目が留とまる。


　ミミコはなんとか笑うのを止めて、テーブルの反対側を見やった。


　ジローはまさに不機嫌そのもので、ワインボトルに手を伸のばしていた。そして、それが空だったことを思い出し、さっきの倍も強く舌した打うちした。


「……次の、空ける？」


「ワインはもうないでしょう。いいですよ。我が慢まんしますから」


　完全にへそを曲げてジローが答えた。


　ミミコは、


　――ああ酔ってるなあ。


　と思いつつ、


「……あるよ。クリスマス・プレゼント」


　ジローがミミコを見る。


「なんだ。買い置きがあったんですか？」


「……うん」


「だったら開けましょう。遠えん慮りよなく言わせてもらいますが、飲まずにはやっていられません」


「……うん」


「これでも私、ワインにはうるさいんですからね。どうせなら、一番上等なのを持ってきて下さい」


「……結構上等だと、自分じゃ思ってるけど」


　もったいぶった言い方に、ジローは微かすかに眉をひそめた。


「年代物なんですか？」


「若くてぴちぴち」


「ワインが？」


「そう。温ホかツいトワイン」


　言って上うわ目め遣づかいにちらっとジローを見る。


　目が合う直前で、慌あわてて逸そらす。


　ジローが言葉につまった。


「あ、や！」とミミコは酔った口くち振ぶりで、


「べ、別に変な意味じゃないのよ？　冬のボーナスっていうか、プレゼントのお礼っていうか、ほら、ジローさんがクリスマス嫌きらいなのは要するに悪いイメージを持ってるからで、ちょっとは良い目というかクリスマスの思い出があればって、あっ、そ、その、『クリスマスの思い出』なんていうと語ご弊へいがあるかもしれないけど、っていやいやだから、そういうんじゃなくてね、その……」


　ごにょごにょと語ご尾びが濁にごり――


　なんとなく二人とも口くち籠ごもった。


　ピアノはまだ流れている。同じテンポで繰くり返し繰り返し、それでも少しずつメロディーを変えながら音ね色いろが踊おどっている。


　コタロウの寝ね息いきが聞こえる。


「……美お味いしいよ？」


　と、ミミコがささやいた。


　ジローの瞳が、わずかに揺れた。


　そこへ……


「ハッピー・メリー・クリスマース！」


　と玄げん関かんのドアから大声がした。


　あっはっは、と明らかにアルコールの入った豪ごう快かいな笑い声が響ひびき合い、段ボールが壁かべ代わりとなった部屋に、どかどかと足音が近づいて来る。


「イェーイ！」


　歓かん声せいと共に乱らん入にゆうしてきたのは、サキとスワンだ。その後ろから、


「こんばんはー……って、あれ？」


　とヒバリも顔を出す。


　ミミコは呆ぼう然ぜんとして、


「み、みんな……何？　こんな夜中に？」


「おほほほっ。わざわざ零れい時じジャストを待っていたのよ」


　スワンが高らかに笑った。驚おどろいて時計を見れば、確かにいつの間にかクリスマスになっている。


「それにしたって、なんで、こんな……」


「水くさいぞ、ミミコっ。クリスマスの予定がなくて寂さびしいなら、そう言ってくれればいいじゃないか！」
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「そうそう。素す直なおに白はく状じようすれば、忙いそがしいわたくしたちだって、少しはつき合って差し上げますのに」


「……それで……いま？　よりにもよって、いま？」


　段々ぷるぷると震ふるえ始めたミミコに対し、サキとスワンは肩かた組ぐみをしながら、


「イエス！」


　と返事し、自分たちで爆ばく笑しようした。


　イエスとキリストとをかけたらしい。めちゃめちゃ酔よっている。


　しかも、テーブルの向こうに、目を丸くするジローと眠ねむりこけるコタロウを見るや、


「ああ、ジロー様っ。クリスマスおめでとうございます！　遅おくれてしまって申し訳ありませんでした。あ、でもご安心下さいね。社交界のボンボンどもは、まとめて袖そでにして参まいりましたから！」


「……はあ」


「うわ。コタロウっ。それはひょっとしてサンタ・ルックなのか!?　くっ……なんてキュートな……カメラ。携けい帯たいはどこにやった！」


「……クー」


　と、ミミコそっちのけで、はしゃぎまくり始める。


　どうやら酒をのんでいないらしいヒバリは、一人冷静に冷ひや汗あせをかいていた。


「あのー……二人とも、ミミコ先せん輩ぱいのためにパーティーをしようって来たはずでは？　ていうか、これ、わたしたち実はお邪じや魔ま虫むし……」


　小声で告げたところで、どちらの耳にも入らなかった。スワンは困こん惑わくするジローにべったりとまとわりつき、サキは脇わき目めもふらずコタロウの寝姿を携帯のカメラに収おさめている。


「……ヒバリちゃん」


「は、はいっ」


　名前を呼ばれ、ヒバリは気をつけの姿し勢せいでミミコに顔を向けた。


「……寒いのに、ほんと、ご苦労さまね。ありがとう。とても、とても、嬉うれしいわ」


「いえ、そんな……恐おそれ多い」


　ミミコはにっこり笑っていた。しかし、そのこめかみに青あお筋すじが立っているのが、見まいとしても目に入る。


　ミミコはにこやかに言う。


「とりあえず、みんなにお茶を淹いれてくれるかしら。そうね。うん……っと熱いホツトなやつを」


　迫はく力りよくに満ちた要求に、もちろんヒバリは素す直なおに従った。




インターミッション２







「……んあ？」


　目を覚さましたコタロウは、突つっ伏ぷしていたテーブルから顔を上げた。


　口元の涎よだれをむぐむぐ拭ぬぐう。どうやら昨日はここで寝てしまったらしい。


　いつもなら兄が棺かん桶おけまで運んでくれるのに、と思って辺あたりを見回したコタロウは、その惨さん状じようにぎょっと目を剝むいた。


　丁てい寧ねいに飾かざり付けたクリスマス・ツリーが、横よこ倒だおしになっている。そのツリーにしがみついて寝ているのはスワンだ。枝えだがちくちくするのか、ときどき寝顔をしかめている。壁かべ際ぎわにはサキとおぼしき女性が横たわっていた。なぜ「おぼしき」なのかといえば、首から上をバウワウ卿きようの口に突っこんでいるからだ。どういう経けい緯いでそんな格かつ好こうになったのか想そう像ぞうも付かない。


　そして、ミミコは大の字になって寝ていた。


　両手にはまだしっかりとワインの瓶びんが握にぎられている。ギリギリギリと歯は軋ぎしりしたかと思えば、ときおり両足をわしゃわしゃ蹴け立たて、両手の瓶をぶんぶん振ふり回した。「あたしのワインが飲めないってゆーのっ」と寝ね言ごとで怒ど鳴なっていた。何か、よくない夢を見ているらしい。


　ちなみに、ヒバリは離はなれたソファの上で、膝ひざを抱かかえるようにして眠ねむっていた。よく見れば、丸めたティッシュを耳に詰つめて耳みみ栓せん代わりにしている。窮きゆう屈くつな体たい勢せいのわりに、幸せそうな寝顔である。


「うわあ」


　とコタロウは率そつ直ちよくな感想を込こめてつぶやいた。


　ふと、テーブルの上に残された書き置きに目を留とめる。





『あとはお前に任まかせます。兄は、頑がん張ばりました。　　ジロー』





「……任されちゃった」


　でも、何を？　どうすれば？　テレビのＣＭでやっていたクリスマスは、もっと平和的な催もよおしだったのに。宗しゆう教きよう的てきな対たい立りつでもあったのだろうか？


　コタロウはもう一度部屋を見回して、とりあえず、


「……みんな。メリー・クリスマス」









　　第三話　ネズミたちの夜










「ジロー。あんたはおかしな奴やつだな」


　とレイモンドはジローに笑った。


「青あお臭くさいことばかり言うかと思えば、ときどき妙みように達たつ観かんしている。ただ……少し無む理りをしていないか？　見ていて痛いた々いたしいときがある」


　古血オールド・ブラツド相手に無ぶ礼れいなことだが、と付け足たすレイモンドに、ジローは苦く笑しようして頭かぶりを振る。


「わかっていますよ、レイ。吸血鬼ブラツク・ブラツドは長く生きるが歳としはとらない。これは、我われ々われの宿しゆく命めいです」


　私はまだ青二才だ、とジローは肩かたを竦すくめた。「ふーん」と煙草たばこをくゆらせて、レイモンドはグラスを掲かかげる。


「では、永遠の青少年に」


「ええ。悩なやみ多き夜の子らに」


　チン、とグラスが澄すんだ音を立てた。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　望もち月づきジローがレイモンド・ワインバークと出会ったのは、彼が最近趣しゆ味みにしている真夜中の散さん歩ぽを楽しんでいたときだった。ジローたちの暮くらす古ビル。その後ろに流れる運うん河がを、独ひとり歩いていたときである。


　夜よ霧ぎりの晩ばんだった。


　運河の河かわ面もは濃のう厚こうなコバルトブルーで、表面にオイルが浮ういているかのように、てらてらと波打っている。その上に濃のう霧むがそっと腰こしを下ろし、川風に押おされるように運河沿ぞいの道を登ってきた。


　そんな夜道を、ジローは足音を立てずに、のんびりと歩いていた。


　市し街がい地ちに入ったときだ。波は止と場ばのような霧の中から足音が響ひびき、目の前に一人の男が飛び出してきた。


　足を止めたジローと鉢はち合あわせた男は、彼を認みとめるやいなや、懐ふところに手を走らせていた。


　ジャケットの下にホルスターが顔を出した。


「ご心配なく」


　とジローは落ち着いて答えた。


「同族です。黒き血の友」


「……のようだな」


　言いつつ、男――見知らぬ吸血鬼は、拳けん銃じゆうを抜ぬき出し、腰こしに構かまえた。


　小型のオートマチックだ。吸血鬼と知って銃じゆう口こうを向けるからには、中身は銀弾頭シルバー・チツプに違ちがいない。対吸血鬼用の銀製の銃じゆう弾だんである。


　ジローは大人しく両手を上げた。


「さて。物取りとも見えませんが？」


「気にするな。ただのエチケットさ」


　吸血鬼は、チキ、と指で撃げき鉄てつを起こした。


　身体からだ全体はリラックスしているくせに、銃の狙ねらいはぴたりと揺ゆるがず、瞳ひとみは酷こく薄はくな色を湛たたえている。かなりできる、とジローは見て取った。


「自じ己こ紹しよう介かいが必要ですか？　それともボディ・チェック？」


「心配するな。男を撫なで回す趣味はない」


「まさか、見られたからには生かしておけぬ、と？」


「冗じよう談だんは止よしてくれ。俺おれは紳しん士し的てきな吸血鬼だ」


　銃を向けたまま、吸血鬼の両目が妖あやしい光を放った。視し線せんを媒ばい介かいにして相手の内面を探さぐる術じゆつ。吸血鬼が得とく意いとする、視線侵攻アイ・レイドだ。


　しかし、次の瞬しゆん間かん、吸血鬼に動どう揺ようが走った。


　ジローが意地の悪い微び笑しようを浮かべる。彼の術を正面から弾はじき返したのである。


　ジローが動いた。


　吸血鬼は鋭するどい反はん応のうを見せたが、ジローには及およばない。気がついたときには足を払はらわれていた。一瞬の早はや業わざだ。


「くっ！」


　体たい勢せいを崩くずされた吸血鬼は、受け身も取らず引き金を引いた。至し近きん距きよ離りだ。が、撃うち出された弾だん丸がんが、その至近距離で空中に押おし止とどめられるのを見て目を剝むいた。


　力場思念ハイド・ハンド。こちらは吸血鬼の操あやつる念ねん動どう力りきである。にしても、いまのタイミングで銀の弾丸を悠ゆう々ゆう防ふせぐとは、ただならぬ技ぎ量りようといえた。


　どうっと吸血鬼が舗ほ装そうの上に倒たおれた。


　すぐさま銃を捨て、鋭い爪つめで反はん撃げきにでようとする吸血鬼の動きが止まった。


　横倒しになった彼を、立ったままのジローが見下ろしていた。黒い両目が血に飢うえた愉ゆ悦えつを滲にじませ、カパリと開いた口から鋭い牙きばが伸のびている。


　怪かい物ぶつの笑えみだ。さっきまでの大人しげな青年の面おも影かげは欠片かけらもない。見た瞬間、長く忘れていた人間的な恐きよう怖ふが、手足を強こわ張ばらせた。


　ジローがぬっと手を伸ばして彼の胸むな元もとをつかむ。身体が持ち上がり、そのまま宙ちゆうに浮いた。


　殺されると思った。しかしジローは彼を持ち上げると、そのまま跳ちよう躍やくし、一気に側そばの建物の屋根まで飛び上がっていた。


「なっ!?」


「しっ。お静かに」


　ジローの表情が元に戻もどっていた。口に当てられた人差し指に、吸血鬼の困こん惑わくが増した。


　すると、下の通りに足音が聞こえてきた。


「どこだ!?」


「駄だ目めだ。見失った！」


　男たちは四人いた。全員人間だ。しばらく辺りを見回していたが、やがて何か話し合ってから霧きりの中に散らばって行った。


　彼らの動どう向こうに息を凝こらしていた吸血鬼に、ジローは、ぽん、と拳銃を投げ渡わたした。彼のオートマチックだ。吸血鬼は屋根に座すわったまま、気まずそうに拳銃を懐ふところに戻した。


「……なぜ助けた？」


「同じ質問を返しましょう。あなたならあの程てい度どの追っ手、訳もなく捻ひねれたでしょう？」


「……血を吸うとき以外は襲おそわない。俺は紳士的な吸血鬼なんだ」


「気が合いますね。私も紳士的な吸血鬼なんですよ。通りがかりに因いん縁ねんをつけられたぐらいでは怒おこったりしないのです。それに――」


　とジローの視線が、彼の懐に向かった。


　ホルスターを吊つった左脇わきとは逆側のポケットだ。そのポケットに小さな膨ふくらみがあり、しかも、もぞもぞ動いている。


「可かわ哀い想そうな巻まき添ぞえを出すのも忍しのびない」


「ああ……」


　吸血鬼は忘れていたようにポケットに手を入れた。現れたのは、尻しつ尾ぽをつままれた一匹ぴきのハツカネズミだ。


　ちょろちょろと暴あばれ回っていたハツカネズミは、外に出た瞬間に身をよじって吸血鬼の手から飛び降りた。そして脱だつ兎との如ごとく屋根の上を走り去っていった。


「しまったっ。せっかく餌え付づけしたのに」


「変わったペットですね」


「安やす宿やどで知り合ってね。似た者同士気があったんだ」


「似た者同士？」


「そうだろ？　どちらも、夜の片かた隅すみで、人目に怯おびえながら健けな気げに生きてる」


　吸血鬼がふっと唇くちびるを綻ほころばせる。ジローも微笑を返した。


「やれやれ。一いち難なんは去ったか。――どうだろう、黒き血の友？　近くに行きつけの店があるんだが、一いつ杯ぱい奢おごらせてもらえるかな？」
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「参ったな」


　とレイモンドは唸うなり声をもらした。


「これはバーボン一杯では釣つり合わん。まさか古血オールド・ブラツドとは……八やつ裂ざきにされて当然のところだ」


「お気になさらず。近ちか頃ごろの若い者が礼れい儀ぎを知らないのには慣なれていますよ」


「言ってくれる……これでも二次大戦は人の身で経験してるんだぜ？」


「私、一次大戦のときには、もう月の下を歩いていました」


　ジローが澄すまし顔で言うと、レイモンドは唇を尖とがらせて「ふん」と鼻を鳴らした。


　レイモンドと名乗った吸血鬼が誘さそったのは、深夜のみ営えい業ぎようする、地下の目立たないバーだった。


　入って驚おどろいたのだが、客はすべて吸血鬼だ。吸血鬼たちのための酒場なのである。


「こんな場所があるとは知りませんでした」


「特区は長くないのか？」


「最近ですよ。我われ々われの感かん覚かくで言えば昨日だ」


「にしても、俺なんかつい先週だぜ？　気持ちはわかるが、もっと外に出ろよ。さすが吸血鬼の大都市だけあって、特区じゃこの手の店には事こと欠かかない」


　そう言うと、レイモンドはカウンターから振ふり返って指を鳴らした。


　一人のウェイトレスが近寄ってくる。人間の女性だ。なかなかの美人だが、目が熱っぽくとろんとしていた。


「頼たのむ」とレイモンドがグラスを差し出すと、彼女は嫣えん然ぜんと笑って袖そでを捲まくった。


　彼女の手首には包ほう帯たいが巻かれ、そこからチューブが飛び出していた。手首をグラスに掲かかげた彼女は、チューブの栓せんを抜き、自らの生き血をグラスのバーボンに注そそいだ。


　アルコールの琥こ珀はく色いろに、真しん紅くのルビーが混ざる。続いてジローのグラスに手を伸ばしたが、彼が片手を上げて止めると、笑顔だけを残して去っていった。


「なんだよ。試ためしてみればいいだろ。あの女は、全部承しよう知ちで血を売ってる」


「すみません。文もん句くを言う気はありませんが、どうも昔から悪あく趣しゆ味みに思えましてね」


「また人間じみたことを。吸血鬼の趣味なんて、総そうじて悪趣味だ」


　レイモンドが眉まゆ根ねを寄せると、ジローは誤ご魔ま化かすように首を竦すくめた。その素そ振ぶりが、悪友につき合いながらも親の言いつけを捨てきれない少年のようで、レイモンドは思わず苦く笑しようした。


　レイモンドは薄うす茶ちや色いろの髪かみと薄うすいブルーの目をした、二十代後半のハンサムだ。対してジローは黒髪黒目で、穏おだやかな中に清せい廉れんな印象が残る二十歳はたち過ぎの青年である。吸血鬼の姿は転てん化かしたときの年ねん齢れいのままだから、人としての経験は、彼がジローより多いことになる。


「まあいいさ。お互い転びたてアンダー・イヤーでもあるまいし、他人のスタイルをとやかく言うのも無ぶ粋すいってものだ」


「ハツカネズミのペットとかね」


「おっ。俺のダチを馬ば鹿かにする気か？　わずか三日でお手とお座りをマスターした奴やつだぜ。きっと名のあるマウスの血けつ統とうに違ちがいない」


「確かに逃にげ足は見み事ごとでした」


「戻って来ないだろうな……退たい屈くつ凌しのぎに持ってこいの相手だったのに。まあ、いいか。今夜はここに格好の肴さかながいる」


「嘆なげかわしいことです。最近の若い者は礼れい儀ぎを知らない」


「よし。今度はもっと趣味のいい店に連れて行ってやろう。裸はだかの女がステージで腰こしを振りながら客を選んで首を嚙かませるんだ。初めての客を優ゆう先せんするから、きっとジローがいい目を見られる」


「……勘かん弁べんして下さい。悪わる酔よいしそうだ」


　ジローが心底情けない顔をするものだから、レイモンドは吹ふき出してしまった。


　そのあとも、二人は下らない話で夜を過ごした。ただ、ジローはレイモンドが追われていた事情を聞かなかったし、レイモンドもジローに何も言わなかった。行きずりの吸血鬼同士だ。相手の事情に首を突つっ込まない程度には、どちらも歳としを取り、弁わきまえている。


　結局ジローは、珍めずらしくも朝日が昇のぼるまでレイモンドにつきあった。


　別わかれ際ぎわにレイモンドは、


「吸血鬼にあるまじき健康指し向こうだが、趣味の散歩は当分続きそうかい？」


「若いくせに偏へん見けんに満ちた決めつけですが、当分は続けるつもりですよ」


　ジローが答えると、どちらも口には出さなかったが、ほんのわずかにニヤリとした。


「そう言えばまだ聞いてなかった。遅おくればせながら古血殿オールド・ブラツドどの。御おん身みはどの血統に連なる方であらせられるか？」


　レイモンドがおどけると、ジローは少しだけ躊ちゆう躇ちよした。が、結局素す直なおに答えた。


「望月ジロー。『賢けん者じやイヴ』の血統に連なる者です」


　それで、その晩ばんはお開きになった。
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「あっ！　ジローさんっ。こんな時間まで、どこほっつき歩いてたのよ！　ほら、ちょっと煙けむり噴ふいてるじゃない。馬鹿ね」


　完全に夜が明けてから戻ったジローを見つけ、出しゆつ勤きんの身み支じ度たくをしていたミミコは口を尖らせて説せつ教きようした。


「心配したのよ？　いつもはもっと早く……わっ。何これ。お酒臭くさい……まさか、夜中じゅう飲んでたの？」


「ええまあ」


　ぶすぶす白はく煙えんを上げながら、ジローは幾いく分ぶん憔しよう悴すいした愛あい想そ笑わらいを向けた。陽光は彼の弱点で、こんな時間まで出歩いたものだから、肌はだを焼かれてしまったのだ。


　ミミコは、ぷーと頰ほおを膨ふくらます。


「いいご身分ね、吸血鬼はっ。あたしなんか、ここんとこ情報部の用事にまで駆かり出されて、朝から晩まで出ずっぱりだって言うのにっ」


「お仕事ご苦労様です。護衛クローザーの用がおありのときは遠えん慮りよなく申しつけて下さい」


「当然ですっ。もう！……あたしはもう行くけど、昼間はちゃんと寝ねてなさいよ？　あ、コタロウ君の朝ご飯もお願いね。あの子、あなたが帰るのを待って、遅おそくまで起きてたんだから。じゃ、行ってくるわ」


　ドタバタと用意を調ととのえながら注意を残し、ミミコは急ぎ足でビルを飛び出していった。


　ジローは息をついて彼女を見送った。そう言えば、晴れた日に彼女の出勤時間まで起きていることは珍しい。昨夜の酒は、時間の経けい過かを忘れてしまうほど、楽しいものだったのだろう。


　ジローは『銀刀』とあだ名される強力な吸血鬼だ。その二つ名は同族の間では畏い怖ふと忌き避ひの対象となっている。


　また、いまの彼はミミコの護衛クローザーを務つとめており、その立場は微び妙みようなものとなっていた。


　ミミコが所しよ属ぞくする『カンパニー』は、特区において人と吸血鬼が共きよう存ぞんするために存在する組織だ。だが、吸血鬼の存在が秘密のものであることに変わりはなく、『カンパニー』の活動も、行いき過すぎた吸血鬼の行こう為いを止めるという性質のものが多かった。そのため、吸血鬼の中には『カンパニー』を高こう圧あつ的てきな権けん力りよく組そ織しきと見て、敬けい遠えんする輩やからが多い。ジローの噂うわさだけを知る者は、彼をその手先と見なしているのだ。


　もちろんミミコは違う。彼女だけでなく、ジローには弟のコタロウもいるし、気を許す仲間も幾いく人にんか存在する。


　だが、あんな風にふと知り合った同族と、なんでもない会話を楽しむことは、ジローには難むずかしい。


　それなりの時間を生き、自分の生き方を定めるだけの経験を積み、訳ありで、腕うでも立つ。


「そしてネズミが親友――」


　そんな知ち己きを夜の散歩で得られたのだとしたなら、それはジローにとり、ちょっとした事件なのである。


「ま、趣味の相そう違いは否いなめませんが……」


　そう苦く笑しようするジローは、しかし間違いなく嬉うれしそうだった。
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「人間の下働きねえ。古血オールド・ブラツドともあろう吸血鬼が、少し不ふ甲が斐いないじゃないか？」


　不満そうなレイモンドに、ジローはやれやれとわざとらしくため息をついた。


「ほんと、若いくせに偏かたよった見み方かたをする人ですね。いまどきそんな理り屈くつは流は行やりませんよ。特に特区ではね」


「そうかい？　人間を馬ば鹿かにする気はないが、俺たちにすれば、所しよ詮せん生き餌えだろう？　……いや、そうにらむな。表現は悪かったよ。しかし、俺たちが人間と接するとき、吸血衝しよう動どうを無視することはできない。俺たちはそういう生き物なんだ。違うか？」


「違いませんよ。ただ、そこで止まっていては駄だ目めだ。吸血衝動をコントロールし、人間とつき合っていく術すべを学ぶべきなのです」


　ジローの意見に、レイモンドは「ふむ」と口を閉とざし考え込んだ。


　あれから何度目かの夜である。


　すっかり定番になった同じバーの、同じカウンター。ジローの手にはスコッチがあり、レイモンドはバーボンを舐なめていた。


「だから人間の下働きを？」


「それだけがすべてでは無む論ろんありませんが……まあ私も色々ありましてね。でも不満はありませんよ。いまの雇やとい主はとても良い方です。彼女との暮らしはトラブルも多いがなかなかに刺し激げき的てきだ」


　ジローが言うと、たちまちレイモンドが相そう好ごうを崩くずした。


「ほう。彼女？　しかも一いつ緒しよに暮らしてる？　なんだなんだ。教科書みたいなことばかり言うと思えば、富とめる者の余よ裕ゆうかい？」


「……何が仰おつしやりたいのです？」


「美人なのか？」


「……気のいい方ですよ」


「なるほど、わかりやすいな」


　レイモンドは堪たまらない様子でクスクスと肩かたを震ふるわせている。ジローはぶすっとしてグラスをあおいだ。


「ふふ……そうは見えずとも、さすがは古血オールド・ブラツドだ。隅すみに置けない。こんなバーの血なんか見向きもしないわけだ」


「……誤ご解かいがあるようですね。彼女は私の僕しもべではない。ビジネス上のパートナーです」


「でも吸ってるんだろう？」


「……いいえ」


「またまた」


「本当です」


　ジローが繰くり返すと、それが噓うそでないとわかったのか、レイモンドは目を丸くした。


「なぜ？　だったらどうして一緒に暮らしてるんだ？」


「私は他に行き場がないのですっ。それに全然血を分けて頂いただかないわけではない。その点、彼女は吸血鬼の優すぐれた理り解かい者しやだ」


「その女の理解なんかどうでもいいさ。それより、あんただ、ジロー。あんたほどの吸血鬼が、目の前の娘むすめに手も出さず、唯い々い諾だく々だくとあごで使われるなんて。それも趣しゆ味みなんて言うなよ。とんでもない悪趣味だ」


　本気で顔をしかめるレイモンドに、ジローはつい苦笑を向けた。


「趣味ではありませんよ。ただ、私はいまの時代、いまの状じよう況きように即そくしたスタイルを選んでいるだけです」


「……時代に、か」


「はい。それに、いまの暮らしは私に合っている。やせ我が慢まんや気取って言うのではなく」


　その瞬しゆん間かん居住まいを正して、ジローははっきりレイモンドに告げた。


　レイモンドはそんなジローを半はん眼がんで眺ながめていたが、やがて小さな舌打ちをして視線を手の中に戻もどした。


「……我慢はしてない、だって」


「はい」


「噓だ。自分の棺ひつぎのすぐ側そばに、若い血のにおいがしてるんだぜ？　『渇かわき』を覚えることがないってのか？　俺には無理だ。それとも百年生きれば、俺もそうなれるのか？」


　この質問にジローは押おし黙だまった。


　吸血鬼の吸血衝動は、生きるための本能に近い。吸血鬼という存在の根こん底ていを成し、それを抑おさえようとすることが、そもそもの矛む盾じゆんなのである。言うまでもなく、百年を生きようと千年を生きようと、そのことは変わらない。


　そしてジロー自身、吸血衝動を我慢しているつもりはないが、それに身を委ゆだねられないもどかしさは意識している。


　しばらく、ロックがグラスの縁ふちに当たる音だけが、二匹ひきの吸血鬼の間を行いき交かった。


　やがて、ジローが、グラスを見つめながら口を開ける。


「レイ。我々が血を吸うことは罪ではありません。人に牙きばを立てるとき、己おのれの行こう為いを浅ましく思うほど、私はうぶでも愚かでもない」


「だったら――！」


「だからこそ、いま我々は血を吸うという行為と真しん剣けんに向き合わねばならないのです。そして、血を吸う行為は、真剣に向き合うだけの価か値ちがある」


「価値？」


「そう」


　ジローが顔を上げる。同じく顔を上げたレイモンドと目が合ったとき、ジローの瞳ひとみは鋭するどく、そして真しん摯しな眼まな差ざしで同族を見ていた。


「『九クー龍ロンショック』以い降こう、吸血鬼の存在は白はく日じつの下もとに晒さらされ、我々は一度滅ほろびに瀕ひんした。いまは落ち着きましたが、時代が変化したことは間ま違ちがいない。我々は、自分がいったい何者であるのか、今一度真剣に考えねばならない。その答えは、遠からず必要になります。正しい答えが」


「答え……」


　レイモンドが繰り返す。そして視線を逸そらし、グラスを目の前にかざした。


「俺だって……考えてるさ」


　ぼそり、と言った。


　じっと彼を見つめていたジローが、ほんのわずかだけ眉まゆをひそめた。どこか不ふ穏おんな響ひびきのする喋しやべり方に感じたのだ。


　すると、ジローの視線に気付いたのか、レイモンドは茶ちや目めっ気たっぷりに、


「そら見たことか。あんたのせいで、酒の席が暗くなった」


「私のせい？　おお若者よ。お前は分ふん別べつを学ぶべきです。私の牙が引っ込んでいる間に」


「失しつ言げんでした古血オールド・ブラツド。酒が足りないようだ。そこで提てい案あんだが、これから『狩かり』に出かけないか？　ちびちび飲むにはもったいないぐらいの素す晴ばらしい月夜だ」


　狩り、という言葉に、ジローは顔をしかめた。レイモンドはすぐに察さつして、


「ああ、わかってる。わかってるさ、ジロー。でも、あんたは別に血を吸うことを疎うとんではいないんだろう？　実は昼間いい女を見かけてね。話もした。あれは俺に気がある。せっかくだから、これから血を分けて頂こう」


「正体は知らないのでしょう？」


「構かまうもんか。いわば吸血鬼流の求きゆう愛あいさ。俺たちは陰かげながら人を愛いつくしみ、その温かさを分かち合う。すべては愛だ。どうかな、ジロー？　答えのひとつとしちゃ、悪くないだろう？」


「ま、まあ確かに、クラシックではありますが……」


「懐かい古こ趣味大いに結けつ構こう！　決まりだ。さあ行くぞ、ジロー」


　レイモンドはひと息にグラスを空けると、陽よう気きに笑って席を立った。


　ジローは慌あわてて、


「いや、私は遠えん慮りよ――」


「なぜ？　美人だぞ？　歳としは二十四。あんたよりちょっと上だ。もちろん外がい見けんの話だが」


「そ、そういうことではなくてですね」


「日本人なんだ。いいね、日本のレディは。肌はだのきめが細かい。ジローのボスは日本人かい？　そう。そりゃ羨うらやましい。さて、そろそろ行こうか。夜は短い」


「いや、だから、その……」


「ええい、意い気く地じのないっ。それでも黒い血族か。その牙は飾かざりか。ええ？」


「た、他人と一緒に血を吸いに行くのが趣味でないと言っているのです！」


「気にするな。俺はそういうのが趣味だ」


「あなたほんとに悪趣味ですよ!?」


　嫌いやがるジローにレイモンドはしつこく絡からむ。結局ジローはほうほうの体ていで逃にげ出したのだった。
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「あれ、兄あに者じやまたお出かけ？」


　テレビを見ていたコタロウが、帽ぼう子しを被かぶった兄に問いかけた。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの愛くるしい少年である。こっそり出て行こうとしていたジローは、ぎくりとしてぎこちなく笑い返した。


「ええまあ……この前話した飲み仲間と会う約束をしていましてね」


「いいなー。やっぱりぼくも一いつ緒しよに行っちゃ駄だ目め？」


「お前は酒なんか飲めないでしょう」


　それに、レイモンドは、弟に紹しよう介かいするには些いささか問題がある。特に教育面で。


　兄がやんわりと断ことわると、コタロウはつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせた。


「ちぇっ。最近兄者、ちっとも遊んでくれないじゃん。ねえ、バウワウ」


　と隣となりに座すわらせたクマのぬいぐるみテデイ・ベアに話しかけた。


　座っていると彼の方が背が高くなるほど大きなぬいぐるみだ。見た目はラブリーだが、何を隠かくそうジローの武器庫で、彼の異いみ名ようとなった愛刀『銀刀』も、この中に収まっている。


「ミミちゃんも毎日遅おそいし。今日なんか帰ってこないって言ってたし。退たい屈くつ～」


　ぐてん、とバウワウ卿きように抱だきつきながら、コタロウはうんざりと言った。


「ミミコさんが泊とまり？　仕事ですか？」


「それがさあ……ほら。前に兄者、雨の中で吸血鬼の悪わる者ものをやっつけたことがあるじゃない。サキちゃんと一緒に」


「ああ。例の、人間に恨うらみを持つテロリスト・グループですね」


「それそれ。いまその連中が、また特区に忍しのび込んだらしくて、その捜そう索さくに駆かり出されてるんだって。ひょっとすると近ちか々ぢか兄者の出番もあるかもって言ってた」


「ふむ……」


　吸血鬼の存在が明かされた『九龍ショック』後、人類は全世界的に吸血鬼狩りを行った。その恨うらみを忘れず、いまも人間を憎ぞう悪おし続ける吸血鬼たちのグループが存在する。


　彼らは、人との共存を謳うたう『カンパニー』を付け狙ねらっているのだ。以前ジローは、そのメンバーと戦い、彼らを斬きり伏ふせたことがあった。


「なんでも、一味のリーダーを情報部がマークしてたんだけど、逃げられたんだってさ。ほら。ちょっと前の晩、霧きりが出てた日」


「あの晩……」


　ハッとしたようにジローが口を閉とざした。


　コタロウは続けて言う。


「悪者ってしつこいよねー。特区には兄者がいるんだから、どんな悪さしようったって無む駄だなのにさ。この前だって兄者、苦にが手てな雨が降ってたのに三人も……あれ？　兄者？　どうしたの？」


　兄の顔が強こわ張ばっているのに気付き、コタロウは心配そうな顔を向けた。ジローは慌てて、


「なんでもありませんよ」


　と笑ったが、その笑え顔がおにもまだ翳かげりある。


　まさか、とジローは思おうとした。


『銀刀』なのだ。もし彼がそうなら、自分を知らないはずがない。そして、知っているならば、わざわざ近づくはずがない。


　いや……


「『銀刀』だから……か」


　ぽつりと言い、やがてジローは自じ嘲ちようをこぼした。


　偶ぐう然ぜんということはないだろうか？　そう自じ問もんしたが、すぐに、馬ば鹿かな、と答えが返った。


　あのとき見せたとっさの身のこなしや、銀弾頭シルバー・チツプ入りのオートマチックも、偶然で済ませようというのか？　あのとき彼を追っていた人間たちも？


「……まいったな」


　ジローはぼやき、力無くうなだれた。


　怒いかりや悲しみは湧わいてこなかった。ただ少し哀かなしくなるだけだった。だって、あいつにもあいつの立場がある。そう思う自分がいた。


「……コタロウ」


「な、なに？」


「申し訳ないが、お前の友達を一ひと晩ばん貸して下さい。お願いします……」


　ジローがコタロウに向き直った。


　そのときの兄の顔を見て、コタロウはなんとも言えない神しん妙みような態度になり、黙だまって頷うなずいた。
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「よお、遅おそかったな……って、おいおい。なんだそりゃ」


　カウンターで先に飲んでいたレイモンドは、店に現れたジローを見て煙草たばこを落としそうになった。


　ジローは担かついでいたぬいぐるみを隣の席に置くと、


「仕事帰りでしてね」


「お前のボスがファンシー・グッズ店の店長とは知らなかった。見ろ。みんなこっち見てるじゃないか」


「ああ。こいつは意い外がいと有名でしてね」


　レイモンドは口をへの字にしながら、客の反応を横よこ目めに見る。店にいた吸血鬼たちはぬいぐるみに笑顔を向けるどころか、ひどく抑おさえられた声で鋭するどく会話を交かわしていた。早々に席を立ち、店を出る者も少なくない。


　レイモンドは皮肉っぽい目をジローに向け、


「なるほど……有名らしい」


「でしょう？　ふふ……我ながら、ときどきうんざりしますよ」


　ジローは苦く笑しようした。疲つかれ混じりの苦笑だ。レイモンドは薄うす笑わらいを消し、黙ってジローのためにスコッチを注文した。


　酒が来るまで二人は無む言ごんだった。酒が来たあと軽くグラスを合わせ、また無言のままカウンターに向き合った。


「仕事、忙いそがしいのか？」


　とレイモンドが切り出した。


　ジローはしばらく黙ったあとで、


「近々大きな仕事が入りそうです」


「……へえ。商売繁はん盛じようで何よりだ」


「……そうでもありません」


「なぜ？」


「卑ひ下げする気はありませんが……嫌いやなことも多い仕事です」


「……ならなぜ続けてる？」


「必要だから」


「本当に？」


「そう信じてます」


「……そうか」


　レイモンドはクスリとしてグラスをあおる。


「確かに熱ねつ心しんだ。こんなところにまで、その有名な仕事道具を持ち込んで」


「…………」


「まだ、仕事が残ってるのか？」


「……どうやらそのようです」


「ふふ。そりゃ大変だ」


　レイモンドは再び笑った。今度のは少し苦みの混じった微び笑しようだった。


　それからまた、二人は黙った。黙ったまま、ときどき思い出したようにアルコールを口に含ふくんでいた。


「……どうする？　店を変えるか？」


「…………」


　ジローが黙る。視し線せんがじっとスコッチの表面に注がれている。


　そして、


「残念ですが、今夜はつき合えません」


　ぴくりとレイモンドの肩かたが揺ゆれた。ほんの一いつ瞬しゆん、予想外だという表情が過よぎって消えた。


「仕事？」


「……いえ。楽しみにしている深夜番組があるのです」


「へえ？　ちなみにどんな？」


　ジローはレイモンドに目を向けた。彼の淡あわい瞳ひとみが、酷こく薄はくな色を湛たたえている。


　ジローは目を閉じて、崩くずれるように笑った。


「古いホラー映画ですよ。モノクロの……吸血鬼が赤いマントを羽は織おって、美女の寝しん室しつに潜もぐり込むんです。古い――昔の映画だ」


　ふっ――と、つられるようにレイモンドの瞳も弛ゆるんだ。一瞬浮うかんだ冷たい雰ふん囲い気きが去っていった。


「……俺、あれ嫌きらいだ。最後は杭くいに刺さされちまうじゃないか」


「それでいいのですよ。きっと。それが、いいのです」


「……そういやあれ、美女の方は悪い気じゃなさそうだったよな」


「吸血鬼役の俳はい優ゆうも人気がありました」


「懐なつかしいな」


「ええ。懐かしいです」


　ジローはグラスに口を付け、静かに傾かたむけた。


　カウンターに置き、立ち上がる。


「……さあ。もう行かないと見み逃のがしてしまう」


「いいのか？」


　カウンターを眺ながめたまま、レイモンドがぼそりと聞いた。


　その問いには答えず、ジローはバウワウ卿きようを背せ負おった。


「……明日から、また忙しい。あなたも早くお帰りなさい」


　そう、目を合わせないまま告げてカウンターを離はなれた。


　その背中を横目に追い、レイモンドの手が懐ふところに伸のびる。


　ジローの足が止まった。


　が、彼は振ふり返らず出口に向かう。


　レイモンドは苦く笑って懐に伸ばした手をグラスに戻もどした。


「……確かに、いい時代だったよな。ジロー」





『カンパニー』の情報部員が襲しゆう撃げきを受けたのは、その後、未明のことだった。
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　次の夜。厳きびしい面おも持もちでバーを訪おとずれたジローは、カウンターにレイモンドの姿がないのを見て、しばらくじっと立ち尽つくした。


　ほっとしている自分がいる。


　やはりそうではなかったのだ――と、まだそんなことを信じたがっているのだ。犠ぎ牲せい者しやが出たというのに。


　ジローは重苦しい足取りで椅い子すにつくと、背負ってきたバウワウ卿を隣となりに置き、カウンターに肘ひじを立てて、じっと額ひたいを埋うめた。


　すると、バウワウ卿の反対側の席に腰こしを下ろした者がいた。


「独ひとりでなんて水くさいぜ」


　レイモンドだった。ジローは啞あ然ぜんとした。


　レイモンドは驚おどろくジローを愉ゆ快かいそうに眺め、彼の分まで酒を頼たのんだ。いつものように血を注ごうと近寄るウェイトレスに、


「ああ、悪い。今日はいいよ」


　と告げて、ジローの前に彼のグラスを置いた。


　ジローはまだレイモンドをにらんでいた。


　レイモンドはグラスを掲かかげ、


「お人好しの古血オールド・ブラツドに」


「……なぜです？」


「ひとつだけ言い訳したくてな。そうでないと俺の気が済まない」


　と、レイモンドは真しん剣けんな口振りになり、


「最初の晩。俺は本当に何も気付いてなかった。資しり料ようは回されてたんだが……俺ああいうの嫌いなんだ。別れ際ぎわに名前聞いて、酔よいが吹ふっ飛んだよ。間ま抜ぬけな工作員もいたもんさ。もっとも、間抜けって点じゃ、あんたも似たり寄ったりだが」


　ふっと――いつかと同じように唇くちびるを綻ほころばせる。ジローはなお、彼をにらんでいた。


　二匹ひきの吸血鬼はしばらく眼がん光こうをぶつけ合ったが、やがてどちらからともなく目を逸そらし、隣り合ったまま口を閉とざした。


　グラスの氷が解ほどけるように溶とけていく。アルコールに浮かぶ薄うすい水の膜まくが、二人の心中を代だい弁べんしているようだった。


「……下の者が先走った」


「それでケジメを？　ひよっ子が」


「言ってくれる。が、甘あまんじて受けよう。部下を飢うえさせた、俺の罪だ」


「……飢えさせたのはあなたではない」


「あんたにそう言ってもらえると嬉うれしいよ」


　レイモンドは目を閉じ、嚙かみしめるように言った。ジローは鉄のように微び動どうだにしない。


　そしてレイモンドは、いつもの陽よう気きな口く調ちように戻ると、


「さあ飲んでくれ。俺の奢おごりだ」


「末まつ期ごの酒になりますよ……」


「どうかな？　俺だって腕うでに覚えがある」


「資料にはまだ目を通してないようですね」


「あんな物じゃ何もわからないさ。現に、そうだった」


　右の眉まゆを持ち上げるようにして、レイモンドがジローを見る。ジローはしばらくにらみ返したあと、グラスをひっつかみ、一口で中身を干ほした。


「お。いいね。吸血鬼はそれくらいでないとな。普ふ段だんのあんたは、少ししみったれてる」


「余よ計けいなお世話です、お若いの」


「ひがむな先せん輩ぱい。せめて今こん晩ばんは楽しく行こうぜ。用を済ませるのは、そのあとでいいだろ？　独ひとりで飲む趣しゆ味みはないんでね」


　レイモンドの瞳が一瞬だけ鋭するどく閃ひらめいた。


　その瞬間、ジローは堪こらえきれずに、


「……レイ。私は……」


「黙だまってな、ジロー。どうもあんたは意気地がなくていけない」


　レイモンドがやんわりとジローを止めた。ジローは、こぼれかけた台詞せりふを苦く笑しように変えた。


「……心外ですね」


「まあ聞けよ。俺は日ひ陰かげ者ものかもしれんが、ネズミにはネズミの決意があり、誇ほこりがある。それはちっぽけなものだとしても、出した答えは、立りつ派ぱな答えだ。間ま違ちがっているかどうかなんて、誰にわかるって言うんだ？」


　ジローは何も言わない。彼もまた、正しい解答を知っているわけではない。ただ、自分が正しいと信じられる答えを模も索さくしているのであり、それはレイモンドも同じなのだ。


　そして、レイモンドはジローより早く、ひとつの解答に辿たどり着いた。その答えが正しいことを信じて、戦いに身を投じたのだ。


　レイモンドは軽く首を振ると、煙草たばこを口にくわえた。ジローは無言で火を差し出す。


「……あんたもやる？」


「いいえ。……健康に悪い」


　レイモンドは破は顔がんして、ジローの差し出す火で煙草に点つけた。


　そして、陽よう気きに答える。


「じゃ、楽しく飲むとするか。今夜は、きっと長い」


　確かに、その夜はずいぶんと長くなった。
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　ジローが起きだしてきたとき、すでに日にち没ぼつからかなりの時間が経たっていた。ミミコは呆あきれ顔で、


「また、遅おそくまで飲んでたの？　まったく……最近ジローさん変よ？　まさか、悪い遊びでも覚えたんじゃないでしょうね」


　まるで母親が咎とがめるような目つきに、ジローは苦笑して「すみません」と謝あやまった。


　すると、なぜかミミコは急に態度を改あらためた。


「……ジローさん、何かあった？」


　内心どきりとしながら、


「いえ？　なぜです？」
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「……そう？　だったら別にいいんだけど……あんまり深ふか酒ざけしないでね。身体からだに悪いんだから」


　文もん句くを言いたそうで、しかし心配を隠かくせない彼女に、ジローは素す直なおに「はい」と答えた。


　ここに彼の答えがある。少なくとも、答えに至いたる初めの一歩が。


「よしっ。じゃ、今日は久しぶりに早く上がれたから、何か美お味いしい物作るわよ。ジローさん、何食べたい？」


「私はなんでも……それより仕事はいいのですか？　昨日、情報部の方が襲おそわれたのでしょう？」


　ジローの問いに、「それがね」とミミコは難しい顔になった。


「一時は騒そう然ぜんとなったんだけど……あのグループ、今日の昼間に、鎮ちん圧あつチームに制せい圧あつされたのよ。なんでも、グループの中心人物が暗殺されたらしくて。情報部は内ない部ぶ抗こう争そうと見てるけど、詳くわしくはわからないみたい」


　いやよね、物ぶつ騒そうで、とミミコは眉をひそめる。ジローは表情を殺し、


「……そうですか」


　と、小さくささやくだけだった。


　と、そこへ、


「ミミちゃん、大変。これ見てよ！」


　飛んできたコタロウが突つき出したのは、一個のジャガイモだった。台所の棚たなに保ほ存ぞんしてある物だ。


　齧かじられた跡あとがある。


　ミミコはぎょっとして、


「うわ。何これ？」


「ネズミだよ。また出たみたい」


「えーっ。もう……勘かん弁べんして欲ほしいわね。ほんと、このビル古いんだから。ちゃんとネズミ取り置いといたのになあ」


「あれぐらいじゃ駄だ目めなんじゃない。あいつらしぶといもん」


　真しん剣けんに意見するコタロウに、ミミコはやれやれと首を振ふった。


　すると、突とつ然ぜん二人の隣となりで、ジローがクククと笑い始めた。初めは忍しのび笑いだったものが、ミミコとコタロウがぽかんとする前で、徐じよ々じよに潑はつ剌らつとした笑い声に変わっていく。


「ちょ、ちょっとジローさんっ。笑い事じゃないわよ？　いまは被ひ害がいも少ないけど、あいつらあっという間に増えるんだから」


「……いや、確かにその通りですね。彼らは実にしぶとい」


「そうよっ。手て加か減げんなんかしてられないわ。こっちだって生活苦しいんだから。ジローさんも笑ってないで、ネズミ取り仕し掛かけるの手伝いなさいよ」


「わかりました、ミミコさん」


　と、ジローはようやく笑いを収めて頷うなずいた。


「すぐに決着はつかないでしょうが……気き長ながに、全力で戦うとしましょう。答えが出るまで、ね」




インターミッション３







　一いつ緒しよに観みると言い張はっていたコタロウは、十分と経たたないうちにうとうと舟ふねをこぎ始めた。


　久しぶりに兄と夜よ更ふかしできる。そう喜んでいたのだが、やはり退たい屈くつだったらしい。何度も眠ねむそうに目を擦こすったあと、結局はジローに手を引かれて棺かん桶おけのある地下まで連れて行かれた。


　しばらくすると、遅い入にゆう浴よくを済ませたミミコが顔を出した。


　部屋の明かりは消されている。ジローは独ひとりソファーに座すわって、テレビの続きを観ながらグラスを傾かたむけていた。


　珍めずらしく、ワインではなくスコッチだ。


「また古いの観てるわね。いまどきモノクロ映画なんか流してるんだ」


　バスタオルで髪かみを拭ふきながら、ミミコが言った。それから、おや、という顔をして、


「これって吸血鬼物じゃない？　最近は規き制せいが緩ゆるんだのかな。『九クー龍ロンショック』のあと何年かは、ずっとこの手の映画は流れなかったのに」


　ミミコは珍しそうにテレビを見つめた。しかし、ジローからはなんの反応もない。どうやら、映画に見入ってしまっているようだった。


　古こ典てん的てきな演えん出しゆつの、ありきたりな話である。コメディのネタにされていたような、オーソドックスな映画だ。なのに、ジローは身じろぎもせず、ただ静かに画面を見つめていた。話し掛かけづらいほどだ。


　あらまあ、と言いたげにミミコが口をつぐむ。彼女はしばらくジローの横顔を眺ながめていたが、やがて軽く肩かたを竦すくめると、


「おやすみ、ジローさん」


　と言って部屋をあとにした。


　物語は淡たん々たんと続く。ジローは黙だまって、それを見つめている。


　画面の中で、吸血鬼が言った。


『恋こい人びとよ。お前もまた、太陽を選ぶのか』


　ジローは黙って画面を見つめている。


　吸血鬼が灰はいになった。風が灰をさらっていく。


　手の中のグラスが、カランと音を立てた。









　　第四話　外よりきたる牙きば










「着いたぞ」


　夕ゆう暮ぐれの東京湾わん。


　漁ぎよ船せんの船せん室しつで舵かじを取っていた男が、隣となりの少年に声を投げた。


　呼ばれた少年は眠ねむっていたらしい。「んあ」と気の抜ぬけた声をもらすと、顔にのせていた中折れ帽ぼうをどけて大きく伸のびをした。


　黒いスーツにサングラスを掛かけた、いかがわしい印象の二人だった。薄うす汚よごれた漁船とは、似につかわしくない。


「……野や郎ろうは？」


　問い返す少年に、男は無む言ごんのまま、あごをしゃくる。


　彼が示しめしたのは、二人の背後。船室に横たわる細長い箱だった。棺ひつぎである。


　少年は舌打ちをした。


「まだ寝ねてるのか。いい気なもんだぜ」


「仕事さえこなせば、文もん句くはない」


「ほんとに大だい丈じよう夫ぶなのかね？」


「仮にも『老ろう牙がニザリ』の血けつ統とうだ。問題あるまい。それより……着いたぞ」


　男の台詞せりふに、少年は怠だるそうに身を起こす。落らく陽ように目を細めながらも、前方に広がる偉い観かんを眺ながめた。


　水上に浮うかぶ摩ま天てん楼ろう群ぐんが、赤い血の色に染まってそびえている。


「……ここが特区か」


　と、つぶやいた声に、感かん嘆たんが混じっている。


　船はゆっくりと海を渡わたり、水上の魔ま都とへと近づいていった。
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「頑がん張ばって下さいっ。ほら。しっかり歩いて！」


「す、済みません……吸血鬼ブラツク・ブラツドの俺おれが、人間レツド・ブラツドのあなたの足を引っ張るなんて……」


「そんなこと気にしてる場合ですか！　あいつら、そこらの転びたてアンダー・イヤーじゃない。かなりの腕うで利きき……下へ手たすると古血オールド・ブラツドですっ」


　もしそうなら、逃にげ切れる可能性はほとんどない。葛かつら城ぎミミコは負ふ傷しようした吸血鬼に肩かたを貸しながら、絶ぜつ望ぼう感かんに青ざめた。


　――こんなことなら、ジローさんが起きるのを待って、一いつ緒しよに来ればよかった！


　だが、もしミミコの到とう着ちやくが遅おくれていれば、彼らは全員、あいつらに殺されていただろう。すべてが終わったあとに訪おとずれ、灰はいと化した吸血鬼たちを前に、途と方ほうに暮れていたに違ちがいない。


　特区第三地区サード・ヤード。


　旧きゆう市し街がい区くにある巨きよ大だいな中国人街チヤイナ・タウンの夜道を、ミミコは足あし早ばやに進んでいた。


　今日ミミコは、コタロウを連れて、とある吸血鬼の血けつ族ぞくを訪ほう問もんした。『カンパニー』と協定を結むすんだ親しん人間派の血族で、今日の日にち没ぼつ後に客人を迎むかえるので紹しよう介かいしたいと、事じ前ぜんに連れん絡らくがあったのだ。


　だが、屋や敷しきを訪れたミミコを待っていたのは、血まみれで倒たおれ、あるいは逃げ惑まどう吸血鬼たちだった。そして、そのただ中に、返り血を浴あびる二人の男が、悠ゆう然ぜんと立っていたのである。


「いったい何がどうなってるんです？　あの二人、客じゃなかったんですか？　特区に移住するために、あなたたちを頼たよってきたんでしょ？」


「……わからない。あの二人を見た途と端たん、急に長ちよう老ろうが逃げ出して……あとは長老を守ろうとした仲間が次々に。俺もあっさり、この様ざまだ」


　悔くやしげに彼――七なな布ふ施せと名乗った吸血鬼は呻うめいた。


　出血が止まらないのは、二人組が使用した拳けん銃じゆうに、銀ぎん製せいの弾だん丸がんが装そう塡てんされていたためだ。吸血鬼の誇ほこる驚きよう異い的てき回復力も、銀によるダメージには効こう果かが出にくい。


「俺はいいから、長老を……！」


「そういう訳にはいきませんっ。大丈夫ですよ。長老のあとを追った男の子。彼だって吸血鬼で、あたしの護衛クローザーなんですから」


　ミミコが訪問したのは、二人組が現れた直後だった。上う手まくすればいまごろコタロウは、逃とう亡ぼうした長老に追いついているはずだ。


　しかし、大丈夫、というのは大おお噓うそである。コタロウには、他の吸血鬼と戦えるような力はない。ましてやあの二人組は、十人以上いた七布施の血族を、あっという間に蹴け散ちらしたのだ。勝ち目はおろか、見つかってしまえば逃げ延のびることさえ不可能だろう。


　――やっぱりジローさんが来てくれることを祈いのるしかないわ。でも……


　ミミコたちが暮らす古ビルには、電話を入れてみたが応おう答とうがなかった。まだ寝ているのか、あるいは外に出たのかもしれない。もし後こう者しやなら最悪だ。ジローは機き械かい音おん痴ちで携けい帯たい電でん話わも持っていないため、連れん絡らくが付かなくなってしまう。


「まったく、あの馬ば鹿かはいつもいつも肝かん心じんなときに……！」


　もしのんきに惰だ眠みんを貪むさぼったり散歩に出かけたりしていたのなら、あとでこっぴどく、とっちめてやる――とミミコは固く決けつ意いした。そうでもしないと、恐きよう怖ふにのみ込まれそうだったのだ。


　ミミコとて一端いつぱしの調停員コンプロマイザーである。いよいよとなれば、あの二人と交こう渉しようを試こころみるつもりだ。


　しかし、特区で暮らす吸血鬼ならともかく、外部からやって来た者たちが、人間の小こ娘むすめの言うことに耳を貸すだろうか？　あの二人組には、協定が持つ暗あん黙もくの了りよう解かいなど通用しないに違いない。


『九クー龍ロンショック』以い降こう、人類社会は彼らの根こん絶ぜつ運うん動どうを続けてきた。そのため、特区外の吸血鬼は、人に対し強い反はん感かんを抱いだいている。そもそも、人と吸血鬼が共存するこの特区で、いきなりあんな騒さわぎを起こしたのだ。特区のルールを説といたところで、友ゆう好こう的てきな態度をとるとは思えなかった。


「……って」


　とミミコがよろめいた。


　体力には自信があるとはいえ、十七歳さいの少女である。人一人を抱かかえながら命がけの逃とう亡ぼうを続けるのは難むずかしい。


　彼女の息が荒あらいのを見て、七布施は回していた腕うでを解といた。


「やはり無む理りだ。君だけでも先に行ってくれ」


「だから、そんな訳にはいきません！」


「ありがとう。でも、俺も吸血鬼の端はしくれだ」


　と七布施は強がって見せた。


　彼はジローと同年代に見える。とはいえ、ジローが持つ鋭するどさはなく、ひょろりとした撫なで肩の青年である。無ぶ精しようひげの残る顔も、少し酔よってでもいるような柔にゆう和わな印象だ。


　服ふく装そうも、血に染まったワイシャツにスラックスである。長老の身を案あんじてミミコに同行してきたとはいえ、本ほん来らい戦いには向かない性格なのだろう。屋敷に飾かざってあったという日本刀を持っているが、ろくに振ふるえるかどうかも怪あやしい。


　ミミコは仕し方かたなく肩を貸すのは止やめた。かといって、彼を一人にすることもできず、結局は一緒に先に進んだ。


　雑ざつ然ぜんとした街並みが多い旧市街区オールド・ヤードの中でも、第三地区サード・ヤードのこの近きん辺ぺんは、古びた民家が密みつ集しゆうする地ち域いきである。土と地ち勘かんがあるミミコであっても、日が落ちてからは場所の把は握あくが難しい。


　――でも、それはあの二人組も同じよ。


　吸血鬼といえど、奴やつらは余よ所そ者ものだ。逃にげた長老やミミコを見つけるのは、容易たやすいことではないだろう。そこに希望を持つしかない。


「……それにしても、あいつらは一体何者なんです？　何が目的でこんなことを？」


「……わからない。長老は奴らの顔を知っていたから逃げたんだろうが」


　苦しげに、七布施が言った。


　ミミコは彼の傷をちらりと見た。


　――銀弾頭シルバー・チツプを用意していたって事は、もとから同族を傷つける意思があった証しよう拠こだわ。


　おそらく長老は、あの二人組に騙だまされたのだろう。客人を迎むかえるはずが、現れたのは、あの二人だった。だから逃げ出したのだ。何か理由があるには違いないが、それがなんなのかは、まるでわからない。


　ただ……


　――血族の長おさともあろう者が、仲間を見み捨すてて独ひとりで逃げるなんて！


　長老を守ろうとした血族が何人も犠ぎ牲せいになったのだ。それでも、なお彼を守ろうとする七布施が不ふ憫びんだった。


　と、そのときミミコの携帯が鳴った。


　慌あわてて取り出すと、コタロウからだった。


　兄と違いすぐに使い方を覚えたので、最近持たせるようにしていたのだ。


　ミミコは慌てて、


「コタロウ君!?　いまどこなの？　長老は無ぶ事じ？」


『ミミちゃん！　大丈夫。長老さん見つけたよ。いま一緒にいる』


　携帯越ごしにコタロウの声が聞こえた。ミミコは思わず安あん堵どの息をつく。


　こんなときでもコタロウの声は元気よく弾はずんでいる。「いい。コタロウ君――」と、ミミコはコタロウに、長老と身を隠かくして自分の到とう着ちやくを待つよう指し示じをした。


　ミミコは携帯を切ると、勢い込んで七布施に振り向いた。


「七布施さん、長老は無事です。いまあたしの護衛クローザーと一緒にいますよ！」


　だが、返事をしたのは彼ではなかった。


「――そりゃ結けつ構こう」


　突とつ然ぜん暗い横道から声がした。ぎくりとしてミミコが身み構がまえる。


　横道から現れたのは、あの二人組だった。片方は背の低い、十五、六に見える少年。もう片方は二メートル近い身長の巨きよ漢かんである。どちらも黒いスーツを着て、真夜中だというのに目にはサングラスをしている。


　しかも巨漢の方は、どういう訳か、肩かたに棺ひつぎを担かついでいた。棺といえば吸血鬼の寝ね床どこだ。まさか、あの中にもまだ仲間がいるというのだろうか？


「あなたたち……」


「自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな」


　顔を強こわ張ばらせるミミコを前に、少年がむっつりと言った。


「俺はテッド・デリー。こっちのでかいのがチャーリー・ビンセント。『豪ごう王おうフォワード』の血統に連つらなる者だ」


「『豪王』……」


　ミミコの頰ほおがぴくりと動いた。


『豪王フォワード』は、数ある吸血鬼の血統の中でも、もっとも新しい血筋のひとつだ。アメリカ大陸を根ね城じろとする吸血鬼の血統で、歴史は浅いが、大勢の血族を抱えている。


　ただ、特区には彼らの血族は住んでいなかった。特区は第二の香ホン港コンとして栄さかえた都市だけに、移い住じゆうしている吸血鬼も欧おう州しゆう系けいや大陸系の吸血鬼が多いのだ。


「……その『豪王』の血族が、特区になんの用なの？」


「用があるのは長老だけだ。居場所を知っているなら話は早い。案内して欲ほしいんだがね」


　テッドはポケットに突つっ込んでいた手を抜ぬき、指先でサングラスをずらした。まだ若い――もちろん彼の本当の年ねん齢れいはずっと上だろうが――瞳ひとみが、ミミコを見み据すえた。


　ミミコは反はん射しや的てきに視し線せんをずらす。吸血鬼の多くは視線侵攻アイ・レイドと呼ばれる能力を操あやつる。視線で催さい眠みん術じゆつをかける力で、彼らほどの力の持ち主なら、当然その手の術も有ゆうしているはずだ。


「見たところ、あんたは『カンパニー』の人間だろう？」


『カンパニー』のことを知っていたのか？　ミミコは意い外がいな思いを隠かくして、重おも々おもしく首しゆ肯こうした。


「ならちょうどいい。俺たちは『豪王』の勅ちよく命めいを受けている代だい理り人にんだ。協力を求めたいんだがね」


「ふざけないでちょうだいっ。『カンパニー』の存在を知ってるなら、当然協定のことも知っているでしょう。アメリカではどうだったか知らないけど、ここは特区よ。特区にいる限り、『カンパニー』のルールに従ってもらうわ」


　強い口調で言うと、テッドは肩を竦すくめた。


「『カンパニー』と事を構える気はねえよ。あんたらのバックに『東ひがしの龍りゆう王おう』やウォーロック家が控ひかえてることは知ってる。面と向かって協定に楯たて突つくつもりもない」


　と、テッドは思いの外ほか、理り知ち的てきに話した。


　彼の言う『東の龍王』とウォーロック家とは、現在特区の吸血鬼たちを牛ぎゆう耳じる二大血統の長たちだ。どちらも『カンパニー』と共に今こん日にちの特区を築きずいてきた者たちである。『カンパニー』が特区の秩ちつ序じよを維い持じできているのは、彼らの協力があればこそなのだ。


「だったら……！」


「だから、あんたには手を出さないと言ってるんだ。あんただけじゃない。人間にも指一本手出ししねえよ。繰くり返すが、俺たちが用があるのは長老だけだ」


　と、サングラスの上からのぞく双そう眸ぼうが、厳きびしく引ひき締しまった。


「……『カンパニー』が血族間のいざこざに首を突っ込むのは、そのいざこざが人間にまで害を及およぼす可能性を持っているからだ。違ちがうか？」


「それは……」


「なら、大人しく協力して、内うち々うちに事を済ませるのが、お前の仕事だろ？　え？」


　テッドの言い分に、ミミコは唇くちびるを嚙かみしめた。


　気持ちを落ち着けつつ、素す早ばやく頭を回転させる。事が交こう渉しようなら、自分の仕事だ。


「……いかなる理由があろうと、外部の吸血鬼の凶きよう行こうを見み逃のがしては、他の協定血族にまで動どう揺ようが広まります。あなた方に、無む秩ちつ序じよな暴ぼう力りよくを振ふりまく気がないことはわかりました。この場は『カンパニー』が預あずかりますから、あなた方の目的を話して下さい。その理由が真まっ当とうなものなら、『カンパニー』が相そう応おうの対応をすると約束します。特区の地を踏ふんだ以上、我々を信用して下さい」


　ミミコは震ふるえそうになるのを隠しながら、毅き然ぜんとして提てい案あんした。


　テッドが舌打ちした。


「……わかんねえ姉ちゃんだな。こちとら地元ホームの古血オールド・ブラツドに遠えん慮りよはしても、テメエら人間どもの顔を立ててやる義ぎ理りはねえんだ」


　ずらしていたサングラスを取り、ジャケットの懐ふところにしまう。パチンと指を鳴らすと、それまで無言だった巨漢のチャーリーが、ぬっと前に踏み出した。


　思わず後あと退ずさろうとしたミミコだったが、足が動かなかった。


　――しまった！


　力場思念ハイド・ハンドだ。念ねん動どう力りきで足が地面に固定されている。


「最後の勧かん告こくだ。頭ん中のぞかれたくなきゃ、さっさと奴やつの居場所を吐はきな」


　――くそっ。ジローさん！


　無む駄だな足あ搔がきと知りながら、心を読まれまいと目を閉じる。


　と、突然固定されていた足が解放された。後ろによろけつつ驚おどろいて目を開けると、不ふ意い打うちを受けた二人組が、慌てて距きよ離りを取っていた。


　七布施だ。


　彼は苦く痛つうと疲ひ労ろうにまみれた顔に、決死の覚かく悟ごを浮うかべて日本刀を抜いていた。


「行ってくれ！　俺が時間を稼かせぐ！」


「そんな――駄目です、七布施さん！」


「頼たのむ、調停員コンプロマイザー。長老を守ってくれ！」


　血を吐くような叫さけび声だった。ミミコはすぐには動けなかった。しかし、チャーリーが彼女に顔を向けるのを見て、弾はじかれたように踵きびすを返した。


　歯は嚙がみをしながら必死で走る。


「死なないでよ、七布施さん！」


　寝ね静しずまった中国人街チヤイナ・タウンに、ミミコの足音だけが木こ霊だましていた。
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　第三地区サード・ヤードの外はずれ。古びた酒さか蔵ぐらに辿たどり着いたとき、ミミコは肩かたで息をしながら足を止めた。


　汗あせをぬぐって漆しつ喰くい塗ぬりの蔵を見上げる。闇やみの中、白い壁へき面めんが月光に照てらされていた。コタロウの電話では、彼と長老はこの中に逃にげ込んでいるはずだ。


　するとすぐに、


「ミミちゃん！」


　と裏うらから金きん髪ぱつの少年が駆かけ出してきた。


　愛らしい容よう貌ぼうに満面の笑えみが浮かんでいる。コタロウだ。


「コタロウ君！　長老は？」


「中だよ。それより、兄あに者じやはまだなの？」


「ええ。連れん絡らくが……」


　と、背後に足音がし、ミミコは慌あわてて振り返った。すると、闇に包まれた路ろ地じから、黒いスーツがゆっくりと姿を見せた。


「ここか」


　あの二人組だ。では七布施は？　ミミコは青ざめた。


　コタロウもすぐに臨りん戦せん態たい勢せいを取った。とはいえ、今日は武器の詰つまったぬいぐるみも持ってきていない。小さな拳こぶしを構かまえるだけだ。


「あなたたち、七布施さんはどうしたの!?」


「始し末まつした」


「…………！」


　頭に血が上った。「よくもっ」と怒ど声せいが口を突ついて飛び出した。


「どうして話し合いで解決できないんですか！　そのための特区なのに！」


「話し合いは破は談だんした。ＮＯと言ったのは向こうの方さ」
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「あなたがＹＥＳと言えば避さけられた結果でしょっ」


　ミミコが怒ど鳴なると、テッドは顔をしかめた。


　唇くちびるから牙きばが伸のびて姿を現す。ミミコの背筋に冷たいものが走った。


「うるせえな。テメエには関係ないことだノン・オブ・ユア・ビジネス。どけっ」


　テッドが吐はき捨て、チャーリーが肩に担かついでいた棺ひつぎを下ろした。


　ミミコがジリッと下がる。


　コタロウが無む鉄てつ砲ぽうに立ちはだかろうとした。ミミコはそれを素す早ばやく引き留め、


「君は中に行って」


「そんな!?　ぼく、ミミちゃんの護衛クローザーだよ？」


「調停員コンプロマイザーの護衛クローザーってのは、あたしだけ守ってればいいってもんじゃないのっ」


「駄目だって。ミミちゃんは人間なんだから、兄者がいないなら、ぼくがついてなきゃ」


「君がいたって勝てないでしょっ」


「勝てなくても守るんだ。ぼくだって護衛クローザーなんだもん！」


　コタロウはきっぱりと断だん言げんした。


　相手の実力が測はかれないからこその勇気だが、勝てなくてもミミコの側そばにいるという決けつ意いは本物だ。ミミコの中で、一いつ瞬しゆん少年の顔が七布施の顔に重なった。


　そのときだ。


「よく言いました、コタロウっ」


　凜りんとした声が闇夜に響ひびいた。


　同時にテッドとチャーリーの顔に緊きん張ちようが、ミミコとコタロウの顔に歓かん喜きが弾はじけた。


「ジローさん!?」


「兄者！」


　ミミコとコタロウが声のした方向を見る。


　それより早く、真しん剣けんな顔つきになったテッドの手首が搔かき消え、銃じゆう声せいが木こ霊だました。


　神しん速そくの早撃ちクイツク・ドロウ。


　だが気配が出現したのは頭ず上じようだった。


「なに!?」


「ぐ！」


　二匹ひきの吸血鬼が、突とつ然ぜんよろめき、膝ひざをついた。上から強きよう大だいな力場思念ハイド・ハンドで押おさえつけられたのだ。


　酒蔵の白い壁かべに、獣けもののような影かげが落ちた。


　向かいの民家の屋や根ね。


　赤いスーツを身にまとった吸血鬼が、身を屈かがめた姿し勢せいで、そこにいた。左手は屋根に置き、右手には抜ぬき身の銀刀。黒い長髪が風になびいて、夜空に溶とけ込んでいる。見開いた両目が、煌こう々こうと輝かがやいていた。


「コタロウ」


　と望月ジローは弟の名を呼んだ。


「大変良くできました。ミミコさんのことは任まかせなさい。お前は、中を頼たのみます」


「わかった！」


　兄に褒ほめられたコタロウが、勇ゆう躍やくして裏うら手てに回る。


「ジローさん！　良く来てくれたわ！」


　笑えみをこぼすミミコに、ジローはコクリと頷うなずいた。


「ケインから連絡がありました」


「ケインさんから!?」


　ケイン・ウォーロックは、さっきテッドが名を上げた、ウォーロック家の特区代表者だ。かつて、香ホン港コン聖せい戦せんと呼ばれる人と吸血鬼の紛ふん争そうに参加しており、ジローとは戦せん友ゆうの間あいだ柄がらである。


　しかし、今回の件をケインが知っていたはずはない。


「下がりなさい、ミミコさん。こいつらはかなりできますが、真しん打うちは他ほかにいます」


「え？」


　ミミコが聞き返す。そのとき、「うおおっ」と声を荒あららげて、チャーリーがジローの力場思念ハイド・ハンドを押し退のけた。


　ジャケットの中から、先を切り落としたショットガンを取りだし、まだ動きを阻そ害がいされながらも強引に発はつ砲ぽうした。


　銃じゆう火かが閃ひらめき、轟ごう音おんが響く。


　ジローのいた屋や根ね瓦がわらが砕くだけ飛んだ。が、そのときにはジローは、音もなく地面に降り立っていた。


　右手の銀刀に左手を添そえ、高速で二人組に迫せまる。


　拘こう束そくの解けたテッドが、再び目にも止まらぬ銃じゆう捌さばきを見せた。複数の銃声が一度に重なった。


　しかし、撃ち出された銀弾頭シルバー・チツプは、撃ち出された順に、ピタ、ピタ、ピタッと空中に縫ぬい止められた。


　テッドが愕がく然ぜんと目を見開いた。


　それだけではない。ポンプアクションで次じ弾だんを装そう塡てんしたチャーリーが、ジロー目がけて腰こし溜だめに発砲した。しかし、ショットガンから飛び出した散さん弾だんは、広がるより早く、空中で――銃口のすぐ側で、ひとまとめに停止したのである。


　その事実に気付いたときには、ショットガンは銀刀で細ほそ斬ぎりにされ、チャーリーの巨きよ体たいは地面と水平に吹ふき飛ばされていた。


　相あい棒ぼうを受け止めようとしたテッドも巻き込まれ、二人は民家の塀へいを突き破ってようやく止まった。


　すぐさま瓦が礫れきをはね除のけて立ち上がる。どちらも戦せん意いを損そこなっていないのは見み事ごとだが、その顔は驚きよう愕がくに塗ぬりつぶされていた。


「まさか、古血オールド・ブラツドか!?」


「まさしく。見たところ、そちらは足して百を超こえるぐらいですね」


「待ってくれっ。俺たちは他の血族と争う気はない。どの血統に属ぞくする御ご仁じんかは知らんが、無ぶ礼れいは詫わびる。剣を退ひけ！」


「ＮＯ」


　とジローは思い切り嫌いやみに返事をした。


「護衛クローザーとして、雇やとい主ぬしが諦あきらめない限り退く訳にはいきません。私を退かせたくば、ミミコさんに頭を下げるのですね」


「護衛!?　古血オールド・ブラツドが人間の護衛だと？」


　テッドは啞あ然ぜんとしてジローとミミコを交こう互ごに見た。


　見られたミミコは場ば違ちがいながら、誇ほこらしい気分を感じた。テッドが本気で驚おどろく様子が小こ気き味みよい。


　と、チャーリーが無言で動いた。


　銃は効きかないと判断したのだろう。革かわ手て袋ぶくろを嵌はめた両手に、メリケンサックを装そう着ちやくする。突とつ起きの突き出す凶きよう悪あくな形けい状じようで、しかもその突起は銀でできている。やはり彼らは、対吸血鬼専用の装そう備びを調ととのえてきたのだ。


　ヘビー級の巨体が、地面を滑すべるようにジローに肉にく薄はくした。かと思うと目にも止まらぬフットワークでジローの背後に回り込む。


　ジローが反応して身体からだを開いた。即そく座ざに、テッドが銀弾頭シルバー・チツプを叩たたき込んだ。熟じゆく練れんしたコンビネーションだ。


　しかしジローはまるで動じなかった。右手を無む造ぞう作さに跳はね上げたかと思うと、なんと弾丸を銀刀の切っ先で跳ね上げた。そちらを振ふり返りもしない。


　そして、チャーリーが放った渾こん身しんのストレートを左手一本で受け止めた。


　ズシンと重たい衝しよう撃げきに地面が揺ゆれる。だが、受け止めたジローは、わずかに足の裏を滑らせただけで小揺るぎもしなかった。今度こそ、テッドとチャーリーの顔が蒼そう白はくに転てんじた。


「――手て加か減げんしているのがわかりませんか？」


　スッとチャーリーの足あし下もとに潜もぐり込むように身を屈かがめると、ジローは受け止めた拳こぶしの手首をつかみ、全身を使って相手の腕うでを捻ひねった。


　チャーリーの巨体が独こ楽まのように回転する。その回転が地面に落ちて停止するより早く、ジローの銀刀が閃ひらめいた。


「ぐおっ」


　とチャーリーが、苦く痛つうの声をもらした。同時に、切り裂さかれた腕から鮮せん血けつが噴ふき出し、夜空に真っ赤な尾おを引く。


「チャーリー！」


　テッドが相棒を援えん護ごするべく、銃撃を重ねた。しかし、例によって弾丸はすべて空中で制せい止しされる。それでもジローは深追いしなかったので、チャーリーは負ふ傷しようしながらも相棒の側そばに戻もどることができた。


　ミミコはぐっと両手を握にぎり、小さなガッツポーズを作っていた。


　毎回毎回遅ち刻こくをするのはなんとも腹立たしいが、それでもジローは頼たよりになる。さっきまでの腹立ちが吹き飛んでいくのが爽そう快かいだった。


　ところがジローは二人組から目を逸そらすと、


「……いつまで寝ねているつもりです。この二人では私の相手は務つとまりませんよ」


　ジローが話しかけたのは、地面に置かれたままの棺ひつぎだった。チャーリーが担かついできた棺だ。


　ミミコがぎょっとする。やはりあの中にも敵の吸血鬼がいるのか？


　――しかも、ジローさんの知り合い？　ひょっとしてケインさんが知らせたって言うのは……


　ミミコは息をのんで棺を見つめた。しかし、話しかけられたあとも、棺は微び動どうだにしない。ジローは苛いら立だたしげに、


「キリマ！　特区で、お前の好きにはさせません。出てきなさい！」


　ジローが再び叫さけんだ。が、それでも棺は動かない。


　ハッとジローが二人組に視線を戻す。


「まさかもう――」


　そのときだ。


「あ、兄者～」


　背後から苦しげなコタロウの声がした。ジローとミミコが弾はじかれたように振り返る。


　酒さか蔵ぐらの奥おくから、コタロウが現れた。しかし彼は、一人の男に首をつかまれ、吊つるし上げられていた。


　その男は、コタロウを盾たてにしながら、ゆっくりと歩み寄ってきた。


　思いも寄らぬ光景を目にして、ミミコが叫さけぶ。


「長老!?　どういうつもりですか！　その子はあたしの護衛クローザーですよっ？」


　初しよ老ろうの男はちらりとミミコを見たが、何も答えようとしなかった。


　答えたのは、テッドだ。


「……そいつは長老じゃねえ」


「え？」


「ダニエル・ヒル。『潜もぐり屋ダニー』って言ってな。身内の恥はじだから言いたくなかったが、紛まぎれもねえ、俺たち『豪ごう王おうフォワード』の血族さ」


「な……なんですって？」


　言葉をなくすミミコを見て、ようやく長老――ダニエルは唇くちびるを歪ゆがめた。


「やれやれ……せっかく便べん利りな土地で適てき当とうな身分を手に入れたというのに……『豪王』は達たつ者しやか、テッド？」


「……気安く呼ぶんじゃねえ、裏切り者。テメエには抹まつ殺さつ指し令れいが下りた。観かん念ねんするんだな」


「おお、物ぶつ騒そうな。ここは特区だよ？　そんな無む法ほうが通るかね。なあ、調停員コンプロマイザー君？」


　ダニエルが淀よどんだ視線でミミコをねめつけた。「あなた……」とミミコは絶ぜつ句くしたまま二にの句くが継つげない。


「まったく……君が『銀刀』を連れずに来るものだから大変な目に遭あった。協定血族の身の安全には、もっと気を遣つかいたまえ」


　ニンマリと、ダニエルが笑う。途と端たんにミミコの中で怒いかりが爆ばく発はつした。


「彼らが来ることも知っていたんですか!?」


「嫌いやな予感はしたんでね。保ほ険けんを掛かけたのさ。まあ、こうなってしまっては長老の座に居い座すわることもできん――『銀刀』」


　とダニエルはジローにむかってコタロウを突つき出した。


　コタロウは必死になってもがいているが、ダニエルはびくともしない。仮にも血族の長おさに君くん臨りんしていた吸血鬼なのだ。その力も伊だ達てではない。


「わしは特区から去ることにする。『豪王』は、わしのことなど数年でどうでもよくなられるだろう。ただ、その二人は執しゆう念ねん深ぶかくてな。ここで始し末まつしておきたい。手を貸してくれないかね」


　一族を裏切った吸血鬼は、ぬけぬけとジローに要求した。ミミコは怒りのあまり顔を真っ赤にした。


　しかし、ジローは反応を示しめさなかった。顔は緊きん張ちように彩いろどられている。ただ、その注意がダニエルではなく、周囲に向けられているようだ。


「どうした『銀刀』。弟がどうなってもいいのか？　わしの屋や敷しきにいた連中は、役立たずにも時間稼かせぎすら満足にできなかった。お前は違ちがうだろ。何しろ『同族殺し』と異い名みようを取る男だ」


　にやつきながら言うダニエルに、ミミコは堪こらえきれずに罵ば声せいを上げた。


「よくもそんなことを！　七布施さんはあなたの身を案あんじて、あいつらにやられたのよ？　いくら偽にせ者ものだからって、言っていいことと悪いことがあるでしょ！」


　ところが、ミミコの罵声を聞いた途と端たん、周りの吸血鬼たちは思わぬ反応を示した。


　ジローがさっと顔色を変え、テッドとチャーリーの二人が揃そろって舌した打うちしたのだ。


　そしてダニエルは、怪け訝げんな顔をミミコに向けた。


「七布施？　誰だれだ、それは？」


「だ――」


　誰って――と続けようとしたミミコだったが、それより早く、ざわりと空気が蠢うごめいた。


「コタロウ、動くな！」


　ジローが絶ぜつ叫きようする。まだジタバタと手足を振り回していたコタロウが、兄の警けい告こくを受けてぴたりと動きを止めた。


　直後、


　ふわり、


　と驚おどろくほど軽い印いん象しようで――だが、その実、凄すさまじい速度で、何かがコタロウとダニエルの側を通り抜ぬけた。


　ダニエルが悲ひ鳴めいを上げる。コタロウを吊つり上げていた腕が断たち切られ、鮮せん血けつが噴ふき出していた。


　地面に落ちたコタロウが、


「うわっ、うわっ」


　と泡あわを食って、その場を離はなれた。


　片腕を失ったダニエルが、身を屈かがめて激げき痛つうに震ふるえている。その向こう。酒蔵の漆しつ喰くいの壁ヽに、日本刀を下げた男が立っていた。


　血に染まるワイシャツにスラックス。無ぶ精しようひげの生はえた顔は、別れたとき同どう様よう、少し酒に酔よっているかのように柔にゆう和わなままだ。


　だが、目め尻じりの下がる瞳ひとみには、皮肉っぽく酷こく薄はくな光が浮うかんでいた。ミミコは息を止めた。


「――キリマ」


「よう、ジロー。それともいまは『銀刀』と呼んだ方がいいかな？　会わないうちに、えらく派は手でに名を上げたもんだ」


　七布施キリマはだらりと刀を下げたまま、ジローに向かって微笑ほほえんだ。


「……七布施さん……」


　信じられずにミミコが呻うめいた。キリマはちらりとミミコに目をやったが、一いち瞥べつして微び笑しようしただけで、すぐに彼女を無む視しした。


「離れて下さい、ミミコさん。コタロウも。ミミコさんの側そばに」


「ジローさん！　知り合いなの!?」


　ミミコの問いに、ジローは苦にがい顔を見せた。


「……七布施キリマ。暗あん殺さつを専門に請うけ負おう血族、『老ろう牙がニザリ』の血に連なる古血オールド・ブラツドです。――殺し屋ですよ」


「殺し屋って……そんな」


　しかも古血オールド・ブラツドだという。やはり、にわかには信じられない。


　一方、ミミコの動どう揺ようを余よ所そに、キリマは血に濡ぬれた刀とう身しんを、ひょいと撫なで肩がたに担かついだ。


「確か二十年ぶりの再会だぜ？　もっと気の利きいた紹しよ介うかいをしろよ」


「死んでしまえ」


「うわ。子供か、お前は」


「今度のターゲットは、そいつですか？」


「ああ。『豪王』はその名の通り豪ごう気きだぜ。相そう場ばの倍の報ほう酬しゆうを約束した」


　キリマがニッと笑う。ジローは一いつ層そう顔をしかめた。


「で、どうすんだ、お前？　弟を人ひと質じちにした男のために剣けんを振ふるうのか？」


「……その男の身み柄がらは我々が預あずかります」


「相変わらず生き真ま面じ目めだな。ま、吸血鬼の性格は、そうそう変わるもんでもないが――」


　と、そこでキリマは声を落として、意味ありげにジローをみつめた。


「なあ。香ホン港コンで何があったんだ。教えろよ？」


「知りたいですか？　では刀を捨てて目を閉じなさい。ほんの一秒でいい」


　真ま顔がおのジローに、キリマが苦く笑しようする。


「きついねえ。まあいい。少しは腕うでが上がったか、俺が直接見てやろう」


　言うと、キリマは刀を担いだまま、ふっと羽毛のような軽かろやかさで、壁かべから足を離した。


　かと思えば、次の瞬しゆん間かん、ジローのすぐ側に着ちや地くちした。


「ええ!?」


　ミミコは我わが目を疑った。しかし、ジローはキリマの動きに惑まどわされなかった。即そく座ざに跳はね上がった銀刀が、音もなく斬きり込まれていたキリマの剣を掬すくい上げた。


　キン、と澄すんだ刃は音おとが鳴る。


　そのまま、両者は踊おどるように斬り結んだ。人の目では到とう底ていついていけない速度。なのに、それでもやはり、キリマの動きは、どこかふわふわと緩ゆるやかで、そのくせつかみ所がなかった。緩やかに刃が舞まったかと思うと、次の瞬間にはまるで違う場所に閃ひらめいている。幻げん惑わくの剣だ。


　対して、ジローの剣は苛か烈れつにして俊しゆん敏びんだった。キリマの剣先に惑わされることなく、斬ざん撃げきを残らず弾はじき返して、逆に斬り込んでいる。


「さすがっ」


　とキリマが笑った。


　ジローは笑わない。相手にせず、容よう赦しやない攻こう撃げきを続ける。


　キン、キンと硬こう質しつの刃音が夜の街を駆かけ抜けた。ジローは本気だ。が、彼の――『銀刀』望月ジローの本気の刃を、キリマはしっかりと受け、そして返していた。


　――この人、強い！


　ジローの高速の足運びは、大地の粉ふん塵じんを舞い上げた。しかし、キリマのそれは、まるで地面の少し上に浮いているようだ。好こう対たい照しようの、互ご角かくの戦いだった。ろくに目もく視しもできないのに、ミミコは目を逸そらせなかった。




[image: ]


　数十合刃を合わせたのちに、二人はパッと同じタイミングで距きよ離りを開けた。


　ジローは銀刀を上段に構え、烈れつ火かの気き迫はくで敵を圧あつしている。逆にキリマはだらりと肩の力を抜き、まるで引きずるように刀を下段に構えていた。


　ジリジリと、二人の間の緊きん張ちよう感かんが高まっていく。ところが、その緊張を、ミミコの携けい帯たいの着信音が破やぶった。


「え？」


　それどころではなかったが、もどかしく番号を確かく認にんする。


　上じよう司しからだ。何なに事ごとかと思って電話に出たミミコは、


「そんな！」


　と声を上げた。まさに斬り結ぼうとしていたジローとキリマの剣が止まった。


「待って下さい！　手出しするなってどういう事ですか！」


　ミミコの叫さけびに、銃じゆう声せいが答えた。


　思わず竦すくみ上がってそちらを見ると、頭を撃うたれて痙けい攣れんするダニエルの隣となりで、テッドが拳けん銃じゆうを構えていた。


　そのまま、唾つばでも吐はくかのように引き金を絞しぼり、銃じゆう弾だんを浴あびせる。ダニエルの体は二度、三度と跳ね上がり、ついには灰になって崩くずれた。


「あなた！」


「……筋すじは通したぜ」


　テッドは親指で相棒を指した。見れば、チャーリーが携帯で誰かと連れん絡らくを取っている。


　反はん射しや的てきに理解した。『豪王フォワード』だ。『カンパニー』上じよ層うそ部うぶに直接話を通したに違ちがいない。


「まったく、やっかいな姉ちゃんだ。頑がん固こな上に『銀刀』なんてとんでもない護衛クローザーまで連れてやがる。そうと知らずにつっかかったとは、俺たちも相当の間ま抜ぬけだぜ。――が、さっきも言ったが、これはお前ら人間が口を挟はさむ余地のない、純じゆん粋すいな血族間のトラブルだ。『カンパニー』の仕事じゃないんだよノツト・ユア・ビジネス。ＯＫ？」


　テッドは、いままさに上司が口にしたことと同じ内容をミミコに告つげた。上司のそれが苦く渋じゆうを滲にじませたものだったのに比べ、テッドの口くち振ぶりは冷れい静せいそのものだ。


「あちゃー」


　とキリマが額ひたいを叩たたいた。


「またターゲットを殺し損そこねた。上にどやされるぜ。ついてない」


「『豪王』は、約束通り報酬を払はらうそうだ」


「そういう問題じゃないんだよ、うちの血統は……ま、どうせ俺の成せい功こう率りつなんか、たかが知れてるか。それより――」


　キリマはジローに視線を向けた。ジローは灰と化したダニエルをやり切れない目で見つめている。


「……相変わらず半はん端ぱな剣を振るってるな、ジロー。つまらないだろ？　お前ほどの剣けん士しが？」


　そのとき、キリマの声には相手をからかう調子がなかった。まるで本心からジローを哀あわれんでいるかのようだ。


「お前はいつもそうだった。人間のために剣を振るってなんになる。いい加か減げん、目を覚ませよ、ジロー。剣が泣くぜ」


　ジローは黙だまったままキリマの台詞せりふを聞いていた。それからコタロウに視線を移し、ミミコに移した。


「兄者……」


　と、ようやく立ち直ったコタロウがつぶやく。


　――ジローさん……


　ミミコも言うべき言葉が浮うかばず、黙ってジローの視線を見返した。


　すると、ジローは顔を伏ふせ、ニヒルな――しかし不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。


　胸を張って立ち、銀刀を持った右腕を、真まっ直すぐキリマに突つき付ける。


「剣が泣く？　戯ざれ言ごとを。私の剣は『守る剣』。守るべき者を守り、誇ほこるべき信しん念ねんを貫つらぬくための剣。何なに故ゆえ嘆なげくことがある」


　きっぱりと、そう言い放った。ヒュー、とキリマが冷やかすように口くち笛ぶえを吹ふいても、ジローは堂どう々どうと彼をにらみ返していた。


「……それが香ホン港コンで学んだことか？」


　とキリマ。


「いや、特区ここで学んだことだ」


　とジローは答えた。


「ジローさん……」


　ミミコがつぶやく。いつしか胸に当てていた手のひらを、固く握にぎりしめていた。


　キリマは「へえ」と可お笑かしそうに言い、


「なるほどね、今度は観かん光こうで来てみよう」


「来るな。二度と顔を見せるな」


「楽しかったぜ、剣けん友ゆう。またやろう」


「死んでしまえ」


　そして、キリマは去っていった。気が付くと、テッドとチャーリーの姿も消えている。仕事が済んだので、もう用はないのだろう。


　残されたのは、ミミコと兄弟。そしてダニエルの灰だけだった。


　ジローが振り返り、ミミコを見る。お互たがいしばらく無む言ごんだったが、やがてジローが息をついた。


「……後あと始し末まつをしますか」


「そうね。それもあたしたちの仕事だもん」


　とミミコは精せい一いつ杯ぱい笑った。


「最悪の仕事だけど」


「……いいえ」


　ジローは優やさしく首を振った。


「誰かが為なすべき仕事です」


　ミミコはジローの台詞を聞くと、少し間を開けてから嚙かみ締しめるように頷うなずいた。


「……ええ。あたしたちのアワー・ビジネス、ね」




インターミッション４







「いや参まいった。あんた大した剛ごう剣けんだな」


「あなたこそ。剣けん筋すじに予想が付かない。驚おどろきましたよ」


　感かん心しんするキリマに、ジローが答えた。[image: ]しよう介かい石せきが北ほく伐ばつを再開した一九二八年、偶ぐう然ぜん知り合った同どう郷きようの吸血鬼同士で、手合わせにと剣を交まじえた直後だった。


　軽い気持ちで始めた試合は、思いもよらず白はく熱ねつした。剣を収めたいまでは、どちらの顔にも相手に対する純じゆん粋すいな敬けい意いが表れているほどだ。


「示じ現げん流りゆうか。もとは幕ばく末まつの志し士し殿どのかな？　とすれば俺の親おや父じの世代だ」


「いえ。志士だったのは祖父です。この剣はその祖父から習いました」


「じゃあ俺たちはほとんど同世代って訳か。ほんと、奇き遇ぐうだな」


「あなたの剣は変わっていますね。良ければ流りゆう派はを教えてもらえますか」


「俺のはこう見えて将軍家縁ゆかりの剣だぜ。といってもお庭にわ番ばんの方だがな」


「忍しのびの？　それは珍めずらしい」


「まあな。自分で言うのも何だが、忍にん者じや吸血鬼は世界でも俺だけだろうぜ」


　驚くジローに、キリマはニヤリとする。こんな風に自分の過か去こを語るのは、転てん化かしてから初めてのことだった。どうも自分は彼が気に入ったらしい。


「今度一いつ緒しよに日本酒でも飲もう。あんた、当分この辺へんにいるんだろ？」


「はい。この一いつ帯たいを治おさめる血けつ族ぞくが、近くに屋や敷しきを構かまえていましてね。そこに厄やつ介かいになっています」


　ジローが言うと、キリマはぴくっと笑うのを止めた。


「……へえ。用よう心じん棒ぼうにでも雇やとわれてるのか？」


「いえ。そこの長おさが私の闇の母ナイト・マムの知り合いらしく――ご存じなんですか？」


　ジローが尋たずねた。キリマは慌あわてて首を振ふった。


「仕事でちょっとな。……それよりさっきの話だが、明日はどうだ？　日本の板前がいる店を知っててね。あんたの闇の母ナイト・マムも連れて来ればいい」


「急ですね。でも、構かまいませんよ」


　ジローが約束すると、「よし。決まり」とキリマはジローの肩かたを叩たたいた。


「……しかしまあ、因いん果がな血だぜ。俺の血統ってのは」


　ジローが「え？」と聞き返す。キリマは何でもない様子で笑った。


「明日の夜九時にしよう。絶ぜつ対たい来てくれよ、ジロー。絶対に、な」









　　第五話　特区の少年王










　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの血けつ統とうは、大きく三つに大たい別べつされる。


　ひとつは、大たい陸りく系けい吸血鬼の血統。


　ひとつは、欧おう州しゆう系けい吸血鬼の血統。


　そして、そのどちらにも続さぬ血統。


　吸血鬼の大都市たる特とつ区くには、これら三つの血統に属する血族が揃そろっていた。彼らは『カンパニー』との間に協定を結ぶことで、人との衝しよう突とつを避さけながら夜の闇やみに生きている。


　このうち、大陸系吸血鬼たちを束たばねるのが、協定の良き理解者にして、『真しん祖そ混こん沌とん』の直系たる大吸血鬼だった。


『東ひがしの龍りゆう王おう』セイである。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







「――報告は以上です」


　と葛かつら城ぎミミコは恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。


　朱しゆ塗ぬりの柱が並ぶ広間。


　暗いのは窓がないためだ。この屋や敷しきの住人たちは光を必要としない。唯ゆい一いつ、真しん鍮ちゆう製せいの灯とう籠ろうだけが、薄うす闇やみの中、朧おぼろな光を掲かかげていた。香こうが焚たかれているのだろう。微かすかに甘あまい香かおりが漂ただよっている。


　ミミコの報告に、


「そうか」


　と幼い声が答えた。


　広間の奥おくに一脚きやくの椅い子すが置かれている。左右に黒こく衣いの男女二人が従したがい、背後の壁かべには龍を描えがいた錦にしきが飾かざられている。


　その椅子に、一人の少年がちょこんと座すわっていた。


　十歳さい前後と思おぼしき東洋系の少年だ。つやの良い黒くろ髪かみを首の後ろで小さく束ね、ゆったりとした古風な中ちゆう華か服ふくを身に着けている。まだあどけない顔つきながら、なぜか目に丸いサングラスをかけていた。


　この少年こそが龍王セイである。


「『豪ごう王おう』のこと、余よも聞いた。まさかかの血族が、余の庇ひ護ごする血族に紛まぎれ込んでいようとは。余の落ち度。済すまぬことだった」


　とセイが頭を下げる。


　まるで成績の低下を謝あやまる子供のようだが、ミミコは慌あわてて「とんでもない」と恐きよう縮しゆくした。


　セイが少年の姿なのは、それが転生した姿だからだ。彼はこれまで幾いく度どもの転生を繰くり返し、悠ゆう久きゆうの時を生きてきた。その格の高さと力の強大さたるや、特区の吸血鬼の中では群ぐんを抜ぬいている。


　のみならず、長い歴史を誇ほこる彼の血族は、人間社会に対しても強い影えい響きよう力りよくを持っていた。『カンパニー』にとっても、なくてはならない最さい大だいの協力者なのだ。


「結局は力及およばず、お騒さわがせしてしまいました。色々面めん倒どうな後あと始し末まつもお願いすることになりますし、謝るのはあたしの方です」


「いや。『老ろう牙が』の手の者まで関かかわっていたと聞いた。ミミコにも危険な目に遭あわせたであろう。余の注意が足りなかった」


　とセイは繰り返した。


　実は二人は面めん識しきがある。ミミコの護衛クローザーをするジローは、セイとは香ホン港コン聖せい戦せんで共に戦った戦友同士なのだ。その縁えんで、ミミコもセイとは親しくさせて貰もらっている。


　しかし、セイの寛かん容ような態度に対し、それまで無言で控ひかえていた黒衣の女性が、


「恐おそれながら――」


　と軽く平へい伏ふくして口を開けた。


　セイの血統に属する、古ふる株かぶの吸血鬼だ。


「特区に移住せし大陸系の血族は、そのほとんどがセイ様の加か護ごを頼たよっております。不届き者が紛れ込んだからといって、セイ様の過か失しつとは申せますまい」


　と一度言葉を切り、彼女は冷たい美び貌ぼうをミミコに向けた。


「むしろ、下げ賤せんの者に目を光らせるは『カンパニー』の仕事。しかも、昨夜の事件が起きたのは中国人街チヤイナ・タウンのただ中であった。セイ様のお膝ひざ元もとでかような流りゆう血けつ沙ざ汰たなど、『カンパニー』こそ怠たい慢まんを責められるべきではないか、調停員コンプロマイザー」


「は、はい。誠まことに恐縮です」


　ミミコが急いで頭を下げる。一いつ瞬しゆん合った目が、本気で怖こわかった。


「良い、月ユエ梅メイ。ミミコを責めるな」


「しかし……」


「良いのだ。なるほど、互たがいに至らぬところがあった。大切なのは、それを認め合うこと。そして次に活いかすこと。余らにとり、互いの信しん頼らいこそ宝たから。それを徒いたずらに貶おとしめるな」


　それは声こそ子供らしい幼い声だが、聞く者に染しみ入るような口くち振ぶりだった。諫いさめられた月梅も険けんの取れた顔になり、「はい」と素す直なおに頭を下げた。


　セイが口にしたことは、調停員の存在意義そのものである。異い種しゆ族ぞく間かん、また血族間の和を「調停」することこそ、ミミコの仕事に他ほかならない。


　――みんなこれぐらい理解があれば。


　と思わずにはいられなかった。


「それはそうとミミコ。ジローとコタロウは最近どうか」


「あ、はい。いつも通りです。邪じや魔まなぐらい元気ですよ」


　話が事件から逸それたので、ミミコは安心して笑え顔がおを見せた。


　するとセイは唇くちびるを尖とがらせて、


「最近ちっとも顔を出さぬ」


「はは……セイさんはお忙いそがしい方ですし、不ぶ躾しつけな訪問をするわけには参りませんから」


「『カンパニー』の上の者どもはよく来るぞ。いつも大した話をしているわけでもない」


　納なつ得とく行いかぬ様子だ。『カンパニー』上層部が出向く以上、絶対「大した話」であるはずなのだが、それにはあまり興味がないらしい。ミミコは冷ひや汗あせを隠かくして愛あい想そ笑わらいを浮うかべた。


「そうですね。コタロウ君も会いたがってたし、今度お時間のあるときにでも――」


　と言いかけたミミコだったが、月梅の突つき刺ささるような視線に気付いて思わず口を閉とざした。


　すかさず、


「セイ様。そろそろ『マリーン・バンク』との定例会のお時間です」


「なに？　しかしあれは夕方の――」


「先にお目通しして頂かねばならない資料がございます。今回はＣＥＯ組合マネー・キヤビネツトからも幾いく人にんか参加しておりますし、ウォーロック家が本家のことで報告したいことがある旨むね、あらかじめ伝でん達たつ済ずみでございますれば、こちらも担たん当とうの者と詳しよう細さいな打ち合わせをする必要が――」


「そ、そうか。わかった。行く」


　立て続けに言ごん上じようする月梅に、セイがやむなく腰こしを上げた。


「済まぬ、ミミコ」


「いいえ、ありがとうございました」


　むしろほっとしながらミミコは答えた。


「それでは、セイさん。次の拝はい謁えつの機会を楽しみにしています」


「うん。明日は発売日だしな」


　去さり際ぎわにぽつりとセイが言った。


　え？　とミミコが顔を上げたとき、すでにセイは別室に向かっていた。


　――……独ひとり言ごとかしら？


　ミミコは内ない心しん首くびを捻ひねった。とはいえ、セイの屋や敷しきを出るころには、去り際の台詞せりふのことなどすっかり忘れていた。
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　思い出したのは翌よく日じつである。


　掃そう除じも洗せん濯たくも終え、そろそろ奮ふん発ぱつして買った『舶はく来らい堂どう』のカステラでも食べようかな、などと思いながら、ミミコは土ど曜ようの午後を楽しんでいた。


　控ひかえ目めなノックに気き付づき、「はーい」と玄げん関かんに出てドアを開けると、そこに日ひ傘がさを差し、手て袋ぶくろをしたセイが立っていた。


「[image: ]ニイ好ハオ」


「え、あ、こんにちは」


　思わず答えるミミコ。その脇わきをとことこ通り、セイは中に入って日傘を畳たたんだ。


「曇くもりでよかった」


「そうですね……って、ええ!?　セ、セイさんっ。どうしたんですか、急に？　何か事件でも――!?」


「遊びに来た」


「あ、遊びにって――うちに？」


「そう」


　当然のようにセイが答えた。ちょっと待ってくれ、とミミコは思った。


「そんな急な……ろくなお持てなしの準備もしてませんし――」


「気にするな」


「でも、そういう訳には――」


「良い」


「いや、だからですね――」


　言い淀よどむミミコに、手袋をしまっていたセイが、急に気がついた様子で頭を上げた。


「ひょっとして取り込み中であったか？」


「取り込み中……ってことでもありませんけど、でも……」


「……余が来たのは迷めい惑わくであったろうか？」


　しゅんとした口く調ちようでセイが尋たずねた。「う」とミミコが言葉を詰つまらせる。


　何しろ見た目が小さい子供だ、自らの失敗に傷ついた様子で消しよう沈ちんされると、ミミコも強い態たい度どに出られない。


「……汚きたないところですが」


　と言ってセイを奥おくに通した。


　ミミコの住む古ビルは、もともと資し材ざい置おき場に利用されていた建たて物ものだ。その名な残ごりで、一階には段ボールが積つまれ、壁かべ代がわりの仕切りになっている。


　その奥に、ミミコの同どう居きよ人にんが生活するスペースがあった。


「あー！　セイじゃないっ。久しぶり！」


　セイが姿を見せると、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年が大喜びで彼を迎むかえた。コタロウだ。兄のジローがセイと親したしかったおかげで、コタロウも彼とは仲がよい。


　セイも顔をほころばせ、


「コタロウ、元気だったか」


「もちろん！　今日はどうしたの？」


「うむ。実は……」


　と、セイは肩かたから斜ななめがけしていたカバンに手を入れ、ゴソゴソと中をかき回した。


　のぞき込もうとするコタロウを横よこ目めに見て、ぴたりと手を止める。それから、


「……ふふふ」


　と笑いつつ、もったいぶった手つきで何かを取り出した。


　ミミコも気になって、後ろからセイの取り出した物を眺ながめた。


「ゲーム機？」


　携けい帯たい式しきのゲーム機らしい。そういうことに疎うといミミコは種しゆ類るいまではわからなかったが、それを見たコタロウは目と口をＯオーの字にした。


「あーっ！　ＧＤ３！」


「うむっ。で――」


「あああっ!?　ナイモンⅥだ！　新作じゃないっ!?」


「今日発売」


「そ、それも特区限定バージョン！　うわーっ。うわーっ」


　鼻の穴までＯの字にして、コタロウは興こう奮ふんした。ミミコはよくわからず「ＧＤ３？　ないもん？」と首を捻っている。


　一方セイは、コタロウの様子を実に満足そうに眺めながら、


「ぽちっ」


　とゲーム機の電源を入れた。


　画面が明るくなり、軽けい快かいな音楽が流れ出す。するとコタロウは、目をきらきら輝かがやかせて小さなディスプレイにかじりついてしまった。


「スゴイスゴイ！　これって前のパーティー引き継つげるの!?」


「クラス・ロードのみ可か能のう」


「あ、これだね。うわ、ジャルドンがいるじゃない。スキルは？　装そう備びは何？」


「ハイウィザード。マガツの杖つえをフルレンジで標準にしている。補ほ助じよにシシリト」


「ヘー。セイ、テクニカ系なんだ。でも、それだと本ストきつくない？」


「Ⅴはやり込んだ。ハードでも四下でいける。サンソードが三本ある」


「わ、スゴイや。レアキメっぽい」


　声を揃そろえて笑う。


　何なに語ご？　とミミコは眉まゆをくねらせた。


　しかし、相手が相手だ。途と方ほうに暮くれてほったらかす訳にもいかない。


「さ、最近のゲーム機は高性能ですねぇ。音も画面も、とっても綺き麗れい」


　取りあえず無ぶ難なんなところから褒ほめてみた。


　途と端たんにセイはミミコを振ふり返り、


「であろ？」


　と相そう好ごうを崩くずした。にやけきった顔に、昨日の威い厳げんは欠片かけらもない。


「セイさん、ゲーム好きなんですね」


「無む論ろんだ。しかし……」


　とセイはうつむき、


「屋や敷しきの者らは、この素す晴ばらしさに理解を示さん」


　そう言って、世界的に高名な吸血鬼の長老は、嘆なげかわしそうに首を振った。「まあそうですかそれはそれは」と、そつのないビジネス・スマイルでミミコが答える。すでに半なかば以上、接せつ待たい気分だ。


「いいなー、セイ。ぼくもＣＭ見て、兄あに者じやに欲ほしい欲しいってお願いしてるのに、兄者ったら話も聞いてくれないんだもん」


　セイの手元を見つめながら、コタロウは兄の愚ぐ痴ちをもらした。


　ジローは日ひ頃ごろから、遊ぶより先に自らを鍛きたえろと口を酸すっぱくして言っている。ましてや自分自身がデジタル機き器きを大の苦手にしているものだから、ゲーム機を買い与あたえるなど考えられないことだった。


　するとセイは、またしても『ふふ』と笑ったかと思うと、カバンの中からもう一台同じゲーム機を取り出した。


「これを貸そう」


「ええ!?　なんでセイ、二台も持ってるの？」


「余はスポンサーをしている。これは余が言って献けん上じようさせた」


　さらりとすごいことを言う。


　セイはコタロウにゲーム機を手て渡わたすと、さらにケーブルを取り出して、二台のゲーム機と部屋にあったテレビとを接せつ続ぞくした。


　ゲーム機の設せつ定ていをいそいそ済ませ、


「これで対たい戦せんが可能」


　と得とく意いげに言った。


　無む論ろん、コタロウに不ふ満まんのあるはずもない。


「やろうやろう！」と大おお張はり切きりである。


　二人は絨じゆう毯たんの上にぺたんと座すわると、テレビに出しゆつ力りよくされる画面を真しん剣けんににらみながらミミコそっちのけでゲームを始めてしまった。


　ミミコは思わず、昨日会った月梅の厳きびしそうな顔を思い出した。


　セイは長い時間を生きた吸血鬼だが、転生を繰くり返したせいもあり、いまだに肉体の幼さから影えい響きようを受けている面がある。しかし、彼は特区の重じゆう責せきを担になう身だ。由ゆい緒しよ正しい大血族の長おさでもある。屋敷ではこうして満足に羽を伸のばすことも難しいのかもしれない。


　――ま、いいか。


　並んでテレビに向かう二人は、いかにも子供っぽく微笑ほほえましかった。


「……お茶、淹いれてきますね」


　そう声をかけたが、すでに二人ともゲームに夢中で返事もしない。ミミコは苦く笑しようしてキッチンに向かった。
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　派は手でな効果音が鳴り響ひびき、画面の中で対戦していたモンスターの片方が倒たおれた。


　同時に、


「よしっ」


　とコタロウが歓かん声せいを上げてガッツポーズを取った。反対に、セイは無言のまま固かたまっている。


　ミミコがちらりとのぞき見れば、コタロウのゲーム機に「ＷＩＮＮＥＲ！」の文字が浮うかんでいた。かれこれ九回連続の光景だ。


「やったー、また勝った！　これ面おも白しろいねー、セイ！」


「……そ、そうであろ？」


　喜き色しよく満まん面めんのコタロウに、セイも苦心して笑えみを返す。とはいえ、その笑顔が硬かたいことは、サングラスをかけていても明らかだった。


「えーと……」


　見守っていたミミコは必ひつ死しになって言葉を探した。


「さ、さっきの怪かい獣じゆう、不ぶ細さい工くなデザインですよね！　鳴なき声ごえが『キョエー』ですって。あはは。おかしいわあ」


「……余がカスタマイズした」


「で、でも動きは速くて超ちよう強つよそう！　戦い方に華はながあるっていうか、そこはかとない威い厳げんのようなものがっ。やっぱりこんなゲームもプレイヤーの違ちがいが出るのかしらあ？」


「……そして負けた」


「あらあらあら！　セイさんお茶が冷めてますわっ。いまお取り替かえしますわね！」


　ミミコは素す早ばやくカップを手に取り、キッチンへと避ひ難なんした。


　――いかん。


　強こわ張ばった顔から愛あい想そ笑いが取れない。そのくせ、背せ筋すじには嫌いやな汗あせが滲にじんでいる。


　――あ、あんなセイさん、初めて見るわ。これはまずい。とてもまずい気がする……


　調停員としての勘かんが、黄色の注意ランプから赤の警けい告こくランプに変わろうとしている。腰こしを据すえて対たい策さくを練ねろう、とミミコは思った。


　しかし背はい後ごから、


「もう一回！　もう一回やろう！」


　と叫さけぶコタロウの声を聞いて、慌あわてて部屋に引き返した。


「よ、よし」


　頻しきりに自分のゲーム機でデータを検けん討とうしながら、セイはコタロウの願い通り十回目の対戦に突とつ入にゆうした。


「コ、コタロウ、今度は本気だ！」


「よーしっ。望むところだ！」


　ジャジャーン、とすでに見み慣なれた対戦開始のデモシーンが流れ、新しいモンスター二匹ひきが、テレビ画面に登場した。横から見るだけのミミコの方がハラハラした。


　本気という言葉に噓うそはなく、セイは対戦が始まるやいなや、前のめりに身を乗り出した。ミミコが仰ぎよう天てんするほどの速度でゲーム機のボタンを連れん打だする。コタロウも負けていない。セイと同じほどに前のめりになり、口を結んでボタンを叩たたき出した。


　どちらも呼吸を忘れている。ミミコは圧あつ倒とうされつつテレビ画面を見つめた。


　ほどなく、見慣れた光景が繰くり返された。


　これで連続十回目になる。


「よぉしっ！」


「……馬ば鹿かな」


　呆ぼう然ぜんとしてセイがつぶやいた。「勝ったー勝ったーまた勝ったー」とコタロウが無む邪じや気きな笑顔で即そつ興きようの歌を歌う。セイは小さな肩かたを屈くつ辱じよくに震ふるわせていた。


「……わからぬ。このメンバー。この装そう備び。何なに故ゆえ余が、このような……」


「セイさんっ。新しいお茶が入りました。どうぞ！　さあ、どうぞ！」


「……コタロウは今日が初プレイ。余は……余は実は……だったか？」


「ああそうだカステラもありましたっけ！　いまっ。ただいまお持ちしますねっ！」


　引きつる笑顔でミミコがまたも席を立つ。


「ミミちゃーん。ぼくも紅茶おかわりー」


「く、このスットコドッコイ……！」


　怒いかりに目が眩くらみそうだったが、セイの手前怒ど鳴なることもできない。ミミコは大急ぎでキッチンにとって返すと、楽しみにしていたカステラを惜おしみなく切り分け、一番高価な紅茶を淹れて部屋に戻もどった。


　すると、ちょうど十一回目の対戦に決着がついていた。目を背そむけたかったが、コタロウの勝ちだった。


　コタロウが今度は勝利の舞まいを舞う。セイの陰いん鬱うつとしたつぶやきは、さっきの倍近くになっている。


「よーし、セイ！　もう一勝負だ！」


「…………む」


　唸うなり声に近い声でセイが返事をした。


　もはやこれまでと、ミミコは紅茶の載のったトレイを、コタロウの金きん髪ぱつに狙ねらい定めた。


　が……


　――待って！　要はコタロウ君にゲームを止やめさせればいいんだから……


「コタロウ君ストップ！　次、あたしがやる！」


「え？」


　コタロウとセイが同時に振ふり向いた。


「い、いいでしょ、セイさん？　あたしも見てるだけじゃつまらないですよ」


「それは……そうであろうな」


「ですから、ね？　あたしにもやらせて下さい」


「えー。だってミミちゃん、やり方わからないじゃない」


　コタロウが不ふ服ふくそうに口を尖とがらせた。殴なぐりつけそうになる自分を抑おさえ、ミミコは全力でスマイルを死し守しゆした。


「それはだから、セイさんに教えてもらおうかなって。セイさんが仰おつしやったとおり、とても面白そうなゲームですもの。後こう学がくのためにも、ぜひプレイさせて下さいな」


　ここぞとばかりに愛想を振りまき、ミミコはセイににじり寄った。


　自分の好きなゲームを褒ほめられれば、誰だれだって悪い気はしない。


「よし。ではコタロウ。ミミコと交こう代たいだ」


　と気を取り直した口振りでセイは言った。


　コタロウも渋しぶ々しぶ、ゲーム機をミミコに渡わたした。


「うわー楽しみだわー。セイさん、ちゃんと手て加か減げんしてくれないと嫌いやですよ～？」


「うむ。する」


　すっかり機き嫌げんが良くなったセイに、ミミコは胸の中でＶサインを決めた。


　――どう？　この程てい度どの「調停」、あたしにかかれば、ちょちょいのちょいよ。


　あとはそれとなくセイに花を持たせればいい。ミミコはほくそ笑えみ、ようやくにして、自分のために淹いれていた紅茶に口をつけた。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　派手な効果音が鳴り響ひびき、モンスターの片方が倒たおれた。


　同時に、


「ミミちゃん、すごーい！」


　とコタロウが拍はく手しゆを送った。セイはと言えば茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで、わなわな全身を震ふるわせている。ミミコは蒼そう白はくになっていた。


　視線を手元に向ければ、自分の操そう作さするゲーム機に「ＷＩＮＮＥＲ！」の文字が浮うかんでいた。かれこれ九回連続の光景だ。


「ミミちゃん、センスあるなー。ひょっとしたらぼくより強いんじゃない？」


　まだ負けなしのコタロウが、ミミコの実力を評ひよう価かした。ミミコは聞いていなかった。


　――……こんな……はずでは……


　最初は負けていたのだ。ところが段だん々だん形けい勢せいがひっくり返り、気が付けば九連勝である。


　あまりにわざとらしく――たとえばボタンに触さわらないでいると、セイがこちらをにらむのである。仕方なく適てき当とうにボタンを叩いていると、勝手に勝ってしまうのだ。しかも自分がしでかしていることだから、フォローのコメントを入れることもできない。


「ミミちゃん、次！　もう一試合！」


　コタロウに急せかされ、ミミコはハッと正しよう気き付づいた。


「いや、その……あ、あたし、そろそろ晩ばんご飯はんの用意を……」


「……ミミコ」


　ゴオン、と頭の上に鉄の塊かたまりが乗りかかるような感覚がした。


　息をのんで呼ばれた方向を向くと、特区最強の古血オールド・ブラツドは、自分のゲーム機を凝ぎよう視ししたまま口を開けた。


「やろう。もう一勝負」


「…………はい……」


　泣きそうだった。


　ジャジャーン、とすでに見るだけで吐はき気がしそうな対戦開始のデモシーンが流れ、新しいモンスター二匹が、テレビ画面に登場した。ゲーム機を持つ手が痙けい攣れんしている。もはや失敗は許されない。


　セイはとっくに本気モードだが、ここ数回の対戦では、気負う余あまり操作が乱らん暴ぼうになっていた。ミミコは、呼吸が上手にできない自分を意い識しきしながら、張り詰つめた面おも持もちでモンスターを操作した。コタロウ一人が能天気にミミコを応おう援えんしている。


　ほどなく、見み慣なれた光景が繰くり返された。


　これで連続十回目になる。


　――神様……


　脳のう裏りに上司や同どう僚りようの顔が浮うかぶ。ごめんね。みんな。あたしもう、調停員としてやっていけないかもしれない……


　と、そこへ――


「やれやれ。不ふ穏おんな力がするから何なに事ごとかと思えば」


「ジローさん!?」


「兄者！」


　ミミコとコタロウが、後ろを振り向いた。


　黒くろ髪かみ黒くろ目めで長身の青年は、まったく、と言いたげな様子で部屋に入ってきた。いままで寝ねていたのだ。起き出すにはまだ早い時間だが、外の騒さわぎを察さつ知ちしたらしい。


　仏ぶつ頂ちよ面うづらで部屋を眺ながめて、


「龍殿どの。力がもれ出ています。『東の龍王』ともあろう方が、なんですか。月梅さんが見たら、目を吊つり上あげますよ」


「ジ、ジロー……余は別に」


　ジローの指し摘てきにセイがやや狼狽うろたえる様子を見せた。何しろ桁けた外はずれの力の持ち主だ。力の制せい御ぎよを損そこなえば、もれ出るだけでも甚じん大だいな被ひ害がいをもたらしかねない。


　ジローは今度はミミコに目を向けた。


「ああジローさん。あたしは、あたしはただ、ちょっとゲームを……」


「わかってますよ。だいたいのところは、途と中ちゆうから見てましたから」


　ジローは肩かたを竦すくめた。


「どうも空気が悪いですよ？　私はテレビゲームはさっぱりですが、ゲームとは楽しく遊ぶものでしょう？　龍殿も。そんな風に勝敗にこだわるのではなく、もっと気楽に楽しんで下さい」


「う、うむ」


　少しは自じ覚かくしていたのか、セイが素す直なおに反はん省せいする。こういうところは、大血族の長老と思えぬほど素直だ。幼い身体からだを持っていることの良い面だろう。


「それと、ひとつ気になったのですが？」


「な、なんだ？」


「ほら。ミミコさんのゲーム機。この隅すみっこに出ているマークはなんですか？　これだけ、龍殿の方にはないのですが」


　ジローがミミコの側そばによって指を指さした。セイとコタロウがのぞき込み、同時に、


「あー！」


　と大声を出した。


「ハンデ・モードになってる！」


　とコタロウ。


「なんです、それは？」


「対戦するとき、有ゆう利りになるモードだよ。ほら。あんまり強い相手とやっても面おも白しろくないでしょ？　そういうとき、弱い方はハンデがもらえるように設定できるんだ」


「それが機き能のうしていたと？　ははあ、道どう理りで。後ろから少し見ただけでも、龍殿の方が明らかに慣れた手つきでしたからね。ミミコさんが勝ったのはおかしいと思いました」


　ジローが頷うなずくと「え、え、じゃあ」とミミコの顔に赤みが差した。


　ミミコがセイを振ふり向く。目が合うと、啞あ然ぜんとしていたセイにも、ゆっくりと笑え顔がおが戻もどってきた。


「セイさん！　もう一回やってみましょう。今度は同じ条件で！」


「うむっ」


　力強く頷くセイ。二人は急いで十一回目の対戦を行った。


　いい勝負になった。が、手て抜ぬきなしで、セイはミミコのモンスターをやっつけた。


「やったー！」


　負けたミミコは、涙なみだまで流して歓かん喜きの声を上げた。


　敗はい北ぼくがこれほど喜ばしく思えたのは、生まれて初めてのことだ。セイもほっとした様子で全身の力を抜いた。


　そのあとコタロウとも対戦したが、懸けん命めいに操そう作さするコタロウを、セイは易やす々やすと下すことができた。そのまま連勝され、コタロウは、


「ああ～」


　と残念そうな声を出した。


「スゴイっ。三連勝！　セイさん強い！　カッコイー！」


「や、やめぬか、ミミコ」


　満まん更ざらでもない様子で、セイがはにかむ。ミミコは踊おどり出したいぐらいだった。


　――良かった……ほんとに良かったよう。


　これですべて上う手まくいった。ジローさんありがとう、とミミコは心の底から自らの護衛クローザーに感謝した。


「そうだ。今度は兄者がやってみなよ」


「あ、そうね。せっかくだもん。ジローさんも試ためしてみなさいよ」


　コタロウの提てい案あんにミミコも面おも白しろそうに賛成した。ジローは「ええ？」と渋しぶい顔をした。


「駄だ目めですよ。二人とも知ってるでしょう。私はこの手の機械が、まるで駄目なんです。龍殿の機械を壊こわしてしまっては申し訳ない」


　ジローはそう言い訳したが、肝かん心じんのセイが、


「良い。ジローもせよ」


「いや、しかし龍殿……」


「壊したとて怒おこらぬ。面白いぞ。とても楽しいのだ」


　セイの台詞せりふにコタロウがうんうん頷く。ミミコはクスクス笑いながら、苦にがい面持ちのジローにゲーム機を差し出した。


「……少しだけですよ？」


「うむっ」


　観かん念ねんしたジローに、セイは楽しげに頷いた。
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　派手な効果音が鳴り響ひびき、モンスターの片方が爆ばく発はつした。
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　同時に、


「いえーい！　またまた兄者の勝ちー！」


　とコタロウが飛び上がった。セイの顔面からは一いつ切さいの感情が消えている。ミミコは失しつ神しん寸すん前ぜんだった。


　遠のきそうな意識のまま視線を投げれば、ジローのゲームに「ＷＩＮＮＥＲ！」の文字が。かれこれ十七回連続の光景だ。


「兄者スゴイじゃーんっ。初めてで、しかもハンデもなしなのにさ。才能あるよ、才能」


「そ、そうでしょうか？」


「絶対あるって！　ぼく、ウルトラ・パーフェクト・コンボなんて初めて見たもん！　兄者ってば天才だよ！」


「アハハ。おだてないで下さい。コタロウ」


　ものすごく満更でもない様子で、ジローがにやつく。デジタル機器に対する苦手意識が強かっただけに、自分でも嬉うれしくて仕し方かたがないらしい。


「それにしても、案あん外がい面白いものですね、これは。実に楽しい」


「でっしょー？　嬉しいなあ。兄者がそんなこと言ってくれるなんて。ねえ、セイ？」


　コタロウがニコニコしながらセイに同意を求める。セイはぴくりとも反はん応のうを示しめさなかったが、兄弟はまるで気にしなかった。


「さあ、十八戦目、行ってみよー」


　元気よくコタロウが言う。ジローは意い気き揚よう々ようとスタートし、セイものろのろとボタンを押おした。


　ジャジャーン、と呪のろわしい対戦開始のデモシーンが流れ、新しいモンスターが現れ、やがて、見慣れた光景が繰くり返される。これで連続十八回。


「……あ、あたし、そろそろ晩ばんご飯はんの用意を……」


　よろよろしながらミミコが立ち上がり、血の気の失うせた足取りでキッチンに避ひ難なんしようとした。


「あ、ミミコさん。ついでに私にも紅茶をお願いします。アールグレイでよろしく」


「……このロクデナシ……」


　殺さつ意いに我われを失うしないそうだったが、セイの手前杭くい打うちにすることもできない。それとも、いまならできるだろうか？


　ミミコは脈みやく拍はくが乱れ飛ぶ自分を強く意識しながら、外の空気を吸おうと玄げん関かんを出た。


　外に出ると周りの様子がおかしかった。


　もうとっくに日が落ちているというのに、近所の住人たちが外に出てざわついているのだ。ただならぬ様子である。


　――何？


　胸むな騒さわぎに突つき動うごかされて、ミミコは人々のあとに続いた。


　ミミコが住む古ビルは、倉庫街の一角にある。裏うら手ては運うん河がで、河か口こうに近いため河かわ幅はばも広く、水量も豊かだ。


　そこに渦潮ができていた。


　ミミコはへなへなと座すわり込んだ。


　渦うず潮しおの流れは激しく、轟ごう々ごうと水音が聞こえてくる。よく見れば渦潮だけではない。付近に大小様々な竜たつ巻まきが発生し、運河の水を吸い上げて水柱を作っていた。そのどれもが怒いかり狂うかのように踊っていた。


　力場思念ハイド・ハンドだ。


　空そら恐おそろしいほどの強大な力がもれまくっている。


「あわわ」


　腰こしを抜かした様子だったミミコが、必ひつ死しの形ぎよう相そうで古ビルに駆かけ戻もどった。


「ジ、ジジ、ジローさんっ！」


「なんです、ミミコさん。いまいいところなのですから、邪じや魔ましないで下さい」
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「それどころじゃないのっ。渦潮がっ！　ゴーゴーって！」


「はあ？　何を言っているのです？」


　身み振ぶり手て振ぶりで伝えようとするミミコだったが、ジローは素そっ気けない態度で、あっさり次の対戦を開始した。ミミコは身み悶もだえした。


「そうだ、ご飯！　ご飯にします！　緊きん急きゆうに！」


「え、ミミちゃん、もう晩ご飯作っちゃったの？」


「いや、これからだけど、でも……！」


「どうしたのさ、ミミちゃん？　変なの」


　きょとんとしたあと、あっけらかんとコタロウが笑う。そのとき背後でセイのモンスターが木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされた。


　次の瞬しゆん間かん、どっぱーんと、まるでバケツをひっくり返したような水音が、ビルの壁かべに直接響ひびいた。


　ジローとコタロウが顔を上げる。


「なに、いまの？」


「雨、でしょうか？」


　兄弟は不思議そうに首を傾かしげた。こいつら殺してやる、とミミコは思った。


　そこへ、


「……ミミコ」


　セイが口を開け、顔を向けた。ミミコの全身が凍こおり付いた。


「……今こ宵よい、余も相しよう伴ばんして良いだろうか？　なかなか決着がつかぬゆえ……」


　まるで感情の伴ともなわないドライアイスのような声だった。が、それを代弁して余あまりあるほどに、刻こく一いつ刻こくと雨音が強くなる。


　頷うなずくしかなかった。


　――ジーザス……


　もう何度目になるかわからない対戦が、また繰り返されようとしていた。ミミコは鉛なまりのような足を引きずり、晩ご飯の用意をするべくキッチンを目指した。
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　地じ獄ごくの土曜日が過ぎ、日曜日がやって来た。


　控ひかえ目めなノックに気付き、まさか、と思いつつ玄げん関かんに出てドアを開けると、そこに日ひ傘がさを差し、手て袋ぶくろをしたセイが立っていた。


「[image: ]ニイ好ハオ」


「…………」


　立ったまま気絶しそうになるミミコ。その脇わきをとことこ通り、セイは中に入って日傘を畳たたんだ。


「遊びに来た」


「…………」


　昨夜の悪夢が脳のう裏りを占せん領りようし、ミミコからあらゆる希望を奪うばい去さっていく。


　そんなミミコの様子に気付いたのか、セイは苦く笑しようを浮うかべた。


「昨日のことを気に病やんでおるのか？　無む用よう。余は気にしておらぬ」


「……え？」


「たかがゲームではないか。負けたのは悔くやしい。でも、それだけ。ミミコも気にするな」


「セ、セイさん」


　戸と惑まどうミミコに、セイはにっこり微笑ほほえんだ。


　肩かたの力が抜ぬけていった。ミミコは安あん堵どの余り号ごう泣きゆうしそうになった。


「そ、そうですよねっ。ゲームは楽しむためのものですもの！」


「うむ。互たがいの信しん頼らいこそ余らの宝。ゲームはそれをより強くする。だから余は、ゲームが好きなのだ」


　誇ほこらしげにセイは言った。ミミコは自分の懸け念ねんに恥はずかしい思いがした。


　――馬ば鹿かだわ、あたしったら。


　考えてみれば、『東の龍王』ともあろう大物が、たかがゲームで連敗したからといって根に持つわけがないではないか。


　自分の心しん配ぱい性しようにも困こまったものだ。ミミコは苦笑いと照れ笑いを一いつ緒しよにして笑った。


　しかし……


「あ、じゃあ、今日も昨日の続きを？」


「いや――」


　ミミコが問うと、セイは急に淡たん々たんとした口調になり、サングラスの縁ふちに指をかけた。


「……あのゲーム。どうやらバグがあったようでな」


「え、バグが？」


「うむ、いまソフト会社が回かい収しゆうしておる。スポンサーとしては心苦しいこと」


　フッとわずかに微び笑しようする。サングラスのレンズが、冷たく光を反射した。


「……回収……ですか」


「うむ。そうなのだ」


「……それは……残念でしたね」


「うむ。実に残念だ」


　セイが顔を上げた。目が合う。どちらからともなく「ふふふ」と笑った。


　…………


　……いやいや。


　まさかまさか……


「あー、セイっ、また遊びに来たの？」


　セイの訪ほう問もんに気付いたコタロウが、さっそくのように寄よってきた。


「うむ。コタロウ。これを見よ」


「え？　――　あっ。スゴイっ。ヨウコレⅧのカードじゃない！　デッキまである」


「それだけではないぞ。ほら、これ――」


「あああっ!?　幻まぼろしのプラチナが七枚も！」


「やりたい？」


「もちろんだよ！　すぐやろうっ。いまやろうっ。うーん、楽しみ！」


　たちまち大興奮で、二人が段ボールの向こうへ消えていく。その後ろ姿を黙だまって見つめていたミミコからは、結局、あらゆる希望が消え去っていた。


　――神様の、馬ば鹿か。


　とりあえず釘くぎと金かな槌づちを用意する。それでジローが起きて来られないよう棺かん桶おけの蓋ふたを釘付けにしたのち、ミミコは紅茶を淹いれてカステラの残りを切り、二人のいる部屋を目指して、死人のような表情で歩き始めた。





　特区は今日も平和である。




インターミッション５







「違ちがう」


　と、言げん下かにセイは断だん言げんした。


　現うつし身こそ幼おさない少年のそれだが、『真しん祖そ混こん沌とん』の直系にして、特区の最高実力者『東の龍王』その人である。たとえ言葉は短くとも、そこには強い信しん念ねんがあった。


「そうだよ」


　と、彼の盟めい友ゆうにして『銀刀』望もち月づきジローの弟コタロウも賛さん同どうした。


　自みずからを信じる者にのみ可能な純じゆん粋すいさが、揺ゆるぎない情じよう熱ねつとなって青い瞳ひとみに宿やどっている。その真まっ直すぐな真しん摯しさは、見る者の胸を打たずにおかない。


　だがしかし、二人と対たい峙じするセイの側近、月ユエ梅メイはクールだった。


　彼らの差し出した家か電でん店てんの新聞広告と、セイがすでに持っているゲームソフトとを見比べ、


「違いません」


「月梅！」


「ねえ、聞いて月梅さん。これはほんとに前のとは違うんだよ。カラーバリエーションとか、そういう違いじゃないんだよ。タイトルは一いつ緒しよでも、これは拡かく張ちようパックなんだよ。これまでは敵だったキャラでプレイできるんだよ。しかもシリーズのボスキャラが総そう出しゆつ演えんなんだよ」


「ユーザー心を弁わきまえている。他メーカーながら天あつ晴ぱれな仕し様よう」


「お値ね段だんもお買い得だしさ？　ここで買えばメモリも付いてくるんだよ？」


「限げん定てい商品ゆえ、いましか手に入らぬ。すでに飛ぶように売れておる」


「コトは一いつ刻こくを争うんだ。わかってくれるよね、月梅さん？」


　少年たちは心から嘆たん願がんする。二人とも知らず知らず拳こぶしをグーにして、胸の前で握にぎり締しめていた。背せ伸のびしながら前のめりになって、月梅に掛かけ合っている。真しん剣けんそのものな態度は、吸血鬼、ましてや自らを闇やみの世に導みちびいた王と、その友人とは思えない。


　月梅は苦く笑しようした。


　子供って可愛かわいいなあ、と思った。


「駄だ目め、でございます」









　　第六話　TONIGHT SALARY










　ミミコの左手人差し指には、月に一度、必ず絆ばん創そう膏こうが巻かれている。


　気にする者はほとんどいないが、それはなぜか、毎月決まって給きゆう料りよう日びの翌日だった。
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　葛かつら城ぎミミコは自由を奪うばわれていた。


　物理的に、ではない。心の中に別人の意志が入り込み、ミミコの肉体を支し配はいしている。頭も熱っぽく、上う手まく働はたらかない。そんな状態のまま、ミミコはふらふらと歩いている。


　足の裏うらに、冷たい床ゆかの感かん触しよくがする。ぺたぺたとしたその感触に、自分が裸足はだしでいることに気付く。


　いや、足だけではない。全身の肌はだがひやりと寒い。服を着ていないのだ。裸はだかのまま、ミミコはふらふらと歩いている。


　恥はずかしいという気持ちはしない。ただ、何も身につけていない心細さを感じる。そんなミミコを、心の中の誰だれかが、うっすらと笑いながら眺ながめている。ミミコは警けい戒かいもせず、視線の誘いざなう方向へ、ふらふらと歩いている。


　その先に、彼が立っていた。


　ミミコの中に侵しん入にゆうし、操あやつっている人物だ。


　現あらわれたミミコを眺めながら、彼はおもむろに両手を広げる。開かれた胸の中に、ミミコはふらふらと吸い寄せられる。


　頰ほおに硬かたい感触がした。シャツ越ごしに感じる、硬くて冷たい胸むな板いたの感触。それでもなぜか、ミミコは安心する。彼の胸に手をつき、彼の顔を見上げる。


　彼の顔には影かげが落ちている。彼の、切れ長の瞳ひとみが見えない。


　でも口元が穏おだやかに微笑ほほえんでいる。それを見て、ミミコはさらに安心する。


　と、穏やかだった唇くちびるが吊つり上あがり、彼の微び笑しようが冷れい笑しように変わった。凶きよう悪あくな牙きばがのぞき、薄うす闇やみに白く浮うき上がった。


　ミミコの肉体が怯おびえる。


　しかし、ミミコの心は奇き妙みように高こう揚ようする。


　彼の両手が、むき出しの二の腕うでをつかむ。びくりと全身が震ふるえる。彼の冷たい指が、自らの体温を意い識しきさせる。冷えた肌の下で息づく、熱い血の流れがわかる。


　彼が首を傾かたむける。黒くろ髪かみが頰を掠かすめていく。


　ようやく彼の瞳が見える。妖あやしい光を湛たたえて、彼はミミコの首筋を眺めている。


　彼が口を開け、牙を剝むく。


　ミミコはそっと、目を閉じる。


「あ」


　と震える吐と息いきがもれる。


「あ、あ……あああ――
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　あぁああぁぁああああぁ――っ」


　と、ミミコは自らの叫さけび声に目を覚さました。


「ああぁあ……あ？」


　ぱちくりと瞬まばたきをする。


　自分の寝しん室しつの、自分のベッド。上半身を起こし、髪を振ふり乱し、なぜか両手は頭上で阿あ波わ踊おどりを踊っている。


　どうやら、寝ねぼけて両手を振り回していたらしい。息まで荒あらい。ミミコはまだ覚かく醒せいしきらない頭で、呆ぼう然ぜんと両手を下ろした。


　カーテンの外そとが明るい。小鳥の鳴き声が聞こえる。


　シーツははね除のけられ、枕まくらは部屋の隅すみまで投げ飛ばされていたが、それ以外に変わったところはなかった。パジャマだって、ちゃんと着ている。


　それでもまだぽかんとしたまま、ミミコは朝を迎むかえた寝室で放ほう心しんしていた。


　ひとりでに手が伸のびて、首筋をさすった。


　当然そこには、なんの傷きず跡あとも残っていない。


「……夢？」


　つぶやいた途と端たんにいま見た夢の内容が甦よみがえり、ミミコの顔面が真っ赤に茹ゆだった。


「ゆぅーめぇー!?」


　ミミコは声を裏返し、あまりの気恥ずかしさにシーツをひっつかんで潜もぐり込んだ。


　――ななな、なんつー……なんつー夢を！


　身体からだを丸めてうずくまりながら、ミミコは両手で顔を覆おおった。


　実を言うと、血を吸われる夢を見るのは、これが初めてではない。でも、それは仕方がないのだ。吸血鬼ブラツク・ブラツドに血を吸われるというのは、なかなかにインパクトのある経験だ。夢で見てしまうのも、無理からぬことだと思う。


　――けどっ、けどっ。


　すっぽんぽん。


　その上、操られて為なされるがまま。


　言うまでもなく、そんなセクシーバイオレンスなシチュエーションで血を吸われたことはない。それとも何か？　あれが、抑よく圧あつされた自分の願望だとでも言うのか？　冗じよう談だんじゃない。確かに血を吸われた人間は強い快かい感かんを覚えるし、ミミコだって少しは――少しぐらいは――気持ちいいと思わないわけではない。


　しかし……


　――だからってあんな、ア、ア、アブノーマルなっ……


　どうしてあんな夢を見たのだろう、と考えているうちに、ミミコは思い出した。


　――あ。そうか。今日は……


　給料日だ。


　ミミコはシーツに丸まったまま、そっと左手の人差し指を見た。


　彼女は毎月給料日に、自分の護衛クローザーである吸血鬼、望もち月づきジローに血を与あたえている。感謝の気持ちと報ほう酬しゆうの一部として、指先から少しだけ血を吸わせてあげているのだ。もちろん特別な意味なんかない。だから、今日に限ってあんな夢を見るというのも……


　と、あんな夢、のところで再びミミコは耳まで真っ赤になる。


　生なま々なましい夢だった。


　頼たよりない感じのする自みずからの裸ら身しんと、焦しよ点うてんのぼやけた、しかしどこか満足そうな顔。そんな自分を、冷たく笑いながら抱だき止める――


「ミミちゃん」


「キャあ！」


　シーツに丸まったまま、ミミコは飛び上がった。寝室のドアからこちらをのぞく金きん髪ぱつの頭が、驚おどろいたように一度引っ込んだ。


「ど、どうしたの、ミミちゃん？　さっきから変な声が聞こえるよ？」


　恐おそる恐る寝室に入ってきたのは、金髪碧へき眼がんの少年だった。ジローの弟、コタロウだ。


「コ、コタロウ君。違ちがうの。これは、その、なんでもないの！」


「でも……」


「シャラップっ！　なんでもないのっ。ちょっと寝ぼけただけだから！　そ、それより、コタロウ君、なんで起きてるの？　いつもより早いじゃない」


　時計を確かく認にんしつつ話題を逸そらすと、


「もうっ。今日はセイと遊びに行くんだって言ったじゃない。これから出かけるから、声をかけに来たんだよ」


　とコタロウは頰ほおを膨ふくらませた。


「ミミちゃんこそ、そろそろ起きなくていいの？　会社に遅ち刻こくしちゃうよ？」


「そ、そうね。そろそろ用意するわ」


　まだシーツにくるまったまま、頭だけを出してミミコは「へへへ」と笑った。不ふ審しんこの上ない笑えみに、コタロウは眉まゆをひそめた。


「……じゃあ、ぼくもう行くよ」


「うん。行ってらっしゃい。あ、セイさん怒おこらせちゃ駄だ目めよ」


　コタロウは頷うなずいて寝室をあとにした。ミミコは大きく息をついた。


「……さ、もう起きなきゃ」


　ほっぺを叩たたいて気分を入れ替かえる。


　――だいたいジローさんがあんなことするわけないじゃない。なんだかんだ言って、あの人、血を吸うことには、すごいデリケートだし……


　吸きゆう血けつ行こう為いには様々な危き険けんが伴ともなうものだ。特に血を吸われる人間側には。そのため、慎しん重ちようなジローは、いつも細さい心しんの注意を払はらっている。


　――だから、あんなこと、するわけない……


　ミミコはもう一度自分の人差し指を眺ながめた。


　ため息がこぼれた。


「……って！」


　ぶんぶん首を振る。いまのため息はＮＧだ。まるでほんとに欲求不満みたいじゃないか。


　と、そこでミミコは、はたと気が付いた。


　コタロウがいなくなってしまえば、いまこの古ビルにいるのは、自分とジローだけだ。


　もちろん二人きりになったって別に問題なんかないし、全然問題なんかないし、ちっとも問題なんかないけれど……


「ま、待って、コタロウ君！　あたしも出るっ。会社行くから、ちょっと待って！」


　転ころがり落ちるようにしてミミコはベッドから飛び出した。
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　剣けんと剣が嚙かみ合う。


　刃やいば越ごしに伝わる力と力。


　ゆらりとした幻げん惑わくの剣筋は、一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、神しん速そくの閃ひらめきを見せる。故ゆえに油ゆ断だんは許されない。気き迫はくを緩ゆるめることはできない。ジリジリと時間が引き延のばされる。心が剣だけに収しゆう斂れんされる。


　それが心ここ地ちよい。


　闘とう争そうが興こう奮ふんを誘さそう。


　双そう眸ぼうがぎらつき、牙きばが伸のび――


　そして、のどが渇かわいた。
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　目を覚ました望月ジローは、暗い棺かん桶おけの中で瞳ひとみを開けた。


　しばらくして舌打ちをもらす。まだ日が沈しずんでいない。屋外に太陽の存在が感じられる。


　――またか……


　どうも、ここ最近、目覚めが早い。長いため息を落とし、ジローは全身から力を抜ぬいた。


　そのまま日にち没ぼつを待っていると、しばらくして東の空に月が現れるのがわかった。


　脳のう裏りに浮うかぶ、藍あい色いろの空と白く淡あわい月。刻こつ々こくと太陽の輝かがやきが月へと移動していく。その変化に同調して、感覚が鋭えい敏びんになっていく。それは意識の目覚めとは異ことなる、肉体の目覚めだ。


　太陽の残ざん照しようが完全に消えるのを待って、ジローは思念の力で棺桶の蓋ふたを持ち上げた。


　ゆっくりと身を起こし、片かた膝ひざを立てる。おっくうな手つきで黒くろ髪かみをかき上げる。


　ジローの棺桶が置かれているのは、古ビルにある地下室だ。明かり取りの窓があり、そこから細い月光が差し込んでいた。ジローは額ひたいに手をやったまま、その月光を横目ににらんだ。


　体調は悪くない。


　月の恵めぐみが四し肢しに満ち、闇やみの力がジローの中で脈打っている。


　ただ、口こう腔こうに粘ねばつく渇かわきがあった。


　牙の付け根が軽く疼うずいた。


「……久しぶりですね。こういうのは……」


　ジローは百年を生きる古血オールド・ブラツドだ。血への渇かつ望ぼうは吸血鬼の定めといえど、それを制せい御ぎよする術すべには長たけている。


　それが、ここ数日というもの、少し変へん調ちようを来きたしていた。たまに、こういうことがあるのだ。自らの心身の問題であるのだが、なかなかに手を焼いている。


「……ち」


　とジローは再び舌打ちをし、髪をかき上げていた手をわずかに持ち上げた。


　すると、地下室の壁かべに立てかけられていた一ひと振ふりの日本刀が、手のひらの中に飛び込んできた。ジローの愛刀、銀ぎん刀とうだ。


　力場思念ハイド・ハンドで愛刀を引き寄せたジローは、予備動作なしに棺桶の中から立ち上がった。


　軽く飛び上がり、棺桶の外へ足を下ろす。同時に、背後で棺桶の蓋が跳はね上がって、ジローの寝ね床どこを封ふう印いんした。


　力は漲みなぎっているのに、満たされない感覚がもどかしい。ミミコとコタロウがいないことは、すでに感覚でわかっていた。そのせいもあるのだろう。普ふ段だんなら絶対しない吸血鬼の顔つきで、ジローは地下室をあとにした。


　一階に上がると真まっ直すぐキッチンを目指す。長身を屈かがめて冷蔵庫を開けた。


　保存してある血けつ液えきパックに手を伸ばすが……


「……おっと……そういえばそうでした」


　ストックが切れていた。昨日、のどの渇きを癒いやそうと、残っていたパックをすべて飲んでいたのだ。


　ジローの口元に苦く笑しようが浮かんだ。


　不ふ要ようなまでに不ふ穏おんな笑みだ。


　荒あらっぽく冷蔵庫を閉め、棚たなからワインのボトルをつかみ出す。歯でコルクを抜き取り、そのまま口を付けてのどに流し込んだ。


　半分ほど飲み干したところで、ジローは無む駄だな行こう為いを中断した。


　血が吸いたい、と思う。


　少しでいい。柔やわらかな肌はだを牙で破やぶり、こぼれる熱ねつを口に含ふくみたかった。


　そう言えば、そろそろミミコから血を分けて貰もらう時期ではなかったろうか？


　と、たちまち口の中に彼女の血の味が広がり、ジローはついのどを鳴らした。彼女の血は甘かん美びだ。身体からだの奥おくに凶きよ暴うぼうな吸血衝しよ動うどうが湧わき起こるのを、彼は慌あわてて押おさえ込んだ。


「やれやれ。転びたてアンダー・イヤーでもあるまいに……」


　口をぬぐい、コルクをねじ込んで、ボトルを冷蔵庫に放ほうり込む。


　――頭を冷やすか。


　ジローは首を振りながら玄げん関かんに足を向けた。


　途と中ちゆう、銀刀を天てん井じようへ放り投げて両りよ腕ううでを水平に伸ばすと、段ボールに仕切られた部屋から赤いスーツのジャケットと帽ぼう子しが空中を飛んでくる。


　ジャケットに腕を通し、帽子を頭に載のせ、落下してきた銀刀をつかんだとき、ジローの足は電話のコールに呼び止められた。


　ミミコから、仕事の要よう請せいだった。
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「……で、その騒さわぎを起こした吸血鬼というのが、現げん在ざい逃とう亡ぼう中ちゆう――というわけですか」


「うん。どうも人間の協力者――というか、親したしい友人がいるみたいなの。たぶん、その人が匿かくまってるんだと思うわ」


「友人、ね。怪あやしいものです」


　そう言ってジローが微び笑しようする。その微笑ほほえみがいつになく冷たい感じがして、ミミコは気になった。


　――そうでなくても、朝の夢が尾おを引いてるんだけどなあ。


　正直やりづらい。こうして並んで歩きながら、ミミコはジローとまともに目を合わせられずにいた。


「と、とにかく。その人と会って探さぐりを入れるから。ジローさんはいつものように、あたしの護衛と、その吸血鬼の捕ほ縛ばくをお願い」


「了りよ解うかいしました」


　ジローは素そっ気けなく頷うなずいた。


　いや、別に素っ気ないというほどでもないだろう。普段と変わらない仕事なのだし、そんなものだ。自分が気にしすぎなのだ。


　そのまま二人は日の暮れた夜道を歩いた。


　長身のジローと並ぶと、ミミコの頭は彼の肩かた口ぐちにしか届かない。ちらちらと横目に見上げてみるのだが、会話の糸いと口ぐちはなかなか見つからなかった。


「……あ、そうだ、ジローさん」


「なんです？」


「えーと……きょ、今日は急に呼び出してごめんね。ひょっとしてまだ寝てた？」


「いえ。起きてましたから、お気になさらず。第一、急なのはいつものことでしょう」


「あはは。そ、そうだね」


　ミミコはジローに笑いかけるが、やっぱり目は合わせられない。


　ジローはちらっとミミコを一いち瞥べつしただけで、何の反応も返さなかった。その冷たい態たい度どに、止よせばいいのに夢で見た彼を連れん想そうしてしまう。


「コ、コタロウ君、最近ずっとセイさんと一いつ緒しよだね。いいんだけど、あんまり遊んでばかりだと駄だ目めだよね」


「……今度注意しておきます」


「あ、別に怒おこってるわけじゃないよ？　迷めい惑わくかけてないかな、と思っただけだから……」


「そうですか」


「そうそう。そう思っただけ」


　あはは、と力なくミミコが笑う。今度はジローは、こちらを見ようともしなかった。


「…………」


「…………」


「……きょ、今日はいい天気ねっ」


「ええ。そうですね」


「…………」


「…………」


「……そ、そう言えば、こないだのナポリタンどうだった？　実は自信作だったり……」


「美お味いしかったですよ」


「ケチャップ一いつ杯ぱいだから、コタロウ君にも評ひよう判ばんよかったしね」


「そう言えば喜んでましたね」


「…………」


「…………」


「……で、でも。好すき嫌きらいはもう少しなくした方がいいんじゃないかな」


「そうですね。そうさせます」


「……よ、よろしくね」


「はい」


「…………」


「…………」


　その辺りが限げん界かいだった。結局会話は途と切ぎれ、二人は黙だまって道を歩いた。


　――うー。なんか気まずい。


　自分が悪いのだろうか？　しかし、ジローの態度も少しおかしい。普段のジローなら、もっと会話を続けそうなものだ。


　――機き嫌げん、悪いのかな？


　そうかもしれないし、違ちがうかもしれない。なんとも気持ちが落ち着かない。


　だから、目的地のアパートについたとき、ミミコは心しん底そこほっとした。


　第五地区フイフス・ヤードの一いつ角かく。五、六階建ての建物が並ぶ通りだ。


　建物の多くはアパートやマンションであるが、どれも少し古くさい。目当てのアパートも同様で、正面の外がい壁へきに取り付けられた階段は、あちこちペンキが剝はげていた。


「えーと……ここの三階か」


　メモで住所を再さい確かく認にんし、ミミコはアパートの三階を見上げた。


「じゃあ、ジローさん。最初はあたしが接せつ触しよくするから、あなたは隠かくれて側そばに――」


　簡単な段取りを決めながら、ミミコはジローに振ふり向いた。


　と――


　ジローがじっとミミコを見つめていた。その瞳ひとみにどきりとして語ご尾びが途と切ぎれた。


　ジローは何の感情も浮うかばない平へい坦たんな目つきで、静かにミミコを見下ろしていた。そのくせ、ぼんやりとした風ではなく、逆に彼女を見つめることに心を奪うばわれているかのようだ。


　知らず、ミミコは息を止めていた。


　恐きよう怖ふとは別の何かで、背せ筋すじをぞくりとさせられた。


　声を掠かすれさせながら、


「……ジローさん？」


　名を呼ぶと、ジローはハッとして我に返った。不ぶ躾しつけな行こう為いを恥はじる様子で、自分の頰ほおを軽く叩たたいた。


「済みません。失礼を――」


「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　どうかしたの？」


「いえ。最近少し体調を崩くずしたようで……」


「そうなんだ。無理しなくていいよ？」


「何を仰おつしやいます。平気ですよ。本当に申し訳ありませんでした。さっさと片付けてしまいましょう」


　強ごう引いんに言って、ジローは先に階段を上り始めた。ミミコは、まだどきどきする胸をそっと押おさえながら、彼のあとに続いた。


　――仕事中っ。仕事中よ、ミミコっ。


　訪ほう問もん販はん売ばいのセールスマンではないのだ。危き険けんを伴ともなう仕事である。深しん呼こ吸きゆうを繰くり返しながら、ミミコは階段を三階まで上った。


　ところが、三階に到とう着ちやくしたとき、突とつ然ぜんジローが足を止めた。


「……これは!?」


　と、つぶやいたかと思うと、急に廊ろう下かを走り出した。


「ちょっと！　ジローさんっ？」


　慌あわててミミコも後を追う。


　しかし、ジローはミミコが追いつくより先に問題の部屋の前に到着した。


　躊ちゆう躇ちよなくドアノブを回し、鍵かぎがかかっていると知るや、そのまま鍵を破は壊かいして部屋の中に押し入った。


「なっ、何してるのよ、ジローさん！」


　仰ぎよう天てんしてミミコが叫さけんだ。


　そして、遅おくれて部屋に飛び込み、目の前の光こう景けいに足を竦すくませた。
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　室内に入ると同時に、廊下で気付いたにおいが、むせかえるほどになった。


　ジローにとって、もっとも敏びん感かんなにおい。


　血のにおいだ。


「くっ」


　身体からだが反応する。血への衝しよう動どうを必死に制せい御ぎよしながら、ジローは部屋の奥おくへ進んだ。


　六ろく畳じようの、物の少ない部屋だ。その真ん中で、一人の女性が倒たおれていた。白いブラウスが半ばはだけ、真まっ赤かな血に染そまっている。


　ジローは女性に駆かけ寄よった。


　吸血鬼の聴ちよう覚かくは、彼女の微かすかな呼吸音を捉とらえている。まだ息があるのだ。


　肩かたを抱だき起こすと、彼女はぐったりとジローの腕うでにもたれかかってきた。その重みに、強い膂りよ力りよくを持つジローが、よろけそうになる。


　腕にかかる重みは、女性の肉体の重みだった。そして、その肉体にたっぷりと詰つまった、赤い血液の重みだ。


　ズキンッ、と痛みにも似た渇かわきが、ジローの本能に突つき立った。のどがひりつく。ジローは歯を食いしばった。


　そこに、


「脈は!?」


　背後からミミコの問い。おかげで、思考がまともに戻もどった。


「あります」


「わかった。代わって。止し血けつする。終わったら、事務所を通して救急車を呼ぶから、ジローさんは近くに吸血鬼がいないか調べて」


「了りよう解かいしました」


　返事をしながら、さすが、とジローは己おのれの雇やとい主を見直していた。倒れている女性に一いつ瞬しゆん怯ひるんだようだったが、そこは一いつ端ぱしの調停員コンプロマイザーだ。十七歳さいの少女とはいえ、度ど胸きようは据すわっている。


　ところが、ジローが捜そう索さくする必要はなかった。彼がミミコに場所を譲ゆずろうとしたとき、


「おい」


　と廊下の方から声が聞こえてきたのだ。


「もう目が覚めたのか？　ドア開けたまま、何やって――」


　入ってきたのは若い男だった。


　二十歳はたち前後だろう。麻あさのジャケットにパンツ。シャツのボタンを外した胸むな元もとには、ゴールドのネックレスが揺ゆれている。


　男はコンビニの袋ふくろを下げたままドアの前に立ち、アパートの中のジローとミミコを見て表情を凍こおらせた。


　そして驚きよ愕うがくからさめると、袋を落として、全力で廊下を走り去った。その機き敏びんさは人のものではない。吸血鬼の動きだ。


「あいつ――っ」


「ご心配なくっ。逃にがしやしません！」


　体内で燻くすぶっていた苛いらつきが、いまそのはけ口を見つけた。ジローは牙きばを剝むき、猛たけ々だけしい顔つきになって立ち上がろうとした。


　が、その足に絡からみつくものがあった。


　驚おどろいて振り返る。襲おそわれた女性だ。意識が戻ったのか、弱々しい仕し草ぐさで――だが、鬼き気き迫せまる様子でジローの足にしがみついていた。


「……駄だ目め……やめて……」


「なっ。何を言っているのです!?　あなたを襲おそった男ですよ？」


「……いや……わたし、彼がいないと……」


　ジローはとっさにミミコと視線を交かわした。


　さっきミミコは、今回騒さわぎを起こした吸血鬼には親しい友人がいる、と説明していた。この二人は、恋こい人びと同士なのかもしれない。


「目を覚ましなさい。あの男は、あなたを見捨てて逃にげたではないですか。そもそも、こんなになるまで平気で血を吸うような奴やつですよ。それを、あなたは庇かばうつもりですか？」


「違ちがう……」


「違うって――どういうことです？」


「違うの……これは、わたしが……」


　女性が縋すがるようにジローを見上げた。


　が、その視線が途と中ちゆうで色を変える。


　女性の顔に驚愕が浮かんでいた。彼女はマジマジとジローを――彼の光る瞳ひとみと牙を凝ぎよう視しした。


「あなたも吸血鬼なのね……」


　血に汚よごれ、息も絶え絶えとなっていた女性は、そう言って嬉しそうに笑った。ジローは思わず慄りつ然ぜんとなった。


「足りないの」


　と彼女は腕を伸のばし、ジローに取りすがる。


「まだ、足りないの。あなたも欲ほしいでしょ？　吸わせてあげる。好きなだけ吸わせてあげるから、だから……」


　酩めい酊ていしたかのような口くち振ぶりで、彼女は婉えん然ぜんと言った。


「だから、わたしの血を吸って――」


「……あ」


　ジローは凍り付いたように動けなかった。


　身体の奥底から黒々とした狂きよう気きが迸ほとばしった。それは見る見るうちに全身を巡めぐり、ジローの黒い血をかき乱した。


　しかし、頭は一気に冷めた。


　――供血中毒デイナー・ホリツクか。


　吸血鬼に血を吸われた人間は、強い快感を得えることができる。それは中ちゆう毒どく性せいすら伴ともなうもので、意志の弱い者なら血を吸われる快感に溺おぼれてしまう。そうした症しよう状じようを、皮肉を込めて「供血中毒デイナー・ホリツク」と呼ぶのだ。


　女性は、自らのあられもない姿にも気付かず、「ねえ、ねえ」とジローに繰くり返した。


　ジローは奥歯を嚙かんだ。これもまた、吸血鬼が人にもたらす害がい悪あくのひとつだ。自らの背負う「業ごう」を、まざまざと見せつけられているようだった。


　なのに。


　その害悪を目の前にしていながら、ジローの牙はひとりでに伸び、のどの渇きは耐たえ難がたいものへと強まっていた。少しでも手た綱づなを緩ゆるめれば、自分はこの哀あわれな女に牙を立て、容よう赦しやなく血を貪むさぼることだろう。


　さらに悪いことに、そんな風に自じ省せいしながら、自分は苦く悩のうのひとつも覚えない。罪ざい悪あく感かんがない。あるのは苦い諦てい観かんのみだった。


　そんなものだ、と思っているのだ。


　同族に破は滅めつさせられた女性を前に、血の疼うずきを抑おさえられない――それが、吸血鬼なのだから、と。


　そんなことはこの百年間で、嫌いやになるほどわかっている。


　縋る女性を振り払はらうこともできず、ジローは苦く笑った。笑うしかなかった。


　が、次の瞬間、その笑えみは絶ぜつ句くに転じた。


　無言のミミコが二人に近づき、むんずと女性をつかんだかと思うと、情け容よう赦しやなく彼女をジローから引っ剝ぱがしたのである。


　女性が悲痛な叫さけびを上げ、首筋の傷きず跡あとから鮮せん血けつが噴ふきこぼれる。


　だが、ミミコは怯むことなく出血をハンカチで押おさえ、彼女にのしかかって動きを封ふうじた。そして、制服が血に汚れるのも構わず、問答無用で手当てを始めた。


　乱らん暴ぼうではあるが見事な手つきだ。ジローは呆あつ気けにとられた。


「ミ、ミミコさん。その方、怪け我がを――」


　つい声をかけたジローが、直後に口をつぐむ。


　ギロリと顔を向けたミミコは、氷のように無表情で、そのくせ瞳は雌めす虎とらの如ごとしだった。


「……逃げるわよ」


「え？」


「え、じゃないっ！　さっきの吸血鬼！　逃げちゃうでしょうがっ。ぼけっと突つっ立ってないで、さっさと捕つかまえて！」


　逆らうな、と吸血鬼の勘かんが告げている。弾はじかれたように、ジローは部屋を飛び出した。
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『カンパニー』によって護ご送そうされる女性を見送ったのち、ミミコとジローはアパートをあとにした。


　命に別状はないらしい。輸ゆ血けつし、安あん静せいにしていれば、数日で回かい復ふくするとのことだった。彼女を襲った吸血鬼もジローの手によって捕ほ縛ばくされ、事件は一応の解決を迎むかえている。


　しかし、帰き路ろにつく二人の間に、仕事を終えた満足感は見られなかった。またしても会話はなく、互たがいに目を合わせようとしない。


　ぎこちない雰ふん囲い気きを引きずったまま、少女と吸血鬼は夜道を歩いた。


「…………」


　むうう、とミミコは胸中で唸うなっていた。


　虫の居所が悪かった。アパートでの一幕が、ミミコの神経を逆さか撫なでしている。


　ジローの腕うでの中で、恍こう惚こつと彼を見つめる女性。まるで今朝見た夢の中の光景だ。ただ、ミミコがいた場所には、違う女性がいる。そう考えただけで、空くう想そう上じようの牙が伸びる。


　おまけに、あのときのジローの態度ときたらどうだ。動どう揺ようするぐらいならまだしも、女性に抱だきつかれて硬こう直ちよくするとは。


　だらしない。情けない。仮にも護衛クローザーなのだから、もう少し毅き然ぜんとしてほしい。これは彼の雇やとい主として当然の要求である。断じて他意はない。


　――とはいえ……


　わかってはいるのだ。


　ジローだって吸血鬼だ。特に彼は、日ひ頃ごろから吸血を控ひかえている。あんな場面を目まの当たりにすれば、動揺するのも無理はない。


　無理はないのだが……


「……あの人」


　唐とう突とつに、深く考える間もなく言葉が口を突いて出た。


「あの吸血鬼のこと、好きだったのかな？」


　返事はすぐにはなかった。


　しばらく間を置いてのち、「わかりません」とジローの正直な台詞せりふが聞こえた。


「そうだったのかもしれませんし、最初から襲おそわれて、いつしか中毒になっていたのかもしれません」


「なら、吸血鬼の方はどうなんだろ。好きなら、あんなに血を吸わないかな？」


「……そういう気持ちがあったからこそ、自分を止められなかった可能性もあります」


　吸血鬼の情じよう感かんの中で、もっとも強く、抗こうしがたいのは吸血衝動だ。


　それは吸血鬼の精神全ぜん般ぱんに影えい響きようを及およぼすが故ゆえに、他の激げき情じようと結びつきやすい。愛あい情じようや憎にくしみは、その最さいたるものだった。激しく愛し、あるいは憎むほど、その対象の血を吸いたいという欲よく望ぼうも深くなる。


　人の身であるミミコには、理解はできても実感は不可能な領りよ域ういきだった。


　それが、歯がゆい。


「でもね」


　とジローがさらに続けた。


「そこにどんな経けい緯いがあったにせよ、結果的にはよくあることです。仮に彼があの女性を愛していたとしても、それ以前の問題として、吸血鬼われわれはまず『血』の『虜とりこ』。温かな首筋を前にすれば誰だれだってのどが鳴ります」


　ミミコは思わずジローに目を向けていた。あまりに、彼らしからぬ台詞だった。


「え？」


「おや。驚おどろくようなことではないでしょう？　あなたならよくご存じのはずだ。吸血鬼われわれの本性など」


「で、でも、それは転びたてアンダー・イヤーとかの話でしょ？　吸血鬼だってちゃんと経験を積んで自じ制せい心しんを鍛きたえれば……」


「もちろん誤ご魔ま化かすことはできますよ。自分の欲求を『誤魔化す』ことは。そしてそれは、今の世の中、とても重要なことです。生きていくために。いやはや、今日はいい教きよう訓くんをもらいました。と、これは不ふ謹きん慎しんでしたか」


　ジローが苦く笑しようする。


　ミミコは思わず眉まゆをひそめた。そういえば、さっき女性に抱きつかれて動きを止めていたときも、ジローは同じ笑みを浮うかべていたのではなかったか。


「ともあれ、事件は一件落着です。今日のは楽でしたよね？」


　ジローは苦笑を浮かべたまま肩かたを竦すくめる。


　彼の苦笑を、ミミコは黙だまって見つめる。


　急に腹が立った。夢で見た笑みと全然違ちがう。ちっとも胸がどきどきしない。


　なんだかすごく、つまらない。


　ミミコは足を止めた。気付いたジローが怪け訝げんそうな顔を向けた。


「……ミミコさん？」


　ミミコはすぐには返事をしない。少し顔を伏ふせ、感情を殺してつぶやく。


「……今日のジローさん、ちょっと変」


「そ、そうですか？」


「うん。ずっと苛いら々いらしてるし……さっきもそう。ジローさん、あの人見て、変だった」


「別に、そんな……」


　ジローが目を泳およがせる。そんな仕し草ぐさをミミコは冷静に観察した。胸の奥おくに意地の悪い感情が芽め生ばえた。


「……ジローさん。ひょっとして彼女を見て、血が欲ほしくなったんじゃ……」


　伏せていた顔を一いつ瞬しゆんだけ上げて、わざと聞きづらそうにミミコは尋たずねた。


　ジローが言葉を詰つまらせた。


　それは一瞬のことで――とはいえミミコはしっかりと目に留めていたが――すぐに、ジローは自じ嘲ちようじみた態度に戻もどった。


　おどけるように、


「申し訳ありません、ミミコさん。白状しますが、その通りです。賤いやしい吸血鬼の生せい理り現げん象しようと、どうか笑って見み逃のがしてやって――」


「よかった」


「……は？」


　ジローは間の抜ぬけた声を返した。


「よかった。なーんで機き嫌げん悪わるいのかなあって思ってたけど、つまりジローさんは、ちょっと血が吸いたかっただけなんだ」


　ミミコは顔を上げ、にっこりと微笑ほほえんだ。


　満面の笑みを浮かべたつもりだが、なぜかジローはその笑みを見て怯ひるむ様子を見せた。


　気にせずミミコは左手を挙げ、人差し指を突つき出した。


「じゃあ――はい。今月の分」


「え？」


「いつもの、ご褒ほう美びです」


　もう一度にっこり笑う。


　もちろんミミコは気付かない。にっこり笑っているのは口元だけで、瞳ひとみは全然笑っていない――どころか、理由はわからないが、やたらと剣けん呑のんな光を湛たたえていることを。


「……どうしたの、ジローさん？」


「いや、その……」


　ミミコが一歩前による。


　ジローは半歩後ろに下がる。


　ジローの狼狽うろたえようを見ているうちに、ミミコの瞳を彩いろどる炎ほのおが、勢いを増ましていった。
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　だらしない。情けない。仮にも護衛クローザーなのだから、もう少し毅然としてほしい。これは、彼の雇い主として当然の要求である。


　断じて、他意はない。


「ま、待って下さい。ミミコさん。そんな急な――しかもこんな所で。だ、誰かに見られたら。そもそもさっきの女性のこと――」


　ミミコの人差し指がジローの口を塞ふさいだ。


　そのわずかな接せつ触しよくが、ミミコの体温をジローに伝えた。


　彼の目に、紛まぎれもない血への欲望が湧わき上がる。それを見て、身体からだの芯しんがぞくりとする。


　その一方、あの女性の姿が脳のう裏りを過よぎった。血を吸ってくれと嘆たん願がんする声や、正しよう気きを失った哀あわれな狂きよう態たい。供血中毒デイナー・ホリツクの末路を想像した。


　なのに、ミミコは止まらない。それどころか、スリルが興こう奮ふんを加速させる。


　大だい丈じよう夫ぶ、だと思うのだ。


　自分とジローは、大丈夫、と。


　ミミコはジローの胸に歩み寄る。胸の中から彼を見上げる。


　唇くちびるをすぼめ、そっと開け、


「――あーん」


　ジローは閉ざしていた唇を開けた。




インターミッション６







　そこは見み渡わたす限かぎりの墓ぼ地ちだった。一面の墓地である。どういう訳かあちらこちらに満まん開かいの薔ば薇らが咲さきまくっている。色合いは毒どく々どくしいが、とにかく真っ赤っかだ。


　夜よ空ぞらにはでかい満月。雲はなく風は穏おだやかで、小鳥ならぬコウモリの群むれが爽さわやかにパタパタ飛んでいた。


　そして、どこからともなく男女の笑い声が聞こえてくる。うふふ、あはは、と心の底から楽しげな笑い声だ。


　青い月げつ光こうの下、二人の男女は追いかけっこをしていた。


　うふふ、と笑いながら少女が逃にげる。


　あはは、と笑いながら青年が追いかける。


　二人とも弾はずむように軽かろやかな足取りだ。


「あはは。待って下さい～」


「うふふ。捕つかまえてごらん～」


　二人はどちらも幸せそうな笑え顔がおを浮うかべていた。やがて「ようし」と張はり切った青年が少女に追いつき、腕うでをつかむ。少女は「ああん」と崩くずれるように青年の胸に収おさまった。


「ほら。捕まえました」


「いやん。嚙かみ付かれちゃう」


　少女がきゃいきゃい笑って身をよじると、青年はあっさりと彼女を放す。そしてまた、あはは、うふふ、と笑いながらの追いかけっこが繰くり返される。


　周囲には薔薇の花びらが舞まっていた。二人はいつまでも幸せそうに――





　目を覚ましたミミコはベッドで身を起こすと、眉み間けんに皺しわを寄せて腕を組んだ。沈ちん痛つうな面おも持もちだ。


　毎月の吸血を許ゆるした翌よく日じつの朝である。


　なるほど、抑よく圧あつされていた不満は解かい消しようされたようだが……


「……これはこれでどうよ？」


　悩なやみの尽つきないミミコだった。
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古こ城じようの一いち夜や
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　あの方の滞たい在ざい中ちゆうは近寄るな。そう、長おさは彼女に命じた。


　頭ごなしの命令は癪しやくに障さわったが、逆さからう術すべがないことは、この十年で思い知らされている。それに、その方が気が楽なのも確かだ。黒き血の者どもにとり、始祖とはつまり生き神に等ひとしい。奴やつらの神になど、会いたいとは思わなかった。それが――いまとなっては――彼女自身にとっても神たる存在なのだとしても。


　しかし、久しぶりの自由を満まん喫きつできたのは、わずか数日に過ぎなかった。長の使いが現れ、すぐに戻もどるよう、伝えたのだ。


　先せん方ぽうが会いたがっている、と。


　気にくわなかった。見せ物になる気はさらさらなかった。彼女は使いの者を撒まき、姿をくらまして逃とう亡ぼうを図はかった。


　いずれ見つかることはわかっていた。また、見つかったとき厳きびしい罰ばつを受けることも覚かく悟ごしていた。殺されるなら、それでもいい。死の瞬しゆ間んかんに至いたろうとも自分が後こう悔かいしないだろうということには、確かな自信があった。


　無む謀ぼうな逃とう避ひ行こうは、彼女の予よ測そくを上回って三か月に及およんだ。


　そして、三か月が経たったある日、彼女の前に一人の女が現れた。





「あなたがカーサちゃん？」





　襤ぼ褸ろのような旅たび装しよう束ぞくをまとい、牙きばも隠かくさぬまま無む邪じや気きに笑うその女こそ、カサンドラ・ジル・ウォーロックが初めて目にした始祖――『賢けん者じやイヴ』だった。





　一四五五年、イングランド。


　百年にわたるフランスとの戦いくさがオルレアンの乙おと女めの登場によって終決し、新あらたに、王位継けい承しよう権けんを巡めぐる紅薔ば薇らと白薔薇の戦いが幕まくを開けた年のことである。


　もう、四百年もの昔のことだ――
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　山さん稜りように、日が没ぼつしようとしていた。


　新しん緑りよくに目ま映ばゆい森も、いまは茜あかね色いろに染まっている。盆ぼん地ちにぽつりと拓ひらかれた山村は、半ば夕ゆう闇やみに沈しずんでいた。村で最も高い教会の尖せん塔とうが、落らく陽ようの光を受けて燃えるように赤い。


　そこは、中世のにおいを色いろ濃こく残した村だった。古い街かい道どうの終しゆう着ちやく点てんで、それより先には、いつからあるのかもわからないほど古い城があるだけだ。村人の多くにとっては、三日に一通運行される隣となり町まちとのバス便だけが、文明との接せつ点てんだった。


　しかし、そんな村にも一いつ軒けんだけ宿があった。


　石の土台と干ほした煉れん瓦がで造られた小さな宿で、裏に馬小屋がある。その馬小屋に、いまは二頭の馬が繫つながれていた。村の馬ではない。宿を取った旅人がいるのだ。


「ほら。疲つかれたろう。たんと食えよ」


　まだ若い、いかにも朴ぼく訥とつそうな少年が、二頭の馬に飼かい葉ばを与あたえていた。


　宿屋の息むす子こである。馬が好きなのだろう。腹を撫なでる手つきが優やさしい。


「お城まで行くんだってな？　父ちゃんが言ってたよ。あそこの城じよう主しゆ様さまは変わり者で、ほとんど表に出てこないくせに、遠えん方ぽうからの客が絶たえないって。お前のご主人様も遠くから来たのかい？　戦争が続いてる中なのに、大変だったな」


　馬に話しかけてやりながら、少年はどこか遠い目付きになった。


　戦争の話を聞いたのは去年の冬である。ずいぶんと大きな戦らしく、隣町の様子も日々変わっているらしい。この辺りは僻へき地ちであるため、長らく戦せん渦かを免まぬがれてきた。しかし、次は駄だ目めかもしれない、と大人たちは暗い顔で話していた。


　少年は気持ちを切り替かえるように、馬に笑いかけた。


「でも、お前のご主人様には、びっくりしたよ！　おれ、あんな綺き麗れいな人、初めて見た。馬を頼たのまれたとき笑いかけてくれたんだけどよ。まるで天使様みてえだった」


　そのときのことを思い出したのか、少年の顔が赤くなる。


　また、驚おどろいたことは他ほかにもある。その女性には若い男の連れがいたのだが、なんと東洋人だったのだ。もちろん見るのは初めてだ。


「夫ふう婦ふみたいには見えなかったなあ。お姫ひめ様さまと従じゆう者しや、ってのが、一番しっくり来るけど」


　ひょっとすると駆かけ落ちでもしてきたのかもしれない。きっと女性の方が貴き族ぞくの令れい嬢じようで、これから向かう城の城主を頼たよってきたのだ――と、少年は想像力をたくましくさせた。


　そのとき急に、それまで大人しくしていた二頭の馬が、頭を持ち上げ、耳を動かした。撫でていた手のひらから、馬の緊きん張ちようが伝わってくる。


　少年が慌あわてて馬をなだめようとしたとき、背後から声がかけられた。


「……客がいるな？」


「え？」


　少年はぎょっとして振ふり向いた。物もの音おとひとつしなかったのに、いつの間にか背後に二人の男が立っていた。


　不ぶ気き味みな二人組だ。古めかしい山やま高たか帽ぼうと毛け織おりのコート姿で、両手に手て袋ぶくろをはめていた。コートは裾すそが地面に付きそうなほど丈たけ長ながだ。それが、夕ゆう闇やみからにじみ出たように立っている。むろん、知らない男たちだった。


「客は二人連れ。金きん髪ぱつの若い女と、黒くろ髪かみの東洋人。そうだな？」


「だ、誰だれだよ、あんたたち」


　彼らの言葉には聞き慣れない訛なまりがあった。父親を呼ぼう。少年はそう思って後あと退ずさった。


　だが、次の瞬しゆん間かん、話しかけた男の両目が、怪あやしい光を放った。そしてそれを見た――目が合った瞬間、少年の顔から表情が抜ぬけ落ちた。


「……この二人だ。間ま違ちがいない」


　男がつぶやき、次いで少年の呪じゆ縛ばくが解とかれる。一瞬の出来事だ。だが、少年に再び表情が戻ったとき、彼が浮うかべていたのは得え体たいの知れない恐きよう怖ふだった。


　この男はいま、自分の中に入ってきた。そして、彼の頭の中から、旅人たちの姿を盗ぬすみ見したのだ。


「ひ、ひい……っ」


　少年が尻しり餅もちを突つく。そんな彼を見み下おろし、「静かにしろ」と男は冷たく言い放はなった。


「騒さわぐなよ、小こ僧ぞう。お前たちはもちろん、泊とまった二人にも手は出さん。用があるのは馬だけだ」


「おい。いいのか？」


「必要以上にあの方の不ふ興きようを買いたくない。馬だけ連れ去れば、差し当たって十分だ」


　もう片方の男の問いに、怪しい術じゆつを使った男が答えた。顔はよく見えないが、渋しぶ々しぶといった声だ。さっさと済すませようと言わんばかりに、無む造ぞう作さに前に進み出た。


「――それでも結けつ構こう困こまるんですがね」


　男たち、そして少年が、弾はじかれたように顔を向けた。


　すでに太陽は沈しずんでいた。西の空だけがわずかに赤らんでいる。だが、夕闇の中のぼんやりとしたシルエットだけでも、声の主が誰かはわかった。宿を取った旅の青年だ。


「『賢者』の護ご衛えいか」


　舌打ちと共に、男たちが身み構がまえる。青年は慎しん重ちような足取りで彼らに近づいた。


「私たちの素す性じようはご存じらしいが、ゾーネ公の迎むかえではなさそうですね。何者です？　私たちが『会議』に向かう途と上じようと、知った上での狼ろう藉ぜきですか？」


「話すことは何もない」


「では夜の流りゆう儀ぎに則のつとって聞き出すことにしましょう」


「……図ずに乗るなよ、若わか造ぞう」


　男はゆらりと身体からだを揺ゆらした。


　コートの下から抜き出されたのは、ひと振りの剣けんだ。それも軍ぐん刀とうの類たぐいではなく、中世の騎き士しが持っていたような直身で両もろ刃はの剣だった。


　一人が抜ばつ刀とうすると、もう一人も剣を抜いた。山高帽とコート姿の男が、大振りな剣を構える姿は、ひどく異い様ようだった。


　だが、これに応こたえて青年も剣を抜いた。彼もまた、現れたとき手に剣を提さげていたのだ。刀身がわずかに反そっている。サーベルに似ているが別の物だ。鍛きたえられた鋼はがねが、薄うす闇やみの中で鈍にぶく光る。


　ガキッという激はげしい音がした。


　そして、次の瞬間には、男の一人が血に濡ぬれる右みぎ腕うでを押おさえて跪ひざまずいていた。少し遅おくれて、彼が手にしていた剣が、地面に落らつ下かした。


　少年は息を呑のんだ。男の動きも、青年の動きも、まったく目に見えなかったのだ。


　だが、驚くのはまだ早かった。仲間をやられた男が青年に斬きりかかった。斬りかかったとわかったのは、今度は一瞬では勝負が付かなかったからだ。鉄と鉄がぶつかる音が連続して聞こえてきた。薄闇に火花が散った。目の前で、男と青年が斬り結むすんでいるのだ。人の形をした二つの影かげが、もの凄すごい速さで交こう錯さくしている。


　と、少年の視し界かいの隅すみで、何かが宙に浮いた。さっき弾き飛ばされた剣だ。剣はひとりでに浮かび上がって、そのまま斬り結ぶ二人へと直進した。


　影の片方が動きを止める。青年だ。急きゆう迫はくする剣を間かん一いつ髪ぱつ躱かわしたが、その隙すきを狙ねらって男が斬り付けた。青年はこれも躱す。だが完全には躱しきれない。パッと宙ちゆうに血ち飛沫しぶきが飛んだ。動きを止めた青年の肩かたが血に染まっていた。


　深ふか手でではないのか、青年は構えを解かなかった。対たい峙じする男も剣を構え直した。すると、空中をひとりでに横切った剣が、同じように空を飛んで舞まい戻ってきた。その剣を、最初にやられた男が、立ち上がってつかんだ。


　男はさっき右腕を斬られたはずだ。なのに、その右腕で平へい然ぜんと剣を振るった。まるで、もう傷が癒いえたかのようだ。


「……なるほど。承知の上での狼藉とあって、腕に覚えはあるようですね」


「図に乗るなと言ったはずだ、若造。いかに『賢者』の護衛とはいえ、邪じや魔ま立だてするなら容よう赦しやせん」


「誰の差し金です」


「答える気はない」


　辺あたりの空気が張り詰つめる。と、そのとき――


「『氷ひよう牙がイーリャ』の血けつ統とう……ということは、『千の目のイワン』の手の者だ。違うか？」


　それは女の声だった。


　冷ひややかな、それでいてどこか面おも白しろがるような響ひびきを含ふくむ美しい声だ。


「カーサ!?」


　青年が叫さけんだ。彼の視線を追った少年は、またしても啞あ然ぜんとした。


　屋や根ねの上に人がいる。マント姿で腰こしを下ろし、その裾と長い黒髪を軒のきから垂たらしながら眼がん下かを見下ろしていた。


「あの陰いん謀ぼう好きは、今度の戦争にも色々と嚙かんでいるそうだからな。アリスに『会議』に出られては、色々と厄やつ介かいなのだろう」


「……ウォーロック家の混こん血けつ児じかっ」


　男たちの声に焦あせりが混じった。屋根の上の女が笑う。傲ごう慢まんで挑ちよう発はつ的てきなのに、見る者を魅み了りようする冷れい笑しようだ。


　男たちは素す早ばやく視線を交かわすと、たちどころに姿を消した。


　青年があとを追おうとするが、


「止やめろ、若造」


「なぜです！」


「なぜだって？　君がここを離はなれて、誰がアリスを守るんだ？　これが陽よう動どうでないと言い切れるのか」


「それは……」


　青年は口をつぐんだ。女は鼻を鳴らし、ひらりと音もなく地面に降り立った。


　マントが優ゆう雅がに翻ひるがえったのち、長ちよう髪はつと一いつ緒しよに女の身体を包み込む。彼女は青年に近づくと、細いあごを突つき出して、いかにも嫌いやみっぽい笑えみを浮うかべた。暗くてはっきりとは見えないが、そうした挑発的な仕し草ぐさがひどく絵になる冷たい美び貌ぼうの持ち主だ。


「第一、連中を追い詰めるのも愚ぐ作さくだ。ゾーネ公の『会議』がどう転ころぶか予想できないのだからな。君が護衛になって、もう十九年と五か月と十日だぞ。少しは頭を使うことも覚えたらどうだい」


「……よく数えてますね」


　どうやら二人は顔見知りらしい。青年は警けい戒かいを解いて、不ふ思し議ぎな剣を鞘さやに戻もどした。


　いつしか日は完全に没ぼつしている。空には月が見えていた。


「それにしても、どうしてここに？　ロンドンにいるのではなかったのですか」


「どこにいようと私の勝手だ。君に指し示じされるいわれはない」


「では、なぜここにいるのがわかったのですか。我々がゾーネ公の使者に会ったのは、つい先月のことですよ？」


「なんだ、その言い草は。まさか、私が君たちのあとを付け回しているとでも言う気か」


「そんなことは言ってないでしょう」


「……ふん」


　女はぷいっとそっぽを向いた。青年はいよいよ顔をしかめた。


「お一人ですか？　ケインは？」


「知らん。パリまでは一緒だったが」


「また撒まいたんですね。最近は旅も控ひかえていたのに、いったいどうされたんです」


「うるさいな。そもそも君たちも君たちだ。大陸こちらに渡わたってからも、二年に一度は顔を見せていたくせに。アリスの奴やつ……」


「まさか、それでしびれを切らして――」


　青年がぼそりとつぶやくと、女は過か剰じように鋭するどい視線を投げた。


「なんだって？」


「……いえ。何も」


　青年は無ぶ難なんに目を逸そらした。


　そこへ、


「カーサちゃん！」


　ようやく目が慣なれ始めた月光の下に、また新あらたな人物が現れた。青年の連れ。あの金きん髪ぱつの女性だ。彼女は黒くろ髪かみの女を見るなり目を丸くして駆かけ寄よってきた。


「や、やあ、アリス。久しぶりだな」


　と、青年に対するのとは明らかに異ことなる口く調ちようで女が言った。


「びっくりした！　どうしてこんなとこにいるの？」


「それはその……『会議』の話を耳にしたんでね。それより、元気そうじゃないか」


「うんっ。今日は日差しが強かったから参っちゃったけど、もうすっかり平気だよ。ね。ジロー――」


　金髪の女性が青年を振ふり返る。そして彼の傷を見て顔色を変えた。


「どうしたの、それ！　怪け我がしてるじゃない！」


「ハハ……驚おどろかせて済みません。ちょっと揉もめ事ごとが」


「カーサちゃん。まさか……」


「え？　あ、ち、違ちがうぞっ？　誤ご解かいだ。私じゃない」


「でも……カーサちゃん、この前もぼくの見てないとこで、ジローに十じゆ字うじ架か押おし付けてた……」


「この前って、あれはもう十年も前じゃないかっ。お前に言われてからは、十字架で脅おどしたりしてない」


「……十字架では、ね」


「ジローっ。余よ計けいなことを言うな。君からもアリスに説明しろ！」


　二人組を手て玉だまに取った彼女が、まるで形かた無なしである。


　結けつ局きよく、青年の説明で誤解は解とけたようだが、そのあと金髪の女性は、


「平気？　平気？　痛いたくない？」


　と、黒髪の女はそっちのけで、青年が恐きよう縮しゆくするのも構わず傷口を拭ぬぐっていた。


　黒髪の女はしばらくその様子を憮ぶ然ぜんと眺ながめていたが、やがて、


「……ふん」


　と、また鼻を鳴らし、その場を離れた。


　まだ動けずにいる少年の方へ歩み寄ってくる。


　少年は全身を強こわ張ばらせた。彼女は気にする素そ振ぶりもなく、素っ気なく口を開けた。


「いま見たことは、忘れてもらうぞ」


　その両目が怪あやしく光った。さっきの男と同じだ。少年は居い竦すくめられたように、彼女の瞳ひとみ――碧みどり色いろの瞳を見つめ返した。


　なんて綺き麗れいな目だろう。意識を失う寸前に、少年はそう思った。


　でも、ちょっと寂さびしい目だ、と。
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　二〇世紀初しよ頭とう。帝てい国こく主しゆ義ぎのもと世界を支配するヨーロッパは、張はり詰つめた緊きん張ちよう下に置かれていた。


　前世紀半ばに登場した、石油、電気等の新エネルギーは、重化学工業の急きゆ速うそくな成長を促うながした。鉄てつ道どう網もうはあらゆる国に普ふ及きゆうし、蒸じよう気き船せんの定期便は昼夜を問わず海を渡る。世界の物流は、いまだかつてなかったダイナミックな様よう相そうを呈ていし始めていた。


　だが一方で、世界各地の植民地から輸入された大量の農作物は、自国の農のう業ぎように深しん刻こくな打だ撃げきをもたらすことになる。また、過か剰じよう生せい産さんによる工業不ふ況きようも重なり、欧おう州しゆうは二十年にわたる大だい不ふ況きように見み舞まわれた。


　そんな中、いち早く工業化の道を進み、台たい頭とうしてきたのがドイツである。


　強きよう固こな生産力を手に入れたドイツは、その後積せつ極きよく的てきな軍ぐん備び拡かく張ちようを開始する。イラクのバグダード、トルコのビザンチウム、ドイツのベルリンを結ぶバグダード鉄道の敷ふ設せつ――いわゆる「３Ｂ政せい策さく」は、大国イギリスの勢せい力りよく圏けんであるインド洋を狙ねらったものだった。


　そのイギリスは、第二次産業革命の波に乗り遅おくれたため国こく際さい競きよう争そうに敗れ、欧州における地位を徐じよ々じよに低下させつつあった。結果として、莫ばく大だいな既き得とく権けん益えき、つまり植民地への依い存ぞん度どは高まり、これを新しん興こう勢せい力りよくたるドイツから守る必要が生じていた。


　イギリスは、ケープタウン、カイロ、カルカッタを結び、その間のアフリカとインドを支配する「３Ｃ政策」で、ドイツの進出に対たい抗こうする構えを示しめす。また、ドイツ、オーストリア、イタリアの三国同盟によって孤こ立りつさせられていたフランスとの間に英えい仏ふつ協きよう商しようを結び、さらには日にち露ろ戦せん争そうで疲ひ弊へいし、イギリスにとって脅きよう威いだった南下政策を諦あきらめたロシアとの間にも英露協商を結んでドイツを包ほう囲いした。イギリスとドイツの対立は、そのまま欧州を二分する対立となったのである。


　中でも、対立の焦しよう点てんとなったのがバルカン半島だ。地中海の覇は権けんを巡めぐる大国間の思おも惑わくによって、当地の小国は分ぶん断だん、併へい合ごうを繰くり返していた。高まりを見せていた民族運動ももはや飽ほう和わ状じよう態たいとなり、いつしかこの地は「ヨーロッパの火か薬やく庫こ」と呼ばれるに至いたる。


　そして、一九一四年六月二十八日。


　オーストリア皇太子夫ふ妻さいの暗あん殺さつ――世に言う「サラエヴォ事件」が引き金となり、ヨーロッパ大陸は、充じゆう満まんしていたガスに火が点つくように第一次世界大戦へと雪な崩だれ込こんでいったのである。
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「……それが、去年のことだ」


　と、男は苦にが々にがしく言った。


　ウェーブのかかったブロンドに、グリーンともブルーとも見える瞳をした美び男なん子しだった。年の頃ころは二十代後半から三十代半ばに見える。襟えりの高いシャツにスカーフ。身に付けている細ほそ身みのスーツは、ナポレオン一世の時代のエンパイア・スタイルだ。


　フランスの有力血族、『狼ろう王おうガルー』の血統の代表者、ルイ・マルファンだった。


「開戦当初、この戦いくさはクリスマスまでに終わるだろう、などと人間どもは言っていた。それがどうだ？　年が明あけてもうすぐ半年が経たとうというのに、戦は終わるばかりか拡かく大だいの一いつ途とを辿たどっているっ」


　ルイの語ご調ちようは激はげしかった。洒しや落れ者ものとして知られる彼には珍めずらしいことだ。


　対たい照しよ的うてきに、円えん卓たくの向かい側に座すわる人物は冷静だった。


　骨ほね太ぶとな体たい軀くをした、壮そう年ねんの男である。暗あん褐かつ色しよくの髪と同色の瞳の色をしていた。口ひげとあごひげに飾かざられた顔つきは、精せい悍かんそのものだ。着ているのはルイのそれよりさらに古めかしい、王おう侯こう貴き族ぞくの装よそおいだった。


『竜りゆう飼がいウォルフ』の血統を束たばねる長おさ、ゾーネ公ことゲオルグ・フォン・ツェーゼルだ。この古こ城じようの城じよう主しゆである。


「だから、なんだというのだ」


　とゲオルグは低い声で問いかけた。


「所しよ詮せんは人間のやることだ。戦のない時代など、これまでも、そしてこれからも有り得まい」


「これはただの戦ではない！」


　ほとんど怒ど鳴なり返すように、ルイが答えた。


「貴き公こうも一度西せい部ぶ戦せん線せんを見に行かれたらどうだっ。我わがフランスは去年だけで、若い男の半数近くを失っているんだぞ？　貴公らドイツも似たようなものだ。おびただしい量の我われらの糧かてが、狭せま苦くるしい塹ざん壕ごうで無む為いに流されているのだ。指をくわえて見ていられようか！」


「減へった分とて、放ほうっておけばいずれは増える。それとも、この争いで赤き血が絶たえるとでも言うつもりか？」


「可能性は皆かい無むではないっ」


「馬ば鹿かな。世よ迷まい言ごとだ」


　切って捨てるゲオルグの物言いに、ルイの双そう眸ぼうが吊つり上がった。共に、欧州でその名を知らぬ者のない大吸血鬼だが、両者の仲が決して良好でないことも、よく知られていた。


　円卓に着くのは彼ら二人だけではなかった。


　明かりひとつない広大な部屋には、十人近い吸血鬼たちが、互たがいの動どう向こうを探さぐるべく目を光らせている。いずれも、ヨーロッパ各地を代表する血族の使者たちである。基本的に吸血鬼が他血族との関係を持とうとしないことを考こう慮りよすれば、異い例れいともいえる光景だ。


　各血族から選せん抜ばつされた使者だけあって、百や二百の若輩者は一人もいない。深い見けん識しきと強大な力を併あわせ持つ、実力者ばかりである。そんな吸血鬼たちが闇やみに身を沈しずめる様は、まるで地じ獄ごくの公こう爵しやくたちによる社交界サロンのようであった。


　が、やはりその中でも頭ひとつ抜ぬけて格かく上うえなのが、対立する二名だ。


　そして、彼らの対立は、そのまま今回の『会議』の行方ゆくえを占うらなっていた。


「今回の戦はかつてない規き模ぼの総そう力りよく戦せんだ。遠からず、我らの夜にも戦せん渦かは及およぼう。もはや、人間どもを放ほう置ちすることはできん」


　ルイは厳きびしく、唸うなるようにもらした。ゲオルグは眼がん光こうを鋭するどくした。


「夜の世界の不ふ文ぶん律りつを破やぶり、人に干かん渉しようするというのか？　我らに、ウォーロック家や『千の目のイワン』の真ま似ねをしろと？」


「……それにより、かの血族が力をつけたのは紛まぎれもない事実だ」


「浅はかな。長い目で見れば、奴やつらの卑ひ屈くつさと無む思し慮りよの証明に他ほかならぬ」


　吸血鬼たちと人間とのつき合いは、古く、そして複ふく雑ざつだ。実のところ、『狼王ガルー』の血族にせよ、また『竜飼ウォルフ』の血族にせよ、自みずからの住まう地を治おさめてきた人間――その王族や指し導どう者しやたちとは、過去幾いく度どとなく接せつ触しよくしてきた。それは、人との間に無む益えきな争いを産まぬためであり、彼らの統とう治ちする夜の世界に人の野や望ぼうを持ち込ませぬためだ。


　だが、ゲオルグがあげた二つの血族は、それまで各血族の長老たちが取ってきた立場とは異ことなるスタンスを示した。


　激はげしい覇は権けん争あらそいの末すえ、イギリスの夜を支配した『魔ま女じよモーガン』の血統、ウォーロック家。


　モスクワ大公国、そしてロシア帝国の樹じゆ立りつ以来、その宮きゆう廷てい内に顕けん然ぜんと一族の勢力を浸しん透とうさせてきた『氷ひよう牙がイーリャ』の血統の指し導どう者しや、『千の目のイワン』。


　彼らは牙きば持つ者たちの「力」を操あやつり、また、不ふ老ろう不ふ死しを約束する黒き血の魅み力りよくをちらつかせることで、それまでにない能のう動どう的てきな態度で、人間社会に近づいていったのである。


「太陽の下での政まつりごとに、我らが口を出すなど愚おろかなことだ。常命の者の諍いさかいは、不死たる我らが関心を示すに足たることではない」


　ゲオルグは頑かたくなだ。ルイは怒ど気きを抑おさえ、感情を抑よく制せいした。


　ルイにもゲオルグと同じ思いはある。それでも、古いにしえのしきたりでは今後立ちゆかぬと考えざるを得ない状じよう況きようが、目の前にあった。ゲオルグの居きよ城じように長老であるルイ自身が足を運んでいるのも、彼なりの礼れい儀ぎなのだ。


「……時代は変わったのだ、ゾーネ公」


「……その台詞せりふを貴き殿でんから聞く日が来るとはな。が、なればこそ、我らが軽けい々けいと時代に従うことはできぬ。我らと人では、時の流れが異なるからだ。我と同じほども長く生きた貴き殿でんなら、そのことがわかるはずだ」


　沈ちん黙もくがたれ込めた。


　平行線を辿たどるであろうと多くの者が予よ測そくした会かい議ぎだったが、案あんの定じようであった。ただ、この場に集まった使者たちも、まとまった意見を持っているわけではない。共通しているのは、人の世が巨きよ大だいな変へん動どうのときを迎むかえており、その波はやがて――あるいは、すでに――月げつ下かにも及およぶだろうという認にん識しき、そして危き機き感かんだった。


　人間社会は激げき動どうしている。自分たちはこれにどう向き合うか。いまや世界中の血族が抱かかえている問題といえた。


「――ゾーネ公にお尋たずねしたい」


　発言したのは北ほく欧おうの雄ゆう、『聖せい槍そうホリン』の血統から使わされた使者だった。まだ十代後半の姿をした、隻せき眼がんの青年である。


「今回の会議、そのウォーロック家と『氷牙イーリャ』の血統は参加されないのですか？　立ち位置の正せい否ひはともあれ、両血族の意見は貴き重ちようだと思うが」


　その意見には多くの吸血鬼が頷うなずいた。彼らの視線が、会かい議ぎの主しゆ催さい者しやであるゲオルグに集中した。


　そのとき、彼が答えるより先に、部屋に入ってきた彼の配はい下かが来らい客きやくを告げた。


　室内に緊きん張ちようが走る。


　しかし、現れたのは話わ題だいに上った血族の使者ではなかった。


「ゲオルグちゃんにルイちゃん！　久しぶり。元気にしてた？」


　およそ、その場にそぐわぬこと甚はなはだしい台詞せりふだった。地じ獄ごくの社交場が、一いつ転てん喜き劇げきの舞ぶ台たいになったかのようだ。


　ところが、その声を耳にし、発はつ言げん者しやの姿を見た一同は、一いつ斉せいに席を立って、それぞれの土地の仕し草ぐさで最高級の敬けい意いを表した。


　ついさっきまでの厳きびしく油ゆ断だんのない表情が消し飛び、まるで少年のような憧どう憬けいと敬けい慕ぼを浮うかべてさえいる。特に主催者であるゲオルグは、その精せい悍かんな顔をわずかに緩ゆるめながら、弾はずむ足を押おさえる動きで客人の前に近寄り、跪ひざまずいた。


「お待ちしておりました『賢けん者じやイヴ』。偉い大だいにして高こう貴きな我らが導どう師しよ。久ひさ方かたぶりに拝はい謁えつが叶かない、光こう栄えいこの上ありません。御おん身みに変わりのなきこと、誠まことに重ちよう畳じようでございます」


　そして客人の手をそっと取り、手の甲こうに恭うやうやしく接せつ吻ぷんした。


　アリスはくすぐったそうに微笑ほほえんだ。


「この度たびはお招まねき頂いただいてありがとう。でも『会議』って聞いたけど、いいのかな？　ゲオルグちゃんなら知ってるはずだけど、ぼく、何も口出しできないよ？」


「無論、重々承知しております。もとより我らの問題なれば、我ら自身で片を付ける所しよ存ぞん。お手を煩わずらわせる気など毛もう頭とうございません。あなた様をお招きしましたのは、ただ我らの行ゆく末すえを見守って頂きたかったため。そしてまた、あなた様を饗きよう応おう致いたしたく存じ上げたからです。むしろ、ご足そく労ろうをおかけし、身の縮ちぢむ思いでございました」


「そうなんだ。だったらぼくも、また会えて嬉うれしいよ。前に会ったのは、ナポレオンって人が大おお暴あばれしてたころだもんね」


「なんと。もったいないお言葉、このゲオルグ、歓かん喜きに堪たえませ――」


「アリス様っ」


　と、自らの言葉通り感かん激げきに震ふるえるゲオルグを押し退のけ、次はルイがアリスの前に跪いた。


　彼女の手をとって口づけする。ゲオルグより熱ねつ烈れつなキスだ。しかも、いつ持ち込んだのか、彼の手にはこぼれ落ちそうなほど大量の薔ば薇らの花はな束たばが抱かかえられていた。


「お久しぶりにございます。再びお目にかかれる日を一いち日じつ千せん秋しゆうの思いでお待ちしておりました。つまらぬ物ですが、どうかお受け取り下さいませ」


　花束を渡わたされたアリスが、青い瞳ひとみを丸くする。


「いいの？　ありがとう！」


「とんでもない。あなたの美び貌ぼうを飾かざる一助となれば、この薔薇たちも光栄でしょう」


「え、やだな。美貌だなんて、そんな」


　ルイの讃さん辞じに、アリスが照てれた。照れつつもしっかり喜んでいるところが彼女らしい。


「ルイっ。貴き様さま、差し出がましいぞ！」


「何を言う。アリス様も喜んでおられるではないか」


「その呼び方がすでに不ふ敬けいだっ。何なに様さまのつもりだ、貴様」


「いいから黙だまっていろ。クリミア戦争以い来らいの再会に水を差すな」


「最近ではないかっ。聞いてないぞっ」


「いやなに、パリの万国博はく覧らん会かいをエスコートして差し上げたのでな。ふふふ」


「こ、この優やさ男おとこ……！」


　大血族の長おさという立場と面めん目ぼくも忘れ、千年以上の時を生きてきた長老二人は、低レベルの言い争いを続けた。


　アリスは仕方ないなあという苦く笑しようを浮かべて、円えん卓たくに控ひかえる吸血鬼たちに顔を向けた。


「みんなも久しぶり。長老さんたちは元気かな？」


　すると、図ずう々ずうしくも賢けん者じやに接せつ吻ぷんした二人に嫉しつ視しを向けていた吸血鬼たちが、再びぴしりと背せ筋すじを伸のばした。


　長い歳さい月げつを生きた吸血鬼にとり、より長い歳月を生きた吸血鬼は本能的な畏い敬けいの対たい象しようである。ましてや始祖ともなれば、まともに口を利きくことさえはばかられるのが普ふ通つうだった。無む邪じや気きな微笑ほほえみを向けられたまま、ただただ恐きよう縮しゆくするばかりである。


　と、


「……我わが君きみ」


「あ、ごめん。紹しよ介うかいするの忘れてた」


　アリスの後ろから声をかけたのは、一いつ緒しよに入室したジローだった。室内に渦うず巻まくあまりにも強大な力の「気配」に、息を呑のんで立ち竦すくんでいたのだ。


　そんなジローの緊張に気付かぬまま、アリスは彼の腕うでを引っ張って主催者のゲオルグに引き合わせた。ゲオルグも、ルイとの言い争いを中ちゆう断だんして、東洋人の若者を見やった。


「ああ、この者が――」


「あれ？　ひょっとして、もう知ってるの？」


「もちろんです、賢者様。『賢者イヴ』が次なる護ご衛えい者しやを選んだ。その報ほうは大陸の隅すみ々ずみまで行き渡っておりますよ」


「そ、そっか。えへへ。ちょっと照れくさいね」


　顔を赤らめたアリスが照れ隠かくしに笑う。一方ゲオルグは、アリスに対するのとはまるで異ことなる冷れい徹てつな視線で、特別な興味もなく、彼女の選んだ護衛者を眺ながめていた。


　ジローは奥おく歯ばを嚙かみしめた。ただ対たい峙じしているだけでも、圧あつ倒とう的てきなまでの格かく差さを感じていた。ロンドンの『アザミ邸てい』で一度だけ姿を見た、ウォーロック家の当主。彼女に勝まさるとも劣おとらない存在感だった。


　それからジローは我に返り、慌あわてて仁じん義ぎを交かわそうとした。相手の名と血統の誉ほまれを讃たたえ、しかるのちに自らの名と血統を告げるのが、格上の者に対する礼れい儀ぎなのだ。


　しかしゲオルグは、素そっ気けなくジローを止めた。


「勘かん違ちがいするな、若いの。その手の言ごん上じようは、それに相応ふさわしい歳月を受け止めた者が行うことだ。無む自じ覚かくな若造が形だけ真ま似ねるなど、おこがましいし不ふ愉ゆ快かいだ」


「……申し訳ありません」


　ジローは頭を下げて詫わびた。何しろ彼は、転てん化かして二十年足らずの若い血だ。血族の長――それも欧州屈くつ指しの大血族を治める長老を前にすれば、彼など路ろ傍ぼうの雑ざつ草そうに等ひとしい。


　ところがルイの態度はゲオルグと正反対だった。


「なるほど、君がアリス様の新あらたな護衛者か。『賢者イヴ』の心を射い止とめたとは羨うらやましい限りだな。それに、お眼鏡めがねに適かなっただけあって、有ゆう望ぼうそうな青年じゃないか」


　意い外がいな台詞せりふだった。ゲオルグはもちろん、当のジローまで戸と惑まどいを浮うかべた。


　だが、ルイは気にする様子もなく、気さくに肩かたを叩たたいて握あく手しゆを交わした。


「私はルイ・マルファン。ルイでよい。君の名は、ジロー、でいいのだな。今後ともよろしく頼たのむよ、ムッシュ・ジロー。君の美しい主あるじともども、是ぜ非ひ懇こん意いにさせてくれ」


　そう言って、なぜかゲオルグに馬ば鹿かにするような視線を向けた。


　ゲオルグは眉まゆをひそめたあと、ハッと凍こおり付いた。見れば、ジローの傍かたわらで会話を聞いていたアリスが、ひどく冷さめた白い目でゲオルグを見つめている。そしてルイに向き直ると、「また遊びに行くからね」と満まん面めんの笑みで言った。


　ルイが我わが意いを得た会かい心しんの笑みを浮かべ、ゲオルグが痛つう恨こんの表情を見せる。


　だが、そうした締しまらないやり取りは、三人目の客が姿を見せた瞬しゆ間んかん、消え去ることになった。


「……相変わらずだな、アリス。大した人気じゃないか」


　声をかけたのはカーサだった。途と端たんに、アリスのときとは逆の反応が起きた。室内の空気が見る見るうちに険けん悪あく化かし、嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつの視線が向けられたのだ。ジローは困こん惑わくし、アリスは哀かなしげに顔を曇くもらせた。


　吸血鬼たちの反応を受け入れたうえで、カーサは平へい然ぜんと、優ゆう雅がに腰こしを折った。


「――ゾーネ公。ミスター・ルイ。大事な会議にお邪じや魔まする。もっとも、ウォーロック家の名みよう代だいではなく、賢者の付き添そいに過ぎないですが」


「……当然だな。いくらウォーロック家が新しん参ざんの礼儀知らずとはいえ、貴様を寄よ越こすはずがない」


　ゲオルグが憎にく々にくしげに吐はき捨てた。


　ジローにはただ無関心をもって対たい応おうした彼が、いまは明めい確かくな蔑さげすみでもって答えている。彼だけではない。円卓の吸血鬼も、程てい度どの差こそあれ同じ様子だ。ルイだけは幾いく分ぶん哀あわれみの籠こもった目つきをしていたが、友ゆう好こう的てきとは到とう底てい言い難がたかった。


「みんな」


　アリスが釘くぎを刺さすように言った。ゲオルグは複雑な表情を見せた。


　カーサは皮肉っぽく肩を竦すくめる。


「心配せずとも、歓かん迎げいを要求したりしませんよ。招まねかれざる客はそれに相応ふさわしく、脇わきに控ひかえているとしましょう」


「……前に会ってからしばらく経たつが、いまだに口の利きき方は覚えられんらしいな」


「生まれも育ちも賤いやしいものでね。高貴なるゾーネ公にはさぞ目め障ざわりかと思うが――」


「確かに目障りだな」


「ええ。ましてや、せっかく呼び寄せた賢者にいらぬ知ち恵えを吹ふき込む邪魔者とあっては、寛かん容ようなゾーネ公も腹はらに据すえかねるでしょう。無理からぬことです」


「……何が言いたい」


　ゲオルグの気配が膨ふくれあがった。感情的な反応ではない。彼ほどの長老が、己おのれの感情にまかせて力の制せい御ぎよを揺ゆるがすわけがない。明めい白はくな示じ威いだった。途と方ほうもなく巨きよ大だいな大だい蛇じやが、ゆっくりと鎌かま首くびをもたげるようだ。


　彼につられる形で、ルイや他の吸血鬼まで反射的に力をまとった。仮かり初そめにも人の形をしていた者たちが、人じん外がいの魔ま物ものにその存在を変化させる。ジローは青ざめて生なま唾つばを飲んだ。自分に向けられたわけでもない、ただそこにあるだけの力に圧あつ迫ぱくされ、息苦しくなった。


　しかし、遥はるか年長の吸血鬼たちから無言の威い圧あつを受けながらも、カーサは冷れい笑しようを絶やさなかった。


「賢者はその血の宿命に従い、あらゆる争いを静せい観かんする定めにあられる。同じく、人間への干かん渉しようを避さけたいゾーネ公におかれましては、ご自身の意見に賢者が賛さん同どうくださるとお考えなのでしょう。あいにくですが、それはいささか見けん当とう外はずれだ。賢者は人間だけでなく、我々の争いにも口を挟はさまない。あなた方の間で結論が出たのであれば、その決定にどのような個人的感情を抱いだこうと、何も仰おつしやられはしませんよ」


　その台詞は、話し方こそ丁てい寧ねいだが、ゲオルグを虚こ仮けにする響ひびきを含ふくんでいた。格上の吸血鬼に対するものでは断じてない。即そく座ざに殺されても文もん句くを言えないほどだ。


　しかしゲオルグはカーサに手出ししなかった。


　理由はただひとつ。アリスの目があるからだ。


「増ぞう長ちようしおって……」


　吐はき出された声には、それだけで並みの吸血鬼を灰はいにするほどの力が込められていた。太く堅けん固ごな大だい理り石せきの如ごとき牙きばが剝むき出しになる。


　たまらずにアリスが「止やめて」と叫さけんだ。


「二人とも、止めて。お願いだから」


　始祖直じき々じきの要求だ。それでもなおゲオルグとカーサはにらみ合いを続けたが、やがてより長く生きた長老が、若い混血児より先に分ふん別べつを示した。


　彼はカーサを無視してアリスに向き直ると、無言のまま頭を下げた。


　その日の会議は、それで解かい散さんとなった。





３







　そのころの彼女は、自みずからに流れる複ふく数すうの血のことを、あえて相手に話すことを好んだ。そうすることで得られる反応――嫌けん悪おや恐きよ怖うふ、忌き避ひといったものを、冷たく眺ながめて楽しんでいた。


　だから、『賢者イヴ』が笑ったときは意い表ひようを突つかれた。そして続く言葉に射ヽ抜ヽかヽれヽた。


「ぼくたちはちょっぴり似てるね。ぼくの中にも、色んな子たちの血が、いまも流れているんだよ」


　神話の時代より夜の子たちを見守り、その血を飲んでいまへと繫つなげてきた偉い大だいなる始祖『賢者イヴ』。その伝説は確かに、彼女の境きよ遇うぐうと似ていなくもなかった。


　しかし、そのとらえ方に、なんと差のあることだろう。


「よく感じてご覧らん。カーサちゃんの中に流れる色んな血は、全部カーサちゃんの力になってくれるはずだよ。それは不幸なことじゃなくて、ひょっとするととても幸せなことかもしれない」


　馬ば鹿かな、ととっさに口答えしていた。そんなはずはない。これはただの呪のろいだ、と。


　しかし賢者はにっこり微笑ほほえんだままだった。そして賢者の言葉に答えるように、体内の血がトクンと脈みやく打うった。


　まるで、主あるじに嫌きらわれた血が、賢者の祝福に喜んでいるかのように――





　その後、館やかたに戻もどった彼女を待っていたのは、長おさの厳きびしい叱しつ責せきだった。だが、賢者が取りなすことで、結局は許しを得た。


　長はその後も始祖を館に引き留とめ続けた。正直嬉うれしかった。賢者が側そばにいると、自然と口数が増えた。知らないうちに、笑うようになっていた。


　自分たち二人は似ている。悪くないじゃないかと、そう思うようになっていた。


　敵てき対たいする血族、『術聖マーリン』の血統が館を訪おとずれたのは、そんなときだ。


　彼らは、長が始祖の行動を束そく縛ばくしていると激しく抗こう議ぎした。賢者が間に入るとたちまち態度を軟なん化かさせたが、長に対しては最後まで険けん悪あくそのものだった。


「みんなぼくのことを大事にしてくれるから」


　賢者は寂さびしげに笑った。確かにその通りだ。が、断だんじてそれだけではない。まだ年の浅い彼女にさえ、賢者を巡めぐる両血族の思おも惑わくは見え透すいていた。


　誰からも愛され、畏い敬けいされる偉大なる始祖。そしてそれ故ゆえに、始祖の周囲には、始祖を巡る様さま々ざまな策さく謀ぼうが張り巡らされる。どの血統にも属ぞくさない反面、どの血統とも繫がり、絡からめ取られてしまう。


　それに比べれば、彼女はある意味自由でもあった。混こん血けつならばこそ、血統のクビキから生まれながらに解放されていた。


　ならば、と彼女は思った。


　ならば、混血の嫌われ者――何にも束縛されない自分だからこそ、賢者のためにできることがあるのではないか？


　アリス・イヴを、守ることが。


　その思いは、以後ずっと彼女の中で培つちかわれた。力が増し、知ち恵えを付け、己だけでなく他の誰かも守ることができるようになったとき、彼女は迷まようことなく賢者の側に赴おもむいた。


　それから数百年。彼女の決けつ意いは揺ゆらぐことがなかった。





　一八九五年の、あの、ロンドン橋の上までは――
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　アリスたちにあてがわれたのは、古城の西側に位置する部屋だった。広さといい調ちよう度ど品ひんといい、まさに貴族の居きよ室しつである。


　もっとも、ダントツでアリスの関かん心しんを惹ひいたのは、テーブルに用意されていた南国のフルーツだった。わざわざ彼女のために取り寄せられた物らしい。アリスは貰もらった花はな束たばを花か瓶びんに放ほうり込むと、さっそくナイフを手に取り不ぶ器き用ような手つきで皮を剝むき始めた。


　部屋には城じよ壁うへきに張り出したバルコニーがあった。ジローとカーサはアリスを部屋に残して外の空気を吸っていた。


　見み渡わたす限り夜の森が広がっている。空には月が昇のぼり、辺りはほのかに明るかった。山並みに沿そって緩ゆるやかに隆りゆう起きする木々が、海うな原ばらのように風に揺らいでいた。


　森の生物たちがいつになく慌あわただしい。城に集つどった怪かい物ぶつたちのことを知っているのかもしれないな、とジローはそう感じた。


「ジロー」


「わかってますよ。我わが君がベッドで、あなたが長なが椅い子す。私は廊ろう下かで寝ねますから」


「よろしい」


　カーサが澄すまし顔で頷うなずく。あまりにいつものことなので、いまさら腹も立たなかった。


　太陽の気配は遠い。夜明けまで、まだ時間があった。


「――なぜ聞かない？」


　不意にカーサが問うた。ジローが視線を向けたが、カーサはまだ森を眺ながめていた。


「何を、でしょう？」


「…………」


　カーサは答えなかった。ジローは彼女を見るのを止やめ、同じように森を見渡した。


　郷きよう土どの奥おく秩ちち父ぶとは木々の種類や空気が違ちがう。それでも、近代化したヨーロッパの主要都市に比べれば心の落ち着く眺めだ。


　カーサは無言だし、こちらを見ようともしない。だが、彼女がジローの問いを待っているのがなんとなくわかった。ジローは仕方なく口を開けた。


「……ずいぶんと嫌きらわれておいでだ」


「昔から、年寄り連中とは反そりが合わなくてね」


「どうせ手て酷ひどい悪戯いたずらばかりしていたのでしょう」


「ふ。否定はできないな」


　遠えん景けいに見入ったまま、カーサが淡あわく微び笑しようする。その表情には自じ嘲ちようこそあるものの、いかなる恨うらみもやましさも、そして卑ひ屈くつさもなかった。


「……混血、というのは、それほどの禁きん忌きなのですか」


　先ほどの一ひと幕まくが思い出され、ジローは我われ知しらず眉まゆをひそめた。


　理り不ふ尽じんだ、というのが彼の感想である。彼もまた、変わり者として兵学校では浮ういた存在だった。しかし、それはあくまで彼自身の責任である。出生による差さ別べつも存在したが、ゲオルグたちが示したような剝き出しの憎ぞう悪おにはほど遠かった。


　ジローの問いに、カーサは淡たん々たんと答える。


「我々にとって『血』とは魂たましいそのものだ。そして、血統は、自じ己こを規き定ていする証明に他ほかならない。人間とて、自分の国や家いえ柄がら、職しよく業ぎよう、あるいは地位などの肩かた書がきがなければ『自分』を『自分』だと言い切ることは難しいだろ？　お前もそうだったじゃないか。『日本海軍少しよう尉い、望もち月づき次じ郎ろう』。必ずそう言っていたはずだ。違うかい？」


　違わない。意識したことはなかったが、その通りだった。ジローは「……はい」と渋しぶ々しぶに答えた。


「吸血鬼の場合、一度転てん化かという生まれ変わりを経けい験けんしているから、その傾けい向こうはさらに強くなる。人として『何者か』であった男が、転化して『何に』なったか。つまり『竜りゆう飼がいウォルフ』の血統に連なる、ゾーネ公ゲオルグになったのさ。それは吸血鬼にすれば、神聖不ふ可か侵しんな絶対の自己証明だ。事実、『血』のささやきがその信しん念ねんを確かつ固こたるものにしてくれる。……混血など、他ひ人と事ごとでも許し難がたい、というわけだ」


　思わずジローは、逸そらしていた視線をカーサに向けた。


　月明かりを受けるカーサの横顔は、不ふ敵てきな冷れい笑しように彩いろどられていた。怯ひるむ様子など微み塵じんもない。背筋を伸のばし、胸を張り、悠ゆう々ゆうたる態度で夜景を楽しんでいる。


　美しい人だ。ジローは改めてそう思った。気まぐれで、横おう暴ぼうで、老ろう獪かいで、意地が悪い女性だが、それでもこの人は美しい、と。


「いいか、ジロー。さっきの一幕でわかったと思うが、今回私はアリスの側そばについてやれない。離はなれるつもりはないが、参加することは不可能だろう。お前が目を光らせていろ」


「どういうことですか？」


「他の連中の反応を見ただろ？　アリスはただいるだけで過か大だいなまでの影えい響きよう力りよくを及およぼす存在だ。それだけに、たとえ本人が何もせずとも、周囲の計けい略りやくに利用されやすい。今回は相手が相手だけに、ある程度はやむを得ないが、あいつにまで事の責任が波は及きゆうするような事じ態たいだけは阻そ止しするんだ」


　ようやくカーサはジローに向き直り、真しん剣けんな眼まな差ざしで言った。なんとなく予想していたジローは、ようやくはっきりと頷うなずいた。


「そのために駆かけつけたのですね？　我わが君をサポートするために？」


「……あの馬ば鹿かは目を離すとどんどん安やす請うけ合いするからな」


　突とつ然ぜん不ふ機き嫌げんそうに――しかし幾いくらかわざとらしく――カーサは口を曲げた。


　カーサの言い分が正しくないことを、ジローは知っていた。アリスは始祖だ。本物の始祖なのだ。普ふ段だんの言げん動どうが幼おさないにせよ、真に重要な――欧おう州しゆうの血族たちの今後を決めかねない会議で、迂う闊かつな発言をするはずがない。ゲオルグやルイがどのような甘かん言げんを用いたところで、決して誘ゆう導どうはされないだろう。


　そして、その程度のことは、ジロー以上につき合いの長いカーサにわからないはずがない。承知した上でなお、こうして駆けつけ、尽じん力りよくしているのだ。


　なぜそんなことをするのか。ジローは共感できる気がした。いまの彼もまた、同じだからだ。


「……あなたは立りつ派ぱな方だ」


　自然と、本心が口からもれた。まともに目を見て言われたカーサは、一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた。「――な」と翠みどりの瞳ひとみを大きくして狼狽うろたえた。彼女には希け有うなことだ。


「き、貴様。私をからかうなど、いい度ど胸きようだっ」


「違いますよ」


　顔を紅こう潮ちようさせるカーサに、ジローは首を振ふった。


「さっきの会議でもそうだ。あなたはあれほど強力な長老たちを相手に、堂どう々どう渡わたり合って一歩も退ひかなかった。彼らの敵意をまともに浴びながら、反はん抗こうを示した。ただ萎い縮しゆくするだけだった私に比べ、あなたは我が君のために身体からだを張られたのです。不利を承知で」


「…………」


　普ふ段だん本心を表に出さないカーサが、そのときだけは素す直なおに驚おどろいていた。ジローは唇くちびるを嚙かんでから言った。


「意志だけでは無む理りだ。我が身を捨てる覚かく悟ごなら私にもあるが、それだけでは吸血鬼の『血』が持つ格差には立ち向かえない。意志と実力。両方を兼かね備そなえて初めて、吸血鬼われわれは己おのれの信念を通すことができる。あなたのようにね。身に染しみましたよ」


　ジローはわずかに視線を落として、自らの未み熟じゆくを胸に刻きざんだ。現実から目を逸らさず、投げ出すことなく前に進むために。


　そして、そんなジローを見つめるカーサは、いつしか不ふ思し議ぎな光を瞳の奥おくに湛たたえていた。


　広々とした山々を、風が優やさしく通り抜ぬけていく。音もなく舞まい降りる月の光が、夜の世界に生きる住人たちを慈いつくしんでいた。


「……ジロー」


　とカーサが呼びかけた。意識せずに口を突ついて出た。そんな呼びかけだ。


　ジローがカーサに顔を向ける。しかし、カーサはその先を続けられない。言葉を探すような沈ちん黙もくが続き、ジローは黙だまって彼女を待つ。


　やがてカーサは静かに口を開けた。


　だが次の瞬間、彼女の顔が急に引き締しまった。すらりとした四し肢しに力と緊きん張ちようが走った。


　遅おくれてジローもその異い変へんを察さつ知ちした。戦いの気配。城の反対側だ。


　そして、凄すさまじい力の奔ほん流りゆうが迸ほとばしった。四百年間風ふう雪せつに耐たえた古城が土台から揺ゆさぶられ、周辺の森から鳥たちが一いつ斉せいに飛び立った。


「こ、これは!?」


「ゲオルグかっ？」


　あのカーサが青ざめた。ジローに至いたっては膝ひざが勝手に震ふるえた。桁けた外はずれの力だ。千年を生きた吸血鬼。それがいかに凄まじい力を振るうものなのか、その一例がすぐ近くにあった。


「どういうことだ？　いったい何が起こった」


　ただ事ではない。何しろ、他の血族を招まねいているのだ。いまこの場で騒さわぎを起こすことがどれほど重大な意味を持つか、ゲオルグが弁わきまえていないはずがない。


　と、ようやくジローが我に返った。


「我が君っ！」


　カーサも、あっ、と叫さけぶとジローに続いて部屋に飛び込んだ。室内を見回したが、アリスの姿がない。隣となりの寝しん室しつにもいなかった。


「ジロー！」


　カーサが吼ほえる。ジローは壁かべに立てかけておいた愛あい刀とうをつかむと、部屋を飛び出した。


「お待ち下さい」


　廊ろう下かに執しつ事じの姿をした男が待っていた。ゲオルグの血族の者だ。


「どうか部屋にお戻もどりなさいますよう。この騒ぎはすぐに収おさまります」


「ふざけるな！　我が君はどこだっ」


「……ゲオルグ様のところへ向かわれました」


　執事が神しん妙みように告げる。その直後、後ろから部屋を出てきたカーサが、その執事を念ねん動どうで吹ふき飛ばした。カーサの得とく意いとする魔ま術じゆつの一いつ端たんだ。


「雑ざ魚こに構かまうなっ。来い！」


　壁を蹴けり、その反はん動どうで跳はねるように廊下を走る。ジローもただちにあとを追ったが、長い廊下を走って角を曲がったときには、先せん行こうするカーサの姿は見えなくなっていた。


「くそっ」


　焦しよう燥そうを吐はき出して懸けん命めいに走る。


　だが、その足が急に停止した。


　ジローの心臓がドクンと飛び跳はねた。ドクン、ドクンと、ちょうど何かを警けい告こくするように鼓こ動どうを刻きざんだ。


　行かなければ。そう思っても、正体不明の何かが、強きよう固こにジローの足を止めていた。


　鼓動が激しくなる。刀を持っていない左手が、心臓の上に移動してシャツを握にぎり締しめた。


　なんだ？　これはいったい……


「……違う」


　不ふ意いに、確かく信しんが訪おとずれた。違う。こちらではない。アリスがいるのは、別の場所だ。さっきの執事は噓うそをついた。


　カーサを呼びに行くことも考えた。しかし、すでにカーサとはかなり離れている。


　ジローは一人踵きびすを返した。





４







　濃のう厚こうな闇やみの中に、女の喘あえぎ声が響ひびいていた。弱々しく、生なま々なましい声だ。やがてどさりと音を立てて、女は床ゆかに倒たおれた。


「……よろしいのですか？」


　ソファに座すわったまま『食事』を済ませたゲオルグに、彼の腹ふく心しんが声をかけた。「いい」とゲオルグは鷹おう揚ように頷うなずいた。


「いまは賢者様がおられる。あの方は無む闇やみと血を吸いすぎることを嫌きらわれるからな。そして、それは正しいことなのだ」


「ゲオルグ様らしくもない……」


「黙だまれ。俺とて己の不ふ徳とくは承知している。が、せめてあの方の側そばにいるときぐらいは襟えりを正したいのだ」


　ゲオルグはそう言うと、ぞんざいな手て振ぶりで気を失った女を退たい出しゆつさせるよう指し示じした。


「しかし……会議の件。難なん儀ぎなことですな」


「うむ」


　ゲオルグが顔をしかめる。吸血を済ませたばかりなので力が漲みなぎっているが、己の居城ということもあり、幾いく分ぶん弛し緩かんしていた。


「叶かなうなら賢者様のお言葉をいただきたいのが本心だが……悪あしき前例を作る訳にもいくまい」


「と、申しますと？」


「あの方は常つねに中立を保ってこられた。遥はるかな古いにしえより、ただ静かに我らの営いとなみを見守ってこられたのだ。口出しすることも、手出しすることもなく。だからこそ、あの方はいまなお高こう貴きなままでいられるのだよ」


　ゲオルグは腹心にそう言い聞かせた。


　古い血は偉い大だいだ。しかし、ただ古いだけでは高貴な血とはいえない。血は淀よどむものである。それを避さけるのは古い者ほど困こん難なんであり、だからこそ淀みのない血には、敬けい意いを払はらう価値があるのだ。


「仮にあの方が、どのような形であれ一方に荷か担たんするようなことがあれば、その影響力の絶ぜつ大だいさはさらなる混乱をもたらすことになる。あの方はそれをよく知っている。そして自らを忠ちゆ実うじつに戒いましめてこられた。これからも変わるまい」


　胸の裡うちを口にするゲオルグは、いつしか遠い眼まな差ざしになっていた。


　偉大なる血。


　いつかは自分も、その流れに沿そうに足たる存在になれるだろうか。永久とわの時を生きながら、その血を淀ますことのない、高貴な血流に。


「常に傍ぼう観かん、ですか。……それを聞いて安心しました」


「なに？」


　ゲオルグが怪け訝げんな顔をする。その次の瞬しゆん間かん、彼は己の胸に灼しやく熱ねつを感じた。


　銀の短たん剣けんが突き立っている。短剣を握っているのは、彼の腹心だ。


「貴様っ!?」


「ルイ・マルファンの言った通りですよ。時代は……変わったのです！」


　力が爆ばく発はつした。凄すさまじい魔ま力りよくの本流が、ゲオルグから腹心に向かって迸ほとばしった。


　腹心はひとたまりもなく壁に叩たたき付けられた。が、それでもすぐに立ち上がると、短剣を構え直した。


　ゲオルグ自らが己おのれの側近に選んだ者である。主あるじには及およばぬまでも、彼の力もまた十分に強大なのだ。


　いまやゲオルグの髪かみは、荒あれ狂くるう力と激情でヒドラのように蠢うごめいていた。両目は爛らん々らんと光り、牙きばは剝むき出しになっている。決して大きくはない彼が、まるで巨きよ人じんのように見えた。


「ルイかっ？　あの男の差し金かっ！」


「違ちがいます、ご主人様」


　答える声は横手から上がった。部屋の入り口から複数の吸血鬼が姿を見せる。彼の配下たちだった。それぞれ手に銀製の武器を持っている。


「……ルイ様はあれで義ぎ理り堅がたい。子が親を誅ちゆうするなど、思いつきもしませんでしょう」


「では!?」


「我々自身の意志です、主よ。時代はとっくの昔に変わっている。このような山やま奥おくで貴族を気取っているようでは、その流れに取り残されるだけだ」


　そう告げたのは腹心だった。


　ゲオルグは少なからぬショックを受けた。自らの血族に裏切られる。決してない話ではなかったが、それはつまり長おさとしての統とう率そつ力りよくに欠けていた証しよう拠こであり、不ふ名めい誉よなことであるのだ。


　だが、とゲオルグは傷ついた身体からだに猛もう烈れつな闘とう志しを燃やした。


　ならば挽ばん回かいすればよい。この不ふ忠ちゆう者ものどもを殲せん滅めつし、他の者どもをあらためて教育すれば良いのだ。自らに非ひがあったとすれば正し、己の血族をより良い方向へ――偉大で高貴な道のりへと導みちびいてやれば良いのだ。


　銀の切っ先は千年を生きた大吸血鬼の心臓を傷つけていた。しかし、この期ごに及およんでまだ、彼はその傷を付けた腹心たちを恨うらみはしなかった。道を踏ふみ外はずしたことへの怒いかりはあっても、恨みは湧わかなかった。独どく善ぜん的てきではあろうと、ゾーネ公ゲオルグとは、そういう吸血鬼だった。


「……せめて血を飲む前に仕し掛かけるべきだったな」


　ゲオルグは言った。何百年ぶりかで戦せん闘とう態たい勢せいに――死力を尽つくして戦う体勢に入る。彼の身体から、目には見えない霧きり状じようの物が溢あふれ出てきた。強力な吸血鬼が力を振るう際さいに現れる現象だ。


「お前たちが数を揃そろえて、それで俺に勝てると思ったかっ」


　彼の奥底から、次から次へと力が汲くみ出されてきた。腹心たちが目を剝くのがわかった。長老の全身が膨ふくれあがっていく。巨大な牙が唇くちびるを割さき、瞳どう孔こうが真円を描えがいて禍まが々まがしい光を放った。


　そのときだ。


「やれっ。契けい約やくを果はたせ！」


　腹心の号令に応じ、一いち陣じんの風が吹ふき込んだ。


　風――いや、霧だ。魔力をまとった霧。吸血鬼がその姿を変えた霧だった。


　ごくわずかな、限られた血統のみに可能とされる、極きわめて高度な魔まじ術ゆつである。それを用いる代表的な血統こそ――


「『老ろう牙がニザリ』の暗殺者!?」


　なぜここに？　ゲオルグは混乱した。彼の腹心たちは外の世界に疎うとい。だからこそ、このような山奥で朽くちるのを嫌きらって反はん旗きを翻ひるがえしたのだ。そんな世せ間けん知しらずが、どうして夜の世界に恐おそれられる『老牙ニザリ』の血族へ、殺害依い頼らいを持ちかけられたのか。


　ゲオルグの疑ぎ念ねんを余よ所そに、霧は無む情じように、そして速すみやかに、傷ついた長老へ襲おそいかかった。
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「今度ばかりは、余よ計けいなお節せつ介かいは止やめろよ、アリス――」


　カーサは歯は嚙がみしながら走っていた。城は古いが内部が広く、また入り組んでいる。激しい戦いの気配を頼たよりに、戦場を目指していたが、近づくほどにそこで荒れ狂う力の大きさを実感できるようになった。


　自分があの場に駆かけつけたとして、どれほどのことができるだろうか。そう考えると怯ひるみそうになる。


「ちっ。怖おじ気づいてどうする！」


　突つき当たりを左に曲がる。いや、壁かべから壁へと直角に飛び移る。


　すると、前方に二人の人ひと影かげが見えた。


「貴様っ。ウォーロック家の!?」


「部屋に戻もどれっ。お前のような者が首を突っこむことではないわ！」


　カーサは一々答えなかった。正面から全力の思し念ねんをぶつけ、二人を吹き飛ばそうとする。


　しかし、カーサの術は敵二人の手で弾はじかれた。やり手だ。カーサは奥歯を嚙んだ。百年以上生きたような大物が、この城にはゴロゴロしている。


　もちろん、たとえ二人がかりだろうと、カーサは自分が負けるとは思わなかった。魔術の腕うでは、あの会議場にいた連中と比べても決して引けを取らない自負がある。


　ただし、時間が惜おしい。カーサは牙を剝き、大おお技わざを叩たたき付けるべく精神を集中させた。


　だが――


「お待ち下さいっ。お願いです！」


　背後でそんな声が聞こえた。一瞬注意が逸それ、そして全身に電流が流れるような悪お寒かんを感じた。


　目指す先の戦場を埋うめる、莫ばく大だいな力の塊かたまり。それに勝まさるとも劣おとらない圧あつ倒とう的てきな力が、後ろから近づいてきた。カーサを止めようと構えていた二人も、それどころではないという面おも持もちで血の気をなくしていた。


　堪たまらずに振ふり返る。


　背せ筋すじが凍こおり付いた。


　さっき曲がった角。彼女が来たのとは異ことなるもう一方の廊ろう下かの奥だ。


　必死に食い下がる城の者と、それを無む視ししてこちらに近づいてくる男がいた。


　ルイ・マルファンだった。上半身はボタンも留とめずに羽は織おったシャツ一枚。足下は裸足はだしという出いで立ちで歩いてくる。


　だが、その全身から放たれる威い圧あつ感かんたるや、とてつもなかった。目にした瞬間、カーサは身動きできなくなった。両目は青白い鬼おに火びを灯ともし、ブロンドが幽ゆう鬼きの如ごとく揺ゆれている。もとが美び男なん子しだけに、一層の恐おそろしさを感じさせる。


「ルイ様っ。この先はどうか進まれませんよう。どうか！」


　城の者はゲオルグの血族だろう。ルイは聞き入れず、猛もう然ぜんと進む。


　しかし、


「これはあくまでも、我われら『竜りゆう飼がい』の問題。たとえルイ様といえど、どうか手出しは無用に願います。このご説明は明日、我らの代表者が致いたします故ゆえ！」


　そう男が口にした瞬間、ただでさえ膨ふくれあがっていたルイの気配が、ついに弾はじけた。





「……下げ郎ろうっ」





　地の底から響ひびくような声だった。


　力の象しよう徴ちようたる見えない霧が、一瞬で廊下を埋うめ尽つくした。ルイを止めていた男――そしてカーサの行ゆく手てを塞ふさいでいた二人までが、なんの前まえ触ぶれもなく八つ裂きにされた。血が盛せい大だいに壁かべと床ゆかに飛び散り、肉にく片へんが辺りに散さん乱らんしてから灰はいになった。


　まるで狂きよう暴ぼうな狼おおかみの群むれに襲おそわれたようだった。一瞬の早はや業わざだ。


　カーサは全身に汗あせをかいて立ち尽つくしていた。指先ひとつ動かせない。


　ルイはカーサなど完全に無視して、先に進もうとした。


　ところが、「……ち」と呻うめいて、急に足を止めた。


　全身に漲みなぎらせていた力を抜ぬき、徐じよ々じよに収しゆう束そくさせ始める。


　カーサも変化に気付いた。さっきまで続いていた激しい戦いが終わっている。ゲオルグの気配が、急速に減げん少しようしていた。


「……死んだか」


　もうもとの伊だ達て男に戻ったルイが、感情を殺した声でつぶやいた。そして一度だけ抑おさえきれずに舌打ちすると、部屋に戻り始めた。


「……死んだ？」


　カーサが尋たずねる。ルイは足を止めず、


「ゾーネ公は己おのれの血族に討うたれたようだ」


「なっ」


　それで得とく心しんした。この騒さわぎは、ゲオルグの配下によるクーデターなのだ。


「しかし、ゲオルグほどの大吸血鬼が……」


「どうやら何者かが『老牙ニザリ』の暗殺者を招まねき入れたようだな。連中の気配がする」


　カーサは愕がく然ぜんとした。『老牙ニザリ』の血統といえば、暗殺を専門に請うけ負おう者たちだ。カーサは慌あわてて走り出した。「待てっ」とルイが呼び止めた。


「どこに行く、混こん血けつ児じ。すべて終わった。これから先は他血族が口を出すことではない」


「アリスがいるんだ！」


　ルイはまじまじとカーサを見つめた。


　カーサの言うことを信じたのか、彼は視線を遠くに投げて自らの感かん覚かくを広げた。彼の鋭えい敏びんな感覚は、広大な城内を瞬またたく間まに調べ上げた。


「……アリス様なら自じ室しつにいるぞ」


「……え？」


「いや、これは……もとの部屋ではないな。隣りん室しつか？」


「隣となり？」


　そのときようやく、カーサはジローがいないことに気が付いた。


　ジローとアリスは同じ血に連つらなる、ただ二人だけの血族だ。二人の間には血の連れん帯たいがある。ひょっとすると彼は、途と中ちゆうでアリスの居場所を察さつしたのかもしれない。


「――感謝する」


　カーサはルイにそう告げて、来た道を引き返した。


　ルイはカーサの礼に「ふん」と鼻を鳴らした。それから誰もいなくなった廊下に立ち、ゲオルグの死んだ方向に視線を投げた。


　遥はるかな昔から、何かというと対たい立りつしてきた相手だった。だが、同時にルイが知るもっとも古い時代を生きた、数少ない仲間でもあった。


「……つまらない死に方をしたな、ゲオルグ」


　そうつぶやいたルイの声には、微かすかな哀あい悼とうが込められていた。
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　ここだ。血の導みちびきに従って部屋の前まで戻もどったジローは、その奥にある隣室のドアを開けた。


　部屋にはさっきの執しつ事じがいた。彼は慌てて剣けんを手に取った。


「なぜ戻った？」


「やはりここでしたかっ。我わが君はどこです！」


　執事は舌打ちすると、「隣の寝しん室しつだ」と告げた。


「部屋に用意した果くだ物ものに特とく殊しゆな睡すい眠みん薬やくを入れさせて貰もらった。いまはぐっすり眠ねむっておられる」


「我が君に薬を盛ったのか……！」


　ジローの怒ど気きに、執事は肩かたを竦すくめた。


「危き害がいを加えるつもりはなかった。彼女はゲオルグ様と親しいからな。万が一にも、今回の件で巻き添ぞえにしたくなかっただけだ。直じきに目が覚める」


「黙だまれ、卑ひ怯きよう者もの！　その無ぶ礼れい、断じて見過ごせんっ」


　ジローが刀を抜いた。執事の目つきが険けわしくなったが、すぐに嘲あざける顔つきになった。


「止やめておけ、若造。お前程度では相手にならん」


「試ためしてみるか！」


　ジローが突とつ出しゆつした。相手との差はわかっている。だが、退ひく気は毛もう頭とうなかった。


　執事は頭から舐なめてかかっていた。剣を突つき出すと同時に、念動によってジローを床ゆかに押おさえつけようとした。溜ためのない力の放出だったが、その総そう量りようはジローにとっては十分な脅きよ威ういだった。


　ジローは直前に足あし捌さばきを変えた。思わぬ動きに執事が攻こう撃げきを停てい止しさせる。その隙すきを突き、滑すべり込むように踏ふみ込んで刀の切っ先を振り上げた。吸血鬼としての経験は劣おとろうと、純じゆん粋すいな剣けん技ぎなら、ジローに敵かなう者はそうはいない。


　執事の頰ほおが裂さけ、血が宙ちゆうに尾おを引いた。「貴様っ」と執事が激げき怒どした。


「賢者の血族だからと付け上がるな！」


　執事は本気でジローに襲いかかってきた。


　たちまちジローは押され始める。単純な膂りよ力りよくやスピード、体力が違ちがうのである。念動などの魔ま術じゆつに至いたっては、比べものにならなかった。


　勝てない。そう判断するしかなかった。敵の剣はつたないほどなのに、自分はそれに翻ほん弄ろうされている。


　悔くやしくてならなかった。だが、悔くやむだけでは、役目は果たせない。未み熟じゆく者ものには未熟者なりの戦い方がある。


「どうした、若造。所しよ詮せん口くち先さきだけか」


　執事が嘲あざ笑わらい、ジローの動きを念動で止めた。そして剣で斬きり付けた。


「くっ――！」


　左ひだり腕うでが深々と切り裂かれ、ぶらりと垂たれ下がった。骨に達たつしている。触さわれそうなほどの激げき痛つうが、脳のう裏りを一瞬で鮮あざやかな色しき彩さいに染そめた。


　だがジローは、右手で刀を構えると、切きっ先さきを執事に向けた。血に滲にじむ眼がん光こうからは、いささかの闘とう志しも失われていない。


　執事が苛いら立だちを見せた。


「諦あきらめろ。命までは取らん。第一、勝ち目はないことぐらいわかるだろうが」


　奴やつの言うとおりだった。自分では彼に勝てない。


　だが、危き機きに立たされたジローの脳裏には、一人の女性の姿が浮うかんでいた。颯さつ爽そうと黒くろ髪かみをなびかせる、大だい胆たん不ふ敵てきな麗れい人じんの姿が。


　アリスがここにいる以上、城中を駆かけ回ったあとであろうと、彼女は必ずここに駆けつけるはずだった。


「せめて……」


「なに？」


「せめてその間ぐらい持ちこたえないことには、何を言われるかわかりませんからね」


　脂あぶら汗あせを浮かべながら笑うジローの台詞せりふに、執事が怪け訝げんな顔をする。


　ジローは己を奮ふるい立たせる雄お叫たけびをあげ、渾こん身しんの力で執事へと斬りかかった。
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　それはそれは気にくわなかった。自分でもおかしくて笑い出しそうになるほど、何から何まで気にくわなかった。


　あいつが自分より構かまわれるのが気にくわない。あいつが自分より優やさしくされるのが気にくわない。あいつが自分より笑いかけられるのが気にくわない。あいつが自分よりもっと近くにいるのが気にくわない。


　何より、納なつ得とくがいかなかった。


　てんでお話にならない若造なのだ。甘あまったれで、身の程ほど知らずで、愚ぐ鈍どんで、馬ば鹿かで、無む神しん経けい。自分と比べるまでもない、どうしようもないただのひよっこだ。


　なのに。


　そして、彼女は荒あれた。気晴らしに殴なぐるなど日にち常じよう茶さ飯はん事じで、少しでもカチンと来たら即そく座ざに制せい裁さいを下くだしてきた。認みとめたくはなかったが、自らの感情をもてあました。吹っ切ることができなかった。


　あいつのいる場所は、自分のいる場所だったはずなのだ。あいつに課かせられた役目は、自分が請うけ負おうべきなのだ。


　なのになぜ。


　どうして。


「カーサちゃんも仲良くしてあげてね」


　そんな頼たのみに気のない調子で頷うなずきながら、彼女は納得がいかなかった。


　どうして、そいつなのだ。


　なぜ、自分ではないのだ、と。
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「……起きたか」


　カーサの声に、ジローは慌あわてて周りを見回した。


　彼は長なが椅い子すに寝ねかされていた。静かな部屋に戦せん闘とうの痕こん跡せきは見当たらない。執事と斬り合った部屋ではなく、最初に割り当てられた部屋だった。


　カーサが駆けつけた瞬間、緊きん張ちようの糸が切れて気を失っていたのだ。


「奴はっ？　我が君は無ぶ事じですか？」


「あの執事は、痛いためつけて窓から捨てた。あれで結けつ構こうな年のようだし、死ぬことはないだろう。アリスはこっちの寝室だ。まだ幸せそうに寝てるよ。いい気なもんだ」


　カーサは長椅子の前に一人用の椅子を移動させて座すわっていた。手には、どこから仕入れてきたのか、ワイングラスがある。


「……面めん目ぼくありませんでした」


「殊しゆ勝しようだな」


「手も足も出ませんでしたから」


「ま、相手が相手だからな」


　それは、カーサにしては珍めずらしい、励はげましの言葉だった。ジローは気付かなかったが、口にしたカーサ自身、自分がそのような台詞せりふを言ったことに驚いていた。


「しかし……私が言うのもなんですが、手て練だれでした。『竜飼ウォルフ』の血統とは、強力な血ち筋すじなのですね」


「それもあるが、何しろ年を食った連中が大勢生き残っていた」


　とカーサも幾いく分ぶん強こわ張ばった微び笑しようを浮かべる。


「外がい界かいとの接せつ触しよくを最小限に止とどめたゲオルグの方ほう策さくがあってこそだ。時代遅おくれであっても、奴には奴なりの考えがあったってことだな。考えてみれば、とんでもない城だったもんさ。今後『竜飼ウォルフ』の血族がどんな道を辿たどるのか。ある意味、見み物ものだよ」


「どういうことです」


「……ゲオルグは配はい下かの手にかかった」


　驚くジローに、カーサはことのあらましを説明した。


　バルコニー越ごしに見える空が、次し第だいに白み始めた。夜明けが近づいているのだ。長かった夜も去り、吸血鬼たちの時間が終わろうとしていた。


　すべてを聞き終えたあとで、ジローはひとつ大きく息を吐はいた。


「彼ほどの大吸血鬼が、身内に寝ね首くびをかかれるとは……」


「半分は自じ業ごう自じ得とくだがな」


「無む念ねんだったでしょうね」


　ジローが言った。カーサはちらりと彼を見つめ薄うすく笑った。甘いな、と言いたげな皮肉めいた笑えみだったが、口に出しては何も言わなかった。


　代わりに、


「取りあえず――」


「え？」


「時間稼かせぎにはなったな」


「あ」


　ジローが恥はずかしそうに、同時に少し嬉うれしそうに口元を緩ゆるめる。アリスそっくりだ、と思うと、カーサは苦く笑しようを堪こらえられなかった。


「ジロー。この際さいはっきり言っておくが、私は君が嫌きらいだ」


　途と端たんにジローが硬こう直ちよくする。


　カーサは笑みを大きくした。


　噓うそはついていない。ジローはカーサから大切な場所を奪うばったのだ。自分には彼を嫌う権けん利りがある。そう思った。


　思っていた。


「――だが、多少なりとも役に立つなら、話は別だ。次は露つゆ払はらいぐらいできるようになっておけ」


「カーサ……」


　喜んでいのか悪いのかわからない。ジローはそんな複ふく雑ざつな面おも持もちをしていた。結構なことだとカーサは思った。彼女も、自分が何を伝えたいのか、いまいちよくわからないのだから。


「さて……そろそろ寝るか。君は寝るなよ。せめて番をしてろ」


「謹つつしんでお受けします」


　ジローが神しん妙みように頷うなずく。カーサはクスリと肩かたを揺ゆらした。


　そのときだ。


「ウォーロック家のカーサ様。および、『賢けん者じやイヴ』の護衛者、ジロー様ですね」


　声がしたのは夜明けの近づくバルコニーだった。一人の少女が膝ひざを突き、部屋に向かって頭こうべを垂たれていた。


　ジローもカーサもとっさに反応できなかった。それから瞬しゆん時じに立ち上がり、戦せん闘とう態たい勢せいを取った。


　どちらも慄りつ然ぜんとしていた。油断していたことは否いなめない。だが、声をかけられるまで、まったく存在に気付かなかったのだ。そのようなことがあるだろうか。特に、カーサの衝しよう撃げきは大きかった。


　少女の外がい見けんは、十七、八というところだった。簡かん素そな男物の衣い装しようを身につけ、長い銀ぎん髪ぱつを大きな三つ編あみにして背中に垂らしている。農家の娘むすめを連れん想そうさせる素そ朴ぼくな顔立ちで、体つきも小こ振ぶりだった。


「……誰だい？」


　とカーサが質問した。声が微かすかに震ふるえていた。


　少女は顔を伏ふせたまま応こたえた。


「『氷ひよう牙がイーリャ』の血統に連なる者です」


　ぴくっ、とカーサの柳りゆう眉びが動いた。


「『千の目のイワン』の配下か」


「…………」


　少女は沈ちん黙もくで応おうじた。


　ロシア帝てい国こくの闇やみに巣すくう『千の目のイワン』は、その血族を率いる高こう名めいな吸血鬼だ。あまり正体は知られていないが、ゲオルグやルイよりさらに長く生きた長老と言われている。


　また、その広大な縄なわ張ばりを統とう治ちするため、至いたるところに配下の手練れを送り込んでいた。千の目という二つ名も、『イワン』が込み入った諜ちよう報ほう、工作活動を好このんで用いることから来ているらしい。そうした手しゆ法ほうは、血族社会では他に類るいの少ないことだ。


「では、先日宿に訪おとずれた二人組は、あなたの仲間なのですか？」


「はい」


　少女は躊ちゆう躇ちよせず肯こう定ていした。ジローが表情を険けわしくした。


「どうかご安心下さい。この会議に列れつ席せきしてほしくなかったのは事実ですが、もとより『賢者イヴ』に牙きばを向けるつもりはありません。この度たびは蛇だ足そくかとも思いましたが、ひと言お詫わびに参りました」


「詫び？」


　カーサが真しん意いを探さぐる口調で尋たずねた。それから、ハッとして、


「そうか。今回の件、お前たちが裏で糸を引いていたのだな。『老ろう牙がニザリ』の血族を呼び寄せたのも……」


「わたくしどもです」


　少女はあっさりと認みとめた。


「ゾーネ公の腹ふく心しんからコンタクトを受け、今こ宵よいの一ひと幕まくの演出を行いました。睡すい眠みん薬やくの件は彼らの独どく断だんですが、わたくしどもに責任がないとは言い切れません。改あらためてお詫び申し上げます」


　少女の説明に、ジローとカーサは絶ぜつ句くしていた。


　話の内容はもとより、少女の態度が底そこ知しれなかったのである。これだけの陰いん謀ぼうを企くわだてておきながら、しかもそれを二人に明かしながら、少女の態度には悪びれたところはもちろん、いかなる感情もなかった。


「……恐おそれ入るね。広くその名を知られたゲオルグほどの大物を謀ぼう殺さつしておいて、平へい然ぜんとしていられるとは。『氷牙イーリャ』の血統とは、なかなかに面つらの皮かわが厚いようだ」


「お二人はゾーネ公と親しん密みつな関かかわりはお持ちでなかったはず。驚おどろかれることもないと思います」


　少女が静かに反はん論ろんする。カーサはしばし唇くちびるを嚙かんでいたが、やがてニヤリと笑った。


「……その通りだ。所しよ詮せん、他ひ人と事ごとではあるな」


「カーサっ」


「だってそうだろ、ジロー？　私たちの関心は、つまるところアリスのことだ。で、こいつはそのアリスに被ひ害がいが及およびかけたことを、こうしてわざわざ詫びに来たんだ。筋すじは通している」


「それは……」


　ジローが口くち籠ごもると、少女は話は済すんだとばかりにゆっくり立ち上がった。


「間もなく夜も明けます。お二人ともお休みになられることでしょうし、わたくしはこれにて退たい散さんします。ジロー様。『賢者イヴ』には宿の件でもお詫びをお伝え下さい」


「ぼくに？」


　少女が鋭するどく視線を向けた。ジローとカーサもだ。


　寝しん室しつから、寝ねぼけ眼まなこのアリスが部屋に入ってきていた。見知らぬ少女に気づき、ぱちくりと瞬まばたきをする。


　ジローとカーサは即そく座ざに位置を移動し、アリスと少女の間に立った。


　だが、少女は動どう揺ようを示しめさず、再び腰こしを折って丁てい寧ねいに膝を突いた。


　二人に話しかけたときと変わらぬ口ぶりで、淡たん々たんと述べる。


「初めてお目にかかります、『賢者イヴ』。夜を見守る女め神がみ。血を慈いつくしむ母。月の意の体たい現げん者しや。いまなお残る『源げん泉せん』。始まりに立ちて、海を目指す者よ。あなた様に夜の祝しゆく福ふくがありますよう。時の加か護ごがもたらされますよう。わたくしは『氷牙イーリャ』の血統の者。名を時に埋うもれさせた、ひと滴しずくです。かように非公式な、またかように無ぶ礼れい極きわまりない訪ほう問もんを、どうかお許し下さい。御おん身みの周しゆう辺へんを騒さわがし、誠まことに申し訳ありませんでした」


「……君が？」


　アリスはもう一度瞬きした。まだ眠ねむいらしい。


　それから、ふんわりと微笑ほほえみ、


「こんばんは。いい夜だね」


　と言った。


　もう夜明けだ。やはりまだ半分寝ている。


　少女は顔を上げ、しばしアリスの微笑みを見つめていた。


「……はい。とてもいい夜だと思います」


　そして、「失礼します」と言い残すと、小鳥のような軽い動どう作さで、バルコニーの手すりに飛び上がった。


「あ、待って」


　アリスが呼び止める。少女が身体からだの向きを変えた。


「ねえ。君のことってやっぱり、内ない緒しよなのかな？」


　少女はその台詞せりふの意味をすぐには理解しなかった。が、何に思い至いたったのか、初めて感かん嘆たんの表情を浮うかべてアリスを見つめた。


「……いえ。特に秘ひ密みつにしているわけではありません。名乗らなかったことを、お許し下さい。あれもただの通つう称しようですので」


「いいよ、そんなの。気にしないから」


「ありがとうございます。では」


　少女が跳ちよう躍やくし、城じよ壁うへきに取りついた――かと思うと、あっという間もなく姿を消した。目まの当たりにしたカーサは内ない心しん舌を巻いていた。やはり相当の手て練だれだ。まともに戦っていれば、彼女やジローでは手も足もでなかったに違ちがいない。


「我わが君、いまのは？」


　警けい戒かいを解といたジローが、アリスと少女の最後のやり取りについて尋たずねた。カーサも注意を戻もどした。


　アリスは妙みように嬉うれしそうだった。質問に答えるというより、独ひとり言ごとを口にする調子で、


「初めて会えたけど、女の子だったんだね。イワンちゃん」


「え？」


　ジローとカーサは揃そろって目を丸くした。
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　血族内の内ない紛ふんには、他の血族は口を挟はさまない。それが流りゆう儀ぎではあったが、城を去る使者たちは一いち様ように複ふく雑ざつな面おも持もちだった。


「時代は変わった、か……」


　そう吐はき捨すてたのはルイだった。新たにゾーネ公の名を名乗ることとなった、かつてのゲオルグの腹心へ、ルイは遠えん慮りよのない蔑べつ視しを投げた。


「まったくその通りだな。だが、おれの気は変わったよ。何なに事ごとにも正しい流れというものがある。我が血統は、当面人とのつき合いは控ひかえることになるだろう。決けつ断だんを下くだすのは、古いしきたりの意味を見直したあとでいい」


　そう言い残して立ち去るルイを、腹心は何も言わずに頭を下げて見送った。


　アリスとジロー、それにカーサも、ただちに城をあとにした。


　ゲオルグの死を聞かされたアリスは、意い気き消しよう沈ちんしていた。ジローが慰なぐさめると力のない笑みを見せたが、それだけだった。


「古い友達がいなくなるのは、いつまで経たっても寂さびしいよ」


　誰よりも長く生きてきたアリスだ。同じ悲しみは数えられないほど経験してきたことだろう。


　ふとカーサは思った。自分と彼女とのつき合いも、もう四百年以上になる。


「結局彼らはどうするのでしょう？　ルイ・マルファンは否定していましたが、他の血族は、人間への干かん渉しようを行うのでしょうか？」


　ジローが話題を変えた。ちなみに、彼だけは徒と歩ほだ。山村で合流したあと、彼が乗っていた馬は、当とう然ぜんのようにカーサが召めし上げている。


「踏ふみ切る血族もあるだろうな。どの程度動くかはわからんが」


　カーサが素そっ気けなく答えた。


「昨日も言ったが、『竜りゆう飼がいウォルフ』の血族にせよ、これで一気に人との繫つながりが強くなるとは思えない。強力な指し導どう者しやを失って右う往おう左さ往おうするのは目に見えているからな」


　事実、これよりのちゲオルグの子たちは、血族内の結けつ束そくを失って半ば瓦が解かいしていくことになる。そしてゲオルグの残した遺い産さんが底を突ついたとき、かつての隆りゆう盛せいを取り戻すべく、十分な指し針しんも理解もないまま、人間社会の「ある勢力」に近づいていくのである。


　第一次大戦敗はい戦せん後ご、完全に破は綻たんした経済に喘あえぐドイツ。その絶ぜつ望ぼうの底で蠢しゆん動どうを開始した、ある危き険けんな勢力に……。


　だが、それはまだ、カーサのあずかり知らぬ所だった。


「……でも、いつかはみんなそうなるよ。人とぼくたちが手を携たずさえることに」


　ぽつりとアリスが言った。


　カーサは「そうだな」と答え、ジローも「そうですね」と言った。


　それから揃そろって、


「ええっ!?」


　と仰ぎよう天てんした。


「わ、我が君っ。では我が君は、吸血鬼は人に干渉するべきだとお思いなのですか？」


「こら、ジロー。我が君じゃなくて、アリス、でしょ」


「真ま面じ目めに答えろ、アリス。そうはっきりわかっているのなら、なぜ城で――ああいや、口出しするべきでないのは、わかっているが……」


　狼狽うろたえる二人を余よ所そに、アリスは小さくため息を落とした。


「会議でみんなが言ってたのは、人を裏うらから支配するってことだよ。昨日会ったイワンちゃんね。あの子も地元の方じゃ人間を操あやつって――今度の戦争にも関かかわってるんでしょ？」


「あ、ああ。よりにもよって聖せい職しよく者しやを装よそおった血族を一人宮きゆう廷てい内ないに入らせて、相当な無む茶ちやをしているようだ。一部には、その血族が『イワン』の指示を無む視しして暴ぼう走そうしているという噂うわさもあるが……」


「そういうんじゃ駄だ目めなんだよ。そうじゃなくて――人と仲良くしなきゃって言ってるの。ぼくたちは、これから人と友達になるんだよ」


　さらりとした断だん言げんだった。まるで、すでに確かく定ていしている未来を語るかのようだ。聞いていた二人は、啞あ然ぜんとした。


「そしてそのためには、ルイちゃんが言った『正しい流れ』に従したがわないと駄目なの。あの子は気取り屋さんだけど、ときどき自分でも気付かないまま真しん理りを言っちゃうんだよね」


　変な子、とアリスは平へい然ぜんとしてつぶやいた。二人は言葉も出ない。


「人と、私たちが……」


　そんな未来は想像もできなかった。ジローは不ふ思し議ぎな感かん慨がいに打たれて、小さな声をもらした。


　一方アリスは二人を煙けむに巻まいたあと気を取り直したのか、また明るい表情を取り戻した。


「それよりさ、ジロー。怪け我がはもういいの？　痛くない？」


「ああ。平気ですよ、我が――アリス。すっかり回復しました」


「良かった。今回は偉えらかったね。眠ってるぼくを守るために、自分より強い人と戦ったなんて。うふ。なんかぼく、お姫ひめ様さまみたい。ジローはナイトだね」


「ま、まあ、何事もなくて何よりでした」


「またこんなことがあっても、ちゃんと守ってくれる？」


「もちろんです。それが私の役目なんですから」


「えへへ。嬉しい」


　アリスはにやけ顔でジローに笑いかけた。と、前を行く馬から、ゴホンと咳せき払ばらいが聞こえた。ジローが慌あわてて付け加える。


「そうそうっ。私だけではないのです。というより、本当に敵を撃げき退たいしたのはカーサでして、私は彼女が駆かけつけるまでの時間稼かせぎにしかなりませんでした」


「カーサちゃんも守ってくれたの？」


　アリスがカーサの背中に問いかけた。カーサは振ふり向きもせず、


「気にするな。いつものことだ」


　と言った。


　振り向きもしない割りに、何かを期待する響ひびきに溢あふれた台詞せりふだ。


　しかし、振り向きもしなかったので、アリスは気付かなかった。


「そっか。ありがとう、カーサちゃん！」


　と言って、またジローに向き直った。


「ねえ、ジロー。今度はどこに行こっか？　せっかく会えたんだから、イワンちゃんのいるとこまで行ってみる？　確かロシアだよね。ぼく常つね々づねロシアの『熊くまいじめ』だけは、断だん固こ廃はい絶ぜつすべき悪あく習しゆうだと思ってたんだ」


「ロシアはさすがに……このご時じ世せいですし」


　ジローが困こまったように笑う。すると、今度はカーサの乗った馬が歩みを早め始めた。しかもその乗馬がやけに荒あらい。ジローは慌てて提てい案あんする。


「とりあえず急ぎましょう。のろのろしているわけにもいかない」


「えー。なんで。のんびり行こうよ。急ぐ用事なんか、なんにもないんだし」


「いやしかし……ほら。カーサから遅おくれてますよ」


「カーサちゃん早過ぎるよ。ジローは徒歩だって言うのに。あ、ひょっとしてカーサちゃんは用よう事じがあるのかも。いいじゃない。ぼくらはゆっくり行こ」


　たちまちカーサの馬の足が止まった。こちらを振り向かない背中が、何かを雄ゆう弁べんに語りかけてくる。主にジローに向かって。


　ジローはアリスの乗る馬のくつわを引いて、急いでカーサに合流した。


「ジロー。私が替かわろう。君もまだ本調子ではないだろう」


　カーサがにっこり笑って提てい案あんしてきた。にっこり笑っているのに、なぜかジローは戦せん慄りつを覚えた。


「いいよ、カーサちゃん。ジローとぼくが一いつ緒しよに乗れば良かったんだ。さ、ジロー。ぼくの後ろに乗って。あ、でも、後ろから嚙かみ付いて血を吸ったりしちゃ駄目だよ。お外でなんてはしたないからね～。なんちゃって。うふ」


　むしろ吸って欲ほしそうにアリスが流し目を向ける。


　冗じよう談だんと思ってジローは笑った。カーサも笑った。笑った口元から、少しばかり牙きばがのぞいていた。


「まったくアリスは冗談ばかりだな。――さ。ジロー。私と、替われ」


「えー。一緒に乗るのは冗談じゃないよ。ジロー。こっちおいで」


「いや。私と替わろう、ジロー。いま、すぐに」


「どしたの、ジロー？　顔色悪いよ？　やっぱりまだ体調が良くないんだよ。乗って乗って。遠えん慮りよなんていらないからさ」


　二人の女性はジローの頭上から、交こう互ごに、いつまでも声をかける。


　ポクポクと歩く二頭の馬は、いつしか並んで進んでいた。


　その間に挟はさまれたまま、結局ジローは徒歩での旅を続けることになる。
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　長い長い、苛いら立だった時間。それが嫉しつ妬とだと気付くのに数年、それが嫉妬だと認めるのに十数年かかった。滑こつ稽けいなほどだった。そんな自分の存在は、四百年生きてきて初めて知った。


　そのうち意地になり、すぐに開き直った。自分は間ま違ちがっていない。悪いのは、あいつの方だと。


　どうして、そいつなのか。


　なぜ、自分ではないのか。


　薄うす暗ぐらい視線は、気が付くといつも、あいつへ向けられていた。納得がいかない視線。納得することを、断固として拒否する視線。


　そんな視線を、彼女はずっと向け続けた。


　ずっと、執しつ拗ように向け続けた。


　その視線が、やがて少しずつ形を変化させることに、気付かないままに。





　カサンドラ・ジル・ウォーロックの望月ジローへの「興味」とは、そのようにして始まった。






あとがき
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（『ＢＢＢ』のアニメ化が決定しました）
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　てな感じで、ハッピー・マックスにお届けする短編集第二弾。『ＢＬＡＣＫ ＢＬＯＯＤ ＢＲＯＴＨＥＲＳ[image: ]２』です。あは。


　本作に収められているのは、二〇〇四年冬から二〇〇五年春にかけて「ドラゴンマガジン」誌上に掲けい載さいされた、連載第二期の短編となります。『ＢＢＢ１』も無事発表することができ、シリーズの雰ふん囲い気きもなんとなくつかめてきて、毎月短編を発表できる楽しさ（と、大変さ）を満まん喫きつしていたころに書いたものです。


　そのせいか、内容もバラエティに富とんでいます。コメディ調ちようあり、シリアスあり。ハードボイルドを気取ったのから、エッチぃ感じを詰つめ込んだものまで。我ながら実に好き勝手書いてますね。好き勝手書かせてくれた担当Ｋ嬢キヤサリンに感かん謝しやです。


　また、この頃から本編で登場したキャラクターを短編にも積せつ極きよく的てきに登場させるようにし始めました。今こん作さくだとセイが出てますし、次の短編集では、ケインやゼルマン、サユカも登場する予定です。こうした話作りは、短編と本編をなるべくリンクさせたいという目もく論ろみによるものです。


『ＢＢＢ[image: ]１』のあとがきでも書きましたが、短編ではキャラクターたちの「日常」をテーマに話を書いています。本編だとどうしても大きな事件を中心に描えがかざるを得えないのですが、キャラクターの背はい景けい（あるいは「根っこ」）というのは、むしろこうした日常を描いた方が伝わりやすいと思うのですよ。


　おかしかったり、辛つらかったり。ドタバタしたり、しんみりしたり。


　あるいは、インターミッションで書いてるような、ほんとになんでもない、ちょっとした生活のワンシーンだったり。


　そういった日常の積つみ重かさねがあってこそ、それを根こそぎひっくり返してしまうような大事件に見み舞まわれたとき、各キャラクターの決断が重みを増す――と思うわけですね。


　まあ、そんな理り屈くつは抜ぬきにしても、なんだかんだでワイワイにぎやかな日常を描くのは、書いてる方も楽しいです。この楽しさが読者の皆さんにも伝わるといいなと心から願っております。（ネタ考えるのは大変ですが……）


　ちなみに、この基き本ほん方ほう針しんは番外編CHRONICLEも同どう様ようです。かつてのジロー、アリス、そしてカーサの日常がどんな風だったかを意い識しきしながら書きました。中でも、本編では敵てきとなって登場するカーサ。彼女のイメージがこの話でより一層膨らんでくれたら、と思っています。


　――想そう像ぞう通りのいじめっ子？　うん。まあ、そうだよね（笑）。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　さて……


　冒ぼう頭とうでも書いて（笑って？）ますが、ひとつ嬉うれしいニュースがあります。


　実は、本シリーズ『ＢＢＢ』がＴＶアニメになることが決まりました！





　あははははは――（以下略）





　もうほんと、びっくりですよ！　話を聞いたときには、筆ひつ者しや自じ身しんも信じられませんでした。その辺の不ふ信しんと動どう揺ようは、ドラマガの「アニメ化日記」でも書きましたが、とにかく実感が湧わかなくって。夢にも思ってなかっただけに、嬉しさより驚おどろきの方がずっと大きかったのです。ほんとに。


　しかし、実感がない間あいだにもアニメ化の作業は着々と進行します。スタッフの方々と挨あい拶さつを交わし、キャラクター設せつ定ていや脚きやく本ほん、絵コンテなどを次々に見せてもらう内に、驚きは喜びへ、不信は期待へと形を変えて行きました。これは、現在進行形です。


　ただ、動揺だけは日ごとに倍ばい増ぞうしてますけどね（笑）。


　何しろ、アニメというのは小説よりさらに大勢の人々が関かかわるものでして……喩たとえるなら、これまでは同どう好こう会かいの見知った仲間内で作っていた作品が、ある日突然生徒会で取り上げられ、学年全体で取り組むプロジェクトになってしまったような――


「この設定は、どういう意味があるんですか？」とか、


「ジローの台詞せりふ、こんな感じですかね？」とか、


「香ホン港コン聖せい戦せんって、どんな経けい緯いだったんですか？」なんて聞かれる度たびに、「そ、それはですネ!?」と狼狽うろたえる羽は目めに。


　そもそも、関わる人がみんな『ＢＢＢ』を知っててあれこれ質問されるというシチュエーションだけでも、なんだこの状況は!?　と目を回しそうなぐらいです。恥はずかしいやらくすぐったいやらで、地に足が着かないというか、なんというか……





「しっかりして下さいね～☆　これからは細こまかい仕事が、いーっぱい、増ふえますから☆　キリキリ働け☆」





　……ＯＫ、キャサリン。少し冷静になったよ。


　ともあれ、アニメの方の詳くわしい情報は、公式サイト、および「ドラゴンマガジン」誌上で、逐ちく次じ公こう開かいされる予定です。興味のある方は、そちらの方ものぞいてみて下さい。


　あ、興味のない方は興味を持つよう心がけてくれると、筆者はとても嬉しいです（笑）。
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　そんなこんなで、なんだか本編以上に予想の付かぬ展開を見せてる『ＢＢＢ』ですが、せっかくアニメ化が決まったのに、原作がつまらなくなってしまってはお話になりません。読者の皆さんやスタッフの方々ががっかりすることのないよう、いま一いち度ど気合いを入れて原稿に臨のぞみたいと思います。


　次は長編、第六巻。ますますテンション上げていきますので、どうぞご期待下さい。


　それでは！







二〇〇六年　五月　あざの耕平





初　出





月刊ドラゴンマガジン二〇〇五年一月号～六月号




※本書は連載原稿を加筆したものです。
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